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　何度も信じた。

　何度も愛した。

　そしてことごとく裏切られた。

　身勝手な人間に振ふり回されるのはもうたくさんだ。

　贄にえなど望んでおらぬ。私が本当に欲しいものを、人間どもはわかっておらぬ。うんざりする。

　だが今日は面おも白しろい子どもに会った。

　たった一匹ぴきの虫を助けるために川へ飛び込んだ心根のやさしい子ども。

　あの子の名は覚えておこう。

　いつかまた、会ってみたいものだ……。









「ん……、くん……」

　弱った小動物のような声を上げて、ロカはうすい腰こしをわななかせた。

　神しん殿でんの地下で四し肢しをあられもなく開かされ、祭さい壇だんの上に植物の蔓つるで両手両足を拘こう束そくされている。生まれたままの姿を晒さらすロカの周囲を、神官たちが取り囲む。

　ロカの後こう蕾らいには、呪しゆ文も字じを刻んだ棒状の呪具が体の奥深くまで挿さし込まれている。もう何時間このままでいるのだろう。呪具に刻まれた文字の凹おう凸とつを、ともすれば敏びん感かんな粘ねん膜まくで締しめつけてしまうのが辛つらい。そのたびびくびくと褐かつ色しよくの裸ら身しんを震ふるわせた。

　達することを許されぬまま隆りゆう起きさせられた状態の肉にく茎けいからは、透とう明めいの蜜みつがたらたらと伝い落ちている。

　延々と続く呪じゆ文もんの詠えい唱しよう、頭の中まで満たす香こうの匂におい、闇やみに浮うかび上がる松たい明まつの炎ほのお────。

（暑い……、苦しい……）

　神官たちの声がひときわ大きくなる。同時に、ロカの秘ひ洞どうに塡はめこまれた呪具がカァッと熱を帯びた。

「ひあっ……、ぁっ……！」

　火のような熱が肉を炙あぶり、ロカは仔こうさぎのように体を跳はねさせた。

（熱い！　熱い！）

　呪文字が身の内に焼きついていくのがわかる。まだ他者を知らぬ体に呪しゆを刻みつけられ、痛みと同時に下肢全体が煮にえ崩くずれるような初めての快感に襲おそわれた。

「あぅ……っ、ああっ……！」

　びゅくびゅくっ、と白はく濁だくが飛び散る。

　勢いよく飛んで下腹を汚よごした精は、もったりと褐色の肌はだを垂れ流れた。手を触ふれずに達する初めての感覚に、半開きになった唇くちびるから蜜が垂れた。だが縛しばられているため拭ぬぐうこともできない。

　気づくと詠唱は終わっており、神官たちの中でも最上位の男がロカの前に立った。

「聖せい娼しようラジャマニの息子むすこロカ。いや、王を誑たぶらかした淫いん婦ぷラジャマニの罪深き子よ」

　王は神殿娼婦であったロカの母を寵ちよう愛あいするあまり国と妃きさきを捨てた。王と母が国を逃にげ出したときに降り始めた雨は、ずっと止やまない。川は溢あふれ、すでに大地の半分は水に侵おかされており、このままでは国が亡ほろびるのは時間の問題である。

「母の罪を償つぐなう機会を与あたえてやる。我われらのため、国のため、その身を竜りゆう神じんに捧ささげるがよい」

　雨が降り続くのは、王が務めを投げ出したことを神が怒いかっているためだと人々は言う。そしてそれはロカの母のせいなのだと。

　ロカは全身にじっとりと汗あせをかき、目と唇を半分開いたままぼんやりと神官を見上げた。黒い髪かみが額や頰ほおに張りつき、少年とは思えない妖よう艶えんな色いろ香かを醸かもし出している。神官がごくりとのどを鳴らした。

「……子どものくせになんとも淫いん蕩とうな顔立ちよ。さすが〝女王の宝石〟の名を持つ女の息子。これならば竜神も惑まどわされるだろう」

　すでにこの状態から解放されることしかロカの頭にはない。竜神への贄として水に沈しずめられるとわかっていても、早く呪具を抜ぬいてほしかった。

「何人の贄を捧げても神は怒りを解いてはくれぬ。もう神を封ふうじるしかない。母譲ゆずりのおまえの美び貌ぼうで神を誑かせ」

　すでに両手の指の数を超こえる穢けがれなき乙女おとめが贄として捧げられた。それなのに一向に雨は止まない。

　ロカは今、神を封じるための禁断の呪文を体の中に刻まれている。ロカを抱だけば、神は眠ねむってしまうという。

　神を封じるなど、それこそ大それた罪だ。考えるだけで恐おそろしい。

　神官は大きく広げられたロカの脚あしの間にしゃがみこみ、ゆっくりと呪具を引き抜いていく。

「ひ……、あ、あ……、や、ぁ……」

　呪具の浮き彫ぼりが襞ひだを擦こすりながらずるずると抜け出ていく感かん触しよくに身震いする。ぽっかりと開いた蕾つぼみが淫みだらな女じよ陰いんのようだった。

「体内に刻みつけた呪により、おまえと交わる人間は死に見み舞まわれ、神ならば深い眠りに引きずり込まれるだろう。呪はたとえ転生しようと体内に留とどまる。おまえは生まれ変わっても決して恋こいしい人間と添そい遂とげられぬ」

　長時間の拘束と吐と精せいの余よ韻いんで、ロカの頭は霞かすみがかかったように神官の言葉を拾えなかった。だが自分から永えい劫ごうにわたり、愛と幸福が奪うばわれたのだということはわかった。思考も麻ま痺ひしてしまい、いまは絶望も感じないけれど。

「仕上げだ」

　神官が口中で呪文を呟つぶやきながら、ロカのやわらかな下腹をきつく吸い上げる。ちくりとした痛みが走った。

　まだ幼さの残る性器の横に、男の唇が何度も口づけていく。唇が離はなれると、そこには花を象かたどったような赤い痕あとがついていた。

「男と不運を呼び寄せる淫花だ。これよりおまえは何度転生しても不運に見舞われ、短い生を送ることになろう。淫婦の子にはふさわしい罰ばつよ」

　ロカの体を縛いましめていた蔓を、面をつけた男たちが石剣けんで斬きる。力の入らぬロカの体を両側から抱かかえ上げ、竜神の棲すみ処かへの入り口と言われている、神殿の最深部にある水のほとりへ引き立てた。

　ロカを抱える男たちが、情欲にぎらついた目で自分を見ているのがわかる。早くも淫花の効果で男の視線を吸い寄せているようだ。

　男たちの汗ばむ手の気味悪さにぞくりと背を震わせた。

　水面は松明の灯あかりの下でさえ黒々と口を開けて、地じ獄ごくへ通じる道のように見える。

　神じん供くとしてふさわしいよう、白い布を体に纏まとい、金銀宝玉で全身を飾かざり立てられた。ずしりと重い装そう飾しよくは、水に沈みやすくするための重おも石しにロカには思えた。

「よいか。おまえの体内には神を眠らせる呪文が刻印してある。必ず竜神にその身を与えるのだ。そしてこの剣で心臓を突つけ」

　言いながら、神官はロカの腰に巻いた革かわ紐ひもの間に小さな石剣を差す。刃はの表面にはやはり文字が刻まれていた。

　ロカはふるふると首を横に振る。

　神を殺すなど大罪だ。そんな恐ろしいこと。それに、あんな美しい神を──。

　だが神官はロカの拒きよ絶ぜつなど意にも介かいさず、ねっとりとした視線でロカの全身を舐なめ回すように見つめた。

「この美貌ならきっと竜神もおまえに目が眩くらむ。淫花の効果もあろうしな。つくづく贄は無む垢くでなければならぬのが惜おしいところよ。そうでなければ、おまえの体で母の罪を償わせてから沈めてやるものを」

　男たちはロカが泳いで浮かび上がらぬよう、手首をまとめて後ろ手に縛る。躊ちゆう躇ちよする間もなく、冷たい水に向かって背を突き飛ばされた。

　ごぼっ、と真っ暗な水の中に泡あわを吐はき出す。かわりに水が胸の中を満たし、一気に苦しくなった。

　目を開けているのになにも見えない。もがいているはずなのになにも聞こえない。体中が水に侵されていく。苦しい。怖こわい。

　怖い、怖い怖い怖い────！

　遠ざかる意識の中で、ものごころついた頃ころに一度だけ会った竜神の姿がまぶたの裏に浮かぶ。




　寝ね苦ぐるしい夜、母には内ない緒しよで涼りようを求めて川へ遊びに行ったことがある。

　そこで川に落ちた甲かぶと虫むしを見かけ、助けようと水に入ったロカは足が攣つって溺おぼれてしまったのだ。

　いつもなら友達のように体をくすぐってくれる川の流れは、牙きばを剝むいたがごとくロカを翻ほん弄ろうする。

　飲みこんでしまった水のせいでのども胸も痛い。恐きよう怖ふから手足が強こわばり、沈みながら、甲虫を手にしたまま恐きよう慌こうした。

（助けて！　助けて誰だれか！　母さま……！）

　水を通して揺ゆれる月を見上げ、死を覚かく悟ごした。月に向かって甲虫を持ったのとは反対の手を伸のばし──。

　その手を、誰かがつかんだ。

「がは……っ！　ぐ…、ごほっ…！　げ……ぇ……っ」

　自分を水面に引っ張り上げてくれた力強い腕うでに縋すがり、水を吐きだしながら咳せき込んだ。

　がくがくと震えながらしがみついた体は温かくたくましく、安あん堵どからどっと涙なみだが溢れ出た。

「ふ……、えぅ……」

　抱き上げて岸に連れて行かれても、怖くて腕を離せなかった。助けてくれた男性の首をかき抱いだき、しゃくりあげて泣いた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　不思議と心を落ち着かせる静かな声とともに、ロカの背を撫なでてくれる手が温かい。

　くすんくすんと鼻を鳴らし、ようやく手の中でもぞもぞと動く甲虫の存在に気づいた。

「ご、ごめんね……、だいじょうぶだった？」

　急いで手を開き、甲虫を草の上に置く。濡ぬれた小さな甲虫が草の間をよたよたと移動していった。

　ホッとして、目で甲虫を追う。

　よかった、無事だった。

「おまえは虫を助けるために川に入ったのか」

　問われ、慌あわてて自分を助けてくれた男性を見た。

「あ……、そ、そうです、ごめんなさい……。助けてくれてありがとうござい……」

　やっと恩人をしっかりと見て、思わず言葉を失った。

　煌こう々こうと輝かがやく月を背に、この世のものとは思えない美しい男性が自分を見つめていた。　>>>♥

　なんて美しいのだろう──！

　怖さも苦しさも忘れてその美に見入ってしまった。

　涼すずしげな青白い肌、流れ落ちる豊かな銀色の髪。面おも長ながで顎あごが尖とがり、すっと通った鼻筋の両側には、まなじりに向かって鋭するどく切れ上がった金色の目が美しく対たい称しようを描えがいている。

　褐かつ色しよくの肌しか見たことのないロカの目には、白く滑なめらかな肌は奇き異いというより神秘的に映った。そして──。

「りゅう……じん……、さま……？」

　男性の腰こしから下は、蛇へびのように長く尾おを引いて水の中に消えていた。

　母からの話でしか聞いたことがなかったが、きっとそうに違ちがいない。

「私の姿が恐ろしくはないか」

　恐怖は感じなかった。むしろ幼いロカの視線は優美な竜神に釘くぎづけになった。

　もっと触れたい。

　素す直なおにそう思った。

「とても……きれいです……」

　小さな声でロカが返すと、竜りゆう神じんはふと頰ほおを弛ゆるめた。その麗うるわしさ！

　ロカの胸がこれでもかというくらい高鳴る。

「虫を助けるためだけに川に飛び込むとは……やさしいのだな、おまえは。名はなんと言う」

　神に名を尋たずねられた！

「あの、あの……、ロカと、いいます……」

「ロカ」

　竜神は月と同じ色の目を細め、ロカの濡れた目め尻じりに口づけを落とした。

　心臓が口から飛び出るかと思った。体の芯しんがじわりと熱くなり、さっき水の中にいたときのように呼吸がままならなくなる。でも決して怖くも嫌いやでもない。こんな気持ちは初めてだ。

「覚えておこう。いつまでも心やさしき人間であれ」

　竜神は穏おだやかにほほ笑えむと、音もなく水の中へ帰っていった。

　ロカの胸がどきどきと早はや鐘がねを打ち続けている。

　信じられない、自分が神と言葉を交かわすことがあるなんて。命を助けてもらうなんて。

　泣きたいほどの感動に包まれた。

　神官たちは酒や色に溺れ、神を敬うことを長くなおざりにしている。そのせいか、最近では神が地上に姿を現すことはめったにないと聞いていたから、自分は幸運なのだ。

　神こう々ごうしい姿を思い出すだけで胸の中が熱くなって、竜神への愛が湧わき上がる。

　心から仕えよう。毎日あの方のために祈いのろう。喜んでもらえるように、祭さい壇だんを磨みがいて供物を捧ささげよう。

　そしていつかもう一度だけでも、あのまぶしい姿を見られたら──。




　　　＊




　もぞり。

　体の深い場所で、なにかが蠢うごめく感かん触しよくがある。

「ん……」

　腰の奥に、突とつ如じよ激しい快感が走った。

「……っ!?」

　驚おどろいてカッと目を見開くと、眼前に金色の瞳ひとみがあった。憎にく々にくしげに自分を見下ろす双そう眸ぼうが炎ほのおのようで、ロカはひくりとのどを鳴らす。

「……竜神さま」

　かろうじてそれだけ言う。

　完かん璧ぺきに整った顔立ちが間近に迫せまり、息を詰つめた。銀色の髪かみがさらりと流れ落ち、ロカの頰をくすぐる。

　幼い頃から想おもい焦こがれた、あの美しい竜神がこんなに近くに──。

　自分は水に沈しずめられたはずだ。となればここは竜神の棲み処。溺れて死ぬかも知れないと思ったが、無事水みな底そこにたどり着けたようだ。

　だが……。

「どれだけ私を愚ぐ弄ろうすれば気が済むのだ、人間ども」

　低い声が氷の刃やいばのようだ。怒ど気きに当てられ、呼吸もままならない。冷たい手のひらがロカの胸にひたりと乗せられる。

　ここにきてやっと、ロカは自分が身動きが取れないでいることに気づいた。

　ゆっくりと首を巡めぐらせ、動かぬ手を見て──。

「ひっ……！」

　心臓が、止まるかと思った。

　ロカの体中に、無数の細い蛇が巻きついている。紐ひもの束のように蛇たちが胴どう体たいを複雑に絡からみ合わせ、手足を広げたロカを床ゆかに縛しばりつけていた。

　恐怖のあまり視界がぐらりと揺れた。一いつ瞬しゆんで噴ふき出た冷たい汗あせが全身を覆おおい、血が頭から足もとまで下がっていく。

　四し肢しを搦からめ捕とる蛇はもぞもぞと動き回り、絶えず移動している。その滑ぬらついたひんやりした感触に気が遠くなった。

　そのうえ──。

「あ……、や……」

　体奥に燻くすぶっていた重だるい快感の火種が、こそばゆいような小さな感触で煽あおられていく。

　──そんな、そんな……、これは、まさか……。

　信じたくない。

　ロカの狭せまい後こう腔くうの中を、弾だん力りよくを持った冷たいものが奥へ向かって進む。

　理解した瞬間、引き攣つれた叫さけびを上げた。

「……ぃ、っっっ！　ああっ、ぁぁぁああああぁぁ、ああぁ────……っ！」

　蛇が肉にく環かんを割ってロカに潜もぐり込んでいる！

　しかも一匹ぴきではない。複数の蛇が窮きゆう屈くつな穴に無理やり頭を突つっこみ、うすい舌で肉にく壁へきを舐なめさすっているのだ。

　暴れ出した体を押さえつけるように蛇たちが締しめ上げる。逃にげることもかなわず、ひたすら泣き叫んだ。恐おそろしすぎて、自分がどんな声で叫んでいるかもわからない。

　そんなロカの様子を、竜神は軽けい蔑べつするように見下ろしている。うるさいと言わんばかりに、頭を振ふり続けるロカの首根を大きな手で絞しめ上げた。

「ぐ……ぅ……」

　苦しさで勝手に口が開く。喘あえぎながら伸ばされた舌が誘さそうように痙けい攣れんし、竜神は酷こく薄はくな笑みを浮うかべた。

「淫みだらな顔だ。体中私の子らで満たしてやろうか。口からも耳からも入り込んで、内側からおまえを喰くらってやろうか。そうしてボロボロに喰いつくされたおまえの体を地上に送り返してやったら、奴やつらはどんな顔をするだろうな」

　絞められていた首を突き放され、ロカは激しく咳き込む。拘こう束そくされているせいで曲げることもできない体が、丘おかに打ち上げられた魚のように波打った。

　不規則に鳴る心臓の上に置かれていた手のひらが、ゆっくりとロカの肌はだを撫なで下ろしていく。好き放題蛇に潜り込まれている衣服はすでに体を隠かくす役目をしていない。

　かろうじて残っていた布を押し開きながらロカの腰骨を撫でた竜神の手は石剣けんを投げ捨て、神官に吸いつけられた花様の痕あとで止まった。

「淫いん花かまでつけて……そんなに犯おかされたいか。では望み通りにしてやろう」

　竜神の瞳が爛らんと輝く。

　黄金の虹こう彩さいの中に、みるみる黒い瞳どう孔こうが縦に線を結ぶ。唇くちびるが左右に裂さけ、鋭く尖った牙きばから黄色の粘ねん液えきが滴したたった。

　気づくと竜神の体は全身鱗うろこに覆われ、先の割れたうすい舌がしゅるしゅると出入りしている。それでいてまだ人の形を保った異形に、呼吸がままならなくなるほどの恐きよう怖ふを覚えた。

　これがあのやさしく美しい竜神の真の姿なのか……？

「どんな姿で犯されたい。この半はん妖ようか。それとも大だい蛇じやがいいか。……そう怯おびえるな。くく、そうだな、あまり脅おどかして正気を失ったら面白くない」

　言うと、まばたきするほどの間に、竜神はもとの美しい男性に戻もどった。状じよう況きようは変わらないのに、それだけでほんの少し安あん堵どする。

　竜神は長い指先でつとロカの顎下を撫でた。

「人間にしてはなかなかの美び貌ぼう。どうせ退屈していたところだ、私の玩がん具ぐにしてやろう。久方ぶりに楽しませてもらうぞ。恐怖と快楽を私に捧げよ」

　竜神の意を汲くんだように、蛇たちが一いつ斉せいに蠢いてロカの体勢を変える。

　つま先から腿ももまでみっしりと絡みついた蛇へびが開かせた両りよう脚あしを持ち上げ、膝ひざが胸につくほど体を折り曲げられた。陰いん部ぶが天を向き、後こう蕾らいに体をねじ込む蛇たちの胴体が触手のように飛び出ているのを視覚でも認にん識しきさせられる。

「いっ……、やぁ……っ！」

　叫んできつく目を瞑つぶった。一瞬で焼きついた映像はそれでも消えることなくまぶたの裏にちらついている。

　だが視界を遮さえぎったことにより、肌に触ふれる鱗の感触をより敏びん感かんに感じてしまう。

「慣らせ」

　竜神が短く命じると、蛇たちがロカの全身をくまなく覆い尽つくしていく。

「いやっ！　やだぁっ……！」

　耳じ朶だに、くぼんだ脇わきの下に、皮ひ膚ふのうすい脚のつけ根に、狭い足指の間に。

　体中の感じやすい部分に一斉に蛇の舌が纏まとわりつき、大波のような恐れと快感にさらわれた。

「ひゃあああっ、あああっ……！　ああっ、やだっ、やだっ、や……、やああぁぁぁ──っ！」

　涙なみだを散らしながら頭をうち振るう。

　二匹がロカの小さな胸の粒つぶに喰らいついた。

「ああっ……！」

　びくん！　とわなないて思わず目を開ける。

　乳にゆう暈うんに歯を立てた蛇は、うすい舌を細かくひらめかせてチロチロと乳頭を味わう。敏感な部分に同時に与あたえられる痛みと快感に、いやでもロカの腰こしが揺ゆれた。その動きに煽られたように、狭きよう道どうをえぐる蛇たちがさらに奥へ潜り込もうとする。

「おまえの中が温かく湿しめっていて居い心ごこ地ちがいいと喜んでいるぞ。そのまま中に棲まわせてやったらどうだ」

　揶や揄ゆする神がロカの臀でん部ぶをぐっとつかみ、蛇が入りやすいよう孔あなを広げる。

「やだ、やだ、こわいっ……、こっ、こないでっ！　奥、こないでぇ──……っ！」

　全身ががたがたと震ふるえた。体温の低い生きものが体をよじり、小さな窄すぼまりのより奥へと潜り込んでくる感触に嗚お咽えつした。

　怖こわいのに。

　気味が悪いのに。

　蛇たちの舌が、頭が、やわらかな肛こう壁へきをこするたびに狂くるおしい快感に苛さいなまれる。

「……ぅ、……ぅ、ひ、っく……、ゃ、ゃ、ぁ…………」

　強制的に感じさせられ、溢あふれる涙が恐怖からなのか快感からなのかわからない。

　いつしかロカの肉にく茎けいは硬かたく腫はれ上がり、先せん端たんから透とう明めいの蜜みつが滴っていた。

　体勢的に、生温かい蜜が自分の首もとにぽたぽたと垂れ落ちてくる。そんなあえかな刺し激げきにもさらに感じた。

　蛇たちの中から、生まれたてと思われる小蛇がしゅるりとまろび出る。

　手のひらほどの長さしかない細紐のような小蛇は、ロカの双そう珠しゆから茎くきを這はい伝い、たらたらと蜜を零こぼす裂け目を口先でつついた。

　快楽に沸ふつ騰とうした頭で、ちくりとした快感の生まれた場所に目をやる。

「な……、に……？」

　鈴すず口ぐちを這いまわられ、強すぎる刺激に今にもはち切れそうに先端の丸みが膨ふくらんだ。

「あっ、あん……っ、あ、やだ……、それやだ……っ、そこ、やぁっ……！」

　小蛇はたっぷりとロカの蜜を体に纏うと、小さな頭を狭い精路の孔にぐりぐりと押しつけた。

　性器は自分の鼻先にぶらりと下がっている。まさか、そんな……と目を見開いたロカの眼前で、小蛇の頭が精路にずるりと潜り込むのを見た。

「あ……、あーっ！　あああぁぁぁ───っっっ！」

　脳のう髄ずいまで突きとおすような感覚がロカを貫つらぬく。

　そんなところに、生きものが入るなんて！

　ただでさえ異常な快楽に溺おぼれ始めていた体には、過ぎた刺激だった。痛みと紙かみ一ひと重えの快感が強い射精感を伴ともなってぎゅうっとせり上がり、それなのに蓋ふたをされた状態で出口がない。

「いぃっ……、いぁ、あ、あ、あ、取ってっ……！　ぬいてぇぇっ！」

　前も、後ろも。

　本来なら排はい出しゆつするだけの場所を生きものがのたうちながら侵しん入にゆうし、強ごう引いんに快感を押しつけてくる。あれほど気味悪かった肌をこする鱗が、いまや厭いとわしさより恋れん着ちやくを覚え始めるほどいい。

　恐怖は吹ふき飛び、脳髄に刺ささるような快感が襲おそいかかる。

　とうに達しているのに出せない苦痛と快楽の狭はざ間まで、閉じることを忘れた瞳ひとみからは絶えず涙が零れ続けた。

　むせび泣くロカの口を塞ふさぐように、猛たけった竜りゆう神じんの男根がねじ込まれる。

　槍やりのように先が膨らんだその形こそ、たくましい人間の男と変わりないけれど。

「んぅ……ッ!?」

　表面がびっしりと、硬い鱗で覆おおわれていた。

　ロカの表情に恐怖がよぎったのを、竜神が満足そうに見る。

「私は体の全体でも一部分だけでも自在に変化することができる。この鱗がおまえを啼なかせ、狂わせるだろう。喜べ、通常では覚えられぬ悦よろこびを与えてやるぞ。もっとも、無む垢くには少し辛つらいほどの快楽かもしれぬがな」

　蛇のように冷たいかと思ったそれは、驚おどろくほど熱かった。

「ふ……、う……」

　突き込まれれば舌がこすられ、引きだされれば唇がめくられる。舌で味わわせるようにざらついた熱ねつ塊かいで口中をこねられ、鱗の一枚一枚を確認させるようにゆっくりと前後された。

　覚えさせているのだ、とわかった。

　舌で、唇で、口全体で。

　これからこれがおまえを犯すのだと、もっともその形状がわかる敏感な粘ねん膜まくに刻みつけている。

　ずん、とのど奥を突かれる。

「んっ……！　ぐ……」

　息が詰つまり、視界が涙で揺らいだ。

　反射的に締めたのどに呼応するように、後腔をぎゅっと締めてしまう。

　咥くわえこんだ蛇が暴れ、ロカは声にならない悲鳴を上げた。

　ぐう、とせり上がる嘔おう吐と感を押し返すように、さらに二度、三度と突つき込まれる。涙がこみ上げた。目の前がちかちかと点てん滅めつし、上と下から同時に押し込まれる苦しさと快感で、頭の芯しんがぼうっと霞かすむ。

「は……」

　ずるっと抜ぬけていった鱗の感かん触しよくに身震いする。

　口を開いたままぼんやりと見つめる視線の先に、大きく広げたロカの脚の間に陣じん取どる竜神があった。竜神はにやりと笑うと、ロカを犯す蛇たちの尾おをつかみ、ひと息に引きずり出す。

「やはぁ……っ、ああっ……！」

　びくん！　とロカの腰が躍おどる。

　今まで詰め込まれていたものが消えた内ない腔くうが寂さびしさを訴うつたえ、知らずはしたなく小さな尻しりを揺らめかせた。

「子どものふりをして、中身は淫乱と見える。これでは少しくらい乱暴にしてやっても、かえって悦んでしまうかも知れぬな」

　そんな侮ぶ蔑べつの言葉も、うずく下か肢しの前には頭を素す通どおりしてしまう。それより、早く隙すき間まを埋うめてほしい。蛇が抜け出た後腔のもの足りなさと、突き刺さるような快感を与えられ続ける肉茎の対比がひどく辛い。

　早く──、早く──！

「あ、あ……、や……、も、や……、たすけて、くださ……」

　あの鱗うろこに覆われた、神の無む慈じ悲ひな道具で埋めて──。

　蕾つぼみに雄おすを当てられ、期待にぶるっと震えた。つぷ、と先端が肉の環わを割った瞬しゆん間かんロカの内腔が待ち構えるように蠢うごめき、ハッとした。

　竜神に呪しゆがかかってしまう──！

「だ……、だめです竜神さま……！」

「いまさら遅おそい」

　言うなり、ぐぬ……、と切っ先が潜もぐり込む。

「は……、っ、ぁ……、だめっ……、しゅ、が……、ああっ……、あ──……！」

　一いつ切さいの手心なしで、ひと息に奥まで突きこまれる。

　押し上げられるように、ロカのまなじりから涙の粒が散った。冷たい蛇とは比べ物にならない、灼しやく熱ねつの剛ごう棒ぼうだった。

　竜神は容よう赦しやのない律動でロカを抉えぐる。ロカの腸壁に刻まれた呪文字が燃えるような熱を発したのがわかった。

「ああっ！　ああっ、あ……、ひ、あ……、だめ……、だ、め……っ」

　肉にく筒づつが蠕ぜん動どうし、熱塊に吸着しようと淫みだらに追いすがる。それを振ふり切るように、拘こう束そくされて逃にげられもしない体を穿うがたれた。

　波状の鱗が敏感な肉にく襞ひだをこすりながら前後する感覚に、叫さけびながら身も世もなく身み悶もだえる。腰から下が熔とけてしまいそうに熱い。呪が竜神の剛直を蝕むしばもうとしているのがわかる。

　このままでは竜神が眠ねむってしまう！

「だめっ……、呪が……、あなたさまにかかって……、いやっ、抜いてください……！　だめえ……っ！」

　だめ、だめ、と壊こわれたようにひたすら繰くり返すロカを、竜神は侮蔑のまなざしで見下ろした。

「私がおまえの体に刻まれた呪に気づかぬと思ったか。だが私には効かぬ。殊しゆ勝しようなふりをして逃のがれようとしても無む駄だだ」

　違ちがう、違う！

　だが沸騰したような脳では、思考が端はしから崩くずれてしまう。ひたすら拒きよ絶ぜつする言葉しか零せなかった。

「痛いばかりではないだろう？　こんなにしているくせに」

「ひぁっ！」

　ぴん、と指で勃たちあがった雄を弾はじかれ、辛いほどの快感が脳天まで走り抜ける。

「少しは甘さもなければ楽しめぬか」

　竜神は露ろ悪あく的な笑えみを浮うかべると、激しく穿っていた腰こしをゆったりとした律動に変え、膨らんだ先端でロカの最さい奥おうをねっとりとこね回す。

　そうされると、甘いうずきが体の奥から溢れだしてきて、きゅうきゅうと締しめつけてしまう。

　竜神の長い指が、ロカの肉茎をつかんで根もとからこすり上げる。射精を促うながす残ざん酷こくな動きに、塞がれて達せない肉棒がびくびくと震えた。

「あ……、あ……、やめ……、や…………！」

　さらに充じゆう血けつした亀き頭とうを指の腹でくるくると撫なでられ、蜜口から飛び出る小こ蛇へびの尾を右へ左へと弄いじられる。尿によう道どうにみっちりと嵌はまりこんだ軟なん体たいが身をくねらせた。

「あああっ……！　ああああぁぁぁ────……っ！」　>>>♥

　目の前に幾いく筋すじも閃せん光こうが走る。

　痛いのか、快楽なのか。

　後腔へのじれったいほどの甘さと、屹きつ立りつへの狂くるおしい快楽痛。

　玩がん具ぐだ、と思った。

　自分は竜神を愉たのしませ、この身で怒いかりを宥なだめる性玩具なのだ。

　繫つながった部分から、竜神の怒りが流れ込んでくる。人間への不満と苛いら立だちをロカにぶつけているのが、昏くらい憤いきどおりが、竜神を満たしているのがわかる。

「おまえを抱だけば人間であれば死の淵ふちに、下級の神であれば深い眠りに引きずり込まれるだろう。だが私は蛇の王であり、神の中の神。呪などがどうこうできる存在ではない。そんなことも覚えておらぬほど私を蔑ないがしろにしているくせに、都合のよいときだけ恵めぐみを求めるな！」

　痛みと快感の洪こう水ずいの中で、竜神の怒ど声せいがロカには悲痛な嘆なげきに聞こえた。

　ああ……、とロカは目を細めた。

　この方は悲しいのだ。

　長い間荒あれるにまかされていた神しん殿でんは、ロカだけがかろうじて毎日祭さい壇だんを磨みがき、供く物もつを捧ささげてきた。だが人々は神を敬うことを忘れ、神官は腐ふ敗はいし、王は国を捨てさえした。

「人間など卑ひ小しようで強欲な生きものだ。どれだけ与あたえてやっても満足を知らぬ。挙句簡単に心を翻ひるがえし、信用ならない」

　憎にく々にくしげにつぶやく竜りゆう神じんは、ロカにというより、自分自身に言い聞かせているようだった。長い長い間に、何度も竜神を失望させることがあったのだろう。

　温めたい。

　ロカを犯おかす熱とは裏腹に冷えてしまっている竜神の心を温め、慰なぐさめたい。誰だれが忘れても自分が愛していると。

　抱きしめたいと思った。この腕うでが自由だったら──。

「あ……、ぅ……、りゅ、りゅう、じん……さま……」

　打ち寄せる波にさらわれそうな意識の中で、霞んだ視界に神を映す。

　自分がいます。愛しています。だから、怒りを鎮しずめてほしい。

「あ……い……して…………」

　ロカの言葉を耳にした竜神が、びくっと震ふるえて動きを止める。

　わずかに瞠どう目もくし、しげしげとロカを見つめた。

　は、は、と息をつくロカは、涙なみだに濡ぬれた目で竜神を見た。竜神の戸と惑まどいに感応したような蛇たちが、ゆるゆるとロカの拘束を解いていく。

　自由になった腕は長時間の締めつけによって痺しびれている。それでもロカは愛いとしい神に向かって両腕を差し伸のべた。

「わたしが……、愛しています、竜神さま……」

　ためらいながら触ふれた体は、人と変わらず温かかった。

　竜神はうすく開いていた唇くちびるをかすかに震わせる。心の奥底まで見み透すかそうとしてか、ロカの瞳ひとみを覗のぞき込む。

　見せられるものならすべて見せてあげたい。そうできたらロカがどれほど竜神を慕したっているか、きっとわかってもらえるはず。

　けれど。

「愛して……、あっ！　ああぁぁ……っ！」

　繰り返しかけた言葉は、荒あら々あらしい律動によって遮さえぎられた。

「黙だまれ！　助けてやった恩も忘れ、呪を刻みつけて私を狩かり落としにきたおまえが、どの口で愛を語る！」

　楔くさびがロカの蜜みつ壺つぼで急に体積を増す。竜神の言葉が飛びかけた意識に突き刺ささった。

　竜神はロカを覚えている。その上で、ロカが恩を裏切り、竜神を殺しに来たのだと思っている。

　違うのに、自分の意思ではなかったのに！

「おまえも私を裏切ったのだ！」

　ぎちぎちに嵌はまった男根が、濡れた音を纏まとって最奥まで抉りこまれる。視界が真っ赤に染まるほどの重い衝しよう撃げきに、なにも考えることができなくなった。

「あああああっ……！　あっ、あっ、あ……っ、あああぁぁぁああ──……っ、っ！」

　ロカの肉にく茎けいを扱しごきあげる手つきはいっそう苛か烈れつさを増し、出口のない快楽を溜ためこまれる感覚に失神寸前になる。

　何度も達していてもおかしくない刺し激げきを与えられ続け、開きっぱなしの口から蜜を垂らしてよがり狂う。

　甘すぎる拷ごう問もんに、とうに頭の芯しんは焼き切れている。仔こ鹿じかのような体を引き攣つらせ、呻うめき啼ないた。

　快楽の色を瞳に宿した竜神が唇を笑みに歪ゆがませる。

「出さないまま果てているようだな。おまえの中が痙けい攣れんしっぱなしだ。辛つらいか？　いい顔だ。……そろそろ楽にしてやる」

　長大な雄がずるずるとロカの後こう孔こうを摩ま擦さつし、かさの張り出しが腸ちよう壁へきをけずりながら蕾ぎりぎりまで引き抜ぬかれる。内臓ごと引きずり出されそうな感かん触しよくに背中がぞくぞくと震えた。

　それを容赦なく最奥まで叩たたき込まれる。

「ああっ……！　あ──っ、あ──っ、あああぁぁぁ……っ！」

　頭のてっぺんまで貫つらぬき通す快感が、津つ波なみのようにロカを攫さらう。繰り返し打ちつけられ、肉同士がぶつかり合う音が高く響ひびく。

　炎ほのおのような熱さで嬲なぶられる狭きよう道どうの、硬かたくしこった膨ふくらみを狙ねらいすまして往復される。

「いあぁぁっ……っ！」

　快感が行き場を求めて暴れ回る。出したくて出したくて頭が壊れそうだ。

「ゆるし……、ゆるしてぇ……っ、もぅ、あ、あたま……、あたまが……っ！」

　小蛇が体をくねらせ、さらに奥へと潜り込む。ほとんど陰いん茎けいのつけ根の、ある一点にたどり着いたとき、ぱんぱんに膨らんだ革かわ袋ぶくろを突つき破るような快感が爆はぜた。

「あ、ひぃっ、ひっ……！　ひぁぁぁあああぁぁぁぁ────…………っ！」

　叫さけぶと同時に、勢いよく小蛇が抜き取られた。

　ぶわっ！　と、下腹からなにかが湧わき上がり、強烈な排はい泄せつ感とともに先せん端たんから熱いものがはじけ飛ぶ。

　びしゃびしゃと顔を汚よごしていくのが精液なのか失禁なのか、もはや真っ白になったロカの頭にはわからない。

　射精の感覚が途と切ぎれない。止まらない興奮にわななきながら、体奥に熱が叩きつけられるのを感じた。

　遠ざかる意識の中で最後にロカの頭をよぎったのは、神を封ふうじるために刻まれた呪しゆが発動してしまうことへの恐きよう怖ふだった。










　かすかなくすぐったさを鼻の頭に感じ、ロカは重いまぶたを上げた。

　ぼんやりと霞かすむ視界に、なにかが蠢うごめくのが見える。

　蛇だ！

　と気づいてハッと目を開ける。

　一いつ瞬しゆん心臓がぎゅっと縮こまったものの、蛇は無機質な目でロカをしばらく眺ながめると、音もなく遠ざかっていった。

　ほ、と息を吐はき出す。

　どきどきと鳴る胸を押さえて体を起こし、ぎくりとした。周囲に数えきれないほどの蛇へびが蠢き、遠巻きにロカを見つめている。全身に絡からみついた鱗うろこの感触を思い出し、戦せん慄りつが走った。またあんなふうにされたら自分は……。

　蛇に絞しめ殺される恐怖よりも、あの異常な緊きん縛ばくと快楽を恋こいしがってしまいそうな自分がおそろしかった。まだ体の内も外も生々しい凌りよう辱じよくの余よ韻いんで震えている。自分自身の手で、そっと両腕をさすった。

　ロカは川の藻もを重ねて褥しとねのようにしたものの上に寝ねかされていた。服は着ていない。

　体はきれいに清められている。精か尿かはわからぬが、自分が粗そ相そうしてしまったものをもしや神に始末させたのかと思うと、羞しゆう恥ちと恐おそれ多さで頰ほおが熱くなった。

（そうだ、竜神さま──！）

　ぐるりと部屋を見回すと、ロカのちょうど反対側に、やはり藻を重ねた上に目を閉じて横になっている竜神の姿があった。

　自分のしでかした事の大きさに気づいて青くなる。よろめく足で竜神に近づき、膝ひざをついて顔を覗き込む。

　呼吸をしているようには思われなかった。厚い胸もたくましい腕もぴくりとも動かぬ像のようだ。

　竜神は自分に呪は効かぬと言っていたが、そうではなかったに違ちがいない。

　なんということをしてしまったんだろう。

　自分など暗い水の中で溺おぼれてしまえばよかったのに。竜神がロカの体に精を放つ前に、舌を嚙かんで自ら命を絶ってしまえばよかったのに。

　後こう悔かいと罪悪感から、滂ぼう沱だと涙が零こぼれた。

　ロカにあんな無体をしても、本当はやさしい神だと知っている。

　愛しい竜神を怒おこらせ、残ざん酷こくなことをさせたのは自分を含ふくめた人間なのだ。蔑ないがしろにしていたくせに、恵めぐみがなければ封じてしまえと呪を刻みつけた贄にえを送り込む。自分勝手な人間たちに腹を立てるのは当然だ。

　そのうえロカが恩を忘れて裏切ったと思われてしまった。竜神にしてみればどれほど腹立たしく、許せぬことであったか。心やさしき人間であれと尊い言葉を賜たまわり、出会ったことを覚えてさえいてもらえたものを、失望させてしまったのだ。

　どうしよう。どうしたら竜神は目を覚ます。自分の命を差し出すことで竜神が蘇よみがえるなら、喜んでそうするのに──。

　苦しくて嗚お咽えつが止まらない。体の中にまだ竜神の熱が残っている。

　毎朝毎晩祈いのりを捧ささげては胸を焦こがしてきたこの想おもいが恋れん慕ぼであると、竜神に抱だかれたことで気づいてしまった。はしたなくも、ああされたいとずっと願っていたのだと。

　あれほど恋こい慕った神を、自分は──。

　泣いて、泣いて……、やがて涙を拭ふいた。

　せめて心の臓を刳くり抜こう。ロカの賤いやしい血など竜神は喜ばないだろうが、このままここで命萎しおれるまで泣いているだけなら、供く物もつらしく生き血を捧げるのだ。

　ロカは床ゆかに落ちていた石剣けんを拾い上げると、愛する神の足もとに跪ひざまずいた。床に両手をついて顔を伏ふせ、足の甲こうに口づけを落とす。

「愛しています、竜りゆう神じんさま……」

　目を閉じて呼吸を整え、両手でつかんだ石剣を振ふり上げて自分の胸の中央目指して振り下ろそうとしたとき。

「私の心臓を貫くはずではなかったのか」

　いつの間にか起き上がっていた竜神の大きな手が、ロカの手首をつかんでいた。

　突きとおすような視線でロカを睨にらみつける竜神を信じられない思いで見つめ、石剣を取り落とす。喜びと安あん堵どからどっと涙なみだを流した。

「いいえ……、竜神さま。たしかにそうせよと命じられました。けれどわたしは……、あなたさまを、愛しているのです……」

　竜神の厳しい目が、ちらとロカのむき出しの下腹に向けられる。そこには神官につけられた淫いん花かが咲さいていた。

「あ……」

　自分が一糸まとわぬ姿であることを思い出し、ロカは慌あわてて下か肢しを手で隠かくした。

　竜神は疑うたぐり深くロカの瞳を覗き込む。

「私を封じるためにその身の奥に呪を施ほどこし、誘さそい込むために淫花をも受けたのだろう。私に犯おかされ、おそろしくなってそんな噓うそを吐つくのか」

「いいえ！　いいえ決して！　わたしの本意ではなかったのです！　幼き頃ころよりあなたさまを愛しておりました！　お姿を拝したあのときから……！」

「信用できぬな」

　冷たく遮さえぎった竜神の声に、ロカは悲しげに口を噤つぐんだ。

　すぐに信じてもらえないのは仕方がない。実際に神を狩かり落とす呪と石剣を身につけていたのだから。これから誠心誠意仕えて、自分の真心をわかってもらうのだ。

「おまえ、たしかロカと言ったな」

　竜神に名を覚えていてもらえた！

　それだけで悲しみに塞ふさがれていたロカの胸にかすかに光が差す。我われながら単純だとは思うが、嬉うれしいのだから仕方がない。

「はい、竜神さま」

　とくとくと心臓が鳴っている。

「地上に帰りたいか？」

「え……」

　思ってもいなかった言葉に戸と惑まどってなにも返せず、不ぶ躾しつけに竜神の顔を見返してしまった。

「おまえの前に水に沈しずめられた娘むすめたちは、みな川を挟はさんだ反対の国へ打ち上げてやった。運がよければ誰だれかに拾われて健すこやかに暮らせるだろう」

　大きな川を挟んで、ロカの住む国とは別の国がある。

　一度贄として沈められた人間は、命が助かっても国には戻もどれない。贄戻りと呼ばれ、災わざわいの前兆として殺されてしまう。

　だから竜神は娘たちを地上の別の国へ帰してやった。ロカが望むなら同じようにしてやると、神は言っているのだろう。

　やはり心やさしい神なのだ。

　ロカの中に、深い敬けい慕ぼの念が湧いた。

「わたしは、竜神さまにお仕えしとうございます」

　心からそう言った。

　竜神は冷えた双そう眸ぼうのまま、ロカの顎あごをすくい上げる。

「私の玩がん具ぐになるのだぞ。それでもか」

　さきほどの凌辱の記き憶おくがよぎり、首の後ろがすうっと冷たくなった。同時に強烈な快感がよみがえり、腰こしの奥がじゅんと濡ぬれそぼつ。

　本音を言えば怖こわい。あんな快感を味わわされ続けたら壊こわれてしまう。でも……。

「わたしの身も心もあなたさまのもの。どうぞ、お望みのままにお使いください」

　ロカに怒いかりをぶつけることで、竜神の傷ついた心が少しでも癒いやされるなら。

　竜神はふんと鼻を鳴らすと、ロカから手を離はなして立ち上がった。

「どちらにしろ、おまえの体には呪がかかっている。おまえの体は死への門。普ふ通つうの人間に交じって安楽には暮らせまいよ。おまえを抱けるのなど私くらいのものだ。具合も悪くなかった。退たい屈くつしのぎにしばらく飼ってやろう」

　言うと、竜神は部屋を出ていった。

　残されたロカは不安げに瞳ひとみを瞬まばたかせる。蛇が立てるしゅうしゅうという音が気味悪いが、みな赤い目をロカに向けるだけで近づいてくる気配はない。竜神の手足も同然の蛇たちは、ロカを害する気はないのだろう。

　恐る恐る藻の上に横になると、急激に疲つかれが襲おそってきた。

　ロカを休ませてくれようとしたのだ、と気づいたときは、すでに深い眠ねむりに落ちるところだった。
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「ん……、ん……、んん…………」

　灼しやく熱ねつの肉にく杭くいが後ろからロカを貫つらぬく。

　小さな体には余るほどの長大な雄おすが、ゆったりと肉を味わうように前後する。

　親指で尻しり肉にくを両側に割り開かれ、皺しわひとつなく引き伸のばされた蕾つぼみにぎっちりと男根を咥くわえこんでいるのが竜神から丸見えなのだと思うと、羞恥と興奮でロカの褐かつ色しよくの肌はだが赤く火ほ照てった。

　竜神が自分の中にいる。その硬こう度どが示す通り、ロカの体で楽しんでくれている。

　喜びで全身が震ふるえた。

　深く吞のみこまされれば、嘔おう吐と感をともなう絶ぜつ妙みような快感がのど元までせり上がる。

「はふ……、はぁ……、ああ、いい……」

「後ろからされるのが好きか。本当におまえは子どものくせに淫いん乱らんだ」

　侮ぶ蔑べつの言葉はロカの胸を痛ませる。

　他ほかの男は知らないけれど、愛する竜神に身を任せるからこんなにも悦よろこんでしまうというのに。肉の愉ゆ悦えつより心の悦楽が深いのだと、どうしたらわかってもらえるのだろう。

　いや、竜神にとってはロカの心など関係ない。自分は玩具として、この身を捧げるだけ。竜神が満足してくれればそれでいいのだ。

「初めの頃よりずいぶん楽に受け入れられるようになったな」

　健けな気げに巨きよ大だいな雄を吞みこむ肉の環わをぐるりと指でなぞられ、柔やわ襞ひだがひくひくと震える。いまやすっかり慣れたロカの淫道は、悦んで竜神の雄肉を舐なめしゃぶった。

　ロカは竜神の気が向いたときに抱かれる。

　ときには後ろ手に縛しばられ、ただの性具の扱あつかいに悲しみを押し殺しながら。ときには蛇と交わらされ、恐きよう怖ふにむせび泣きながら。

　竜神自身が大だい蛇じやに姿を変え、全身を締しめ上げながら弄もてあそばれることもある。大蛇の性器を塡はめこまれながら首や胸を締めつけられれば失神寸前となり、夢と現うつつの境で忘我を彷徨さまよった。

　そしていつも行こう為いが終われば、竜神はこれでも自分を愛しているかとロカに問う。むしろ手て酷ひどくロカを玩がん弄ろうし、嫌きらわせようとしているかのように。

　竜神への愛を試ためされているのかもしれない。そんなふうに思うのはおこがましいけれど。

　なにをされても、言われても。

　自分の心は変わらない。逆にそれだけ人間への不信が大きいのだろうと思うと、愛はますます深くなった。

　決して裏切らない。愛することを止やめはしない。きっといつか伝わるはずと信じている。いまはまだ、愛を口にしても冷たい目を返されるだけだとしても。

　凌りよう辱じよく的な交接が多い中、こんなふうに人と同じ姿で普通に抱だかれるのは、ロカにとってひどく甘い。激しくされなくてもすぐに達するほど感じてしまう。でも……。

「あ……、あ……、りゅう、じん、さま……、もう、もう……」

「主人より先に果ててどうする。こらえろ」

　意地悪な命令に体の芯しんが熱く燃え上がる。

　勝手に漏もらしてはならない。竜神の許可があるまで狂くるおしい愉悦に耐たえ、竜神が達したあとに慈悲を乞こわねばならない。

「は、はい……」

　射精を我が慢まんしなければと思うと下腹に力が入ってしまい、自分を満たす楔くさびをより強く締めつけてしまう。

　竜神の感かん嘆たんするようなため息が聞こえた。

　ロカの頭を押して床に頰ほおをつけさせ、尻を高く掲かかげる体勢にされる。

　腰をつかみ直し────。

　始まった律動は激しかった。

「あああっ！　ひぃっ……、あっ、あっ、ああ、だめ……、で、でる……っ、でちゃ……！」

「許さぬ。先に出したら仕置きだ。それともまた小蛇で孔あなを塞いでやろうか」

　ぞくりと背筋に戦せん慄りつが走った。

　初めてのときに精路の孔に小蛇が潜もぐり込んだ。あのとき以来それはされていないけれど、あの強きよう烈れつすぎる刺し激げきはいまだロカを怯おびえさせる。

「いやあ……っ！」

「ならば自分で押さえておくがいい」

　急いで茎くきの根もとに手をやった。

　輪にした親指と人差し指でつけ根をきつく締めつけ、射精寸前で上がってこようとする陰いん囊のうを残りの指でぎゅっと押し下げる。

　それでも先せん端たんからは快楽のしずくがぽたぽたと滴したたった。堰せき止められて腫はれ上がった茎が苦しげに色を変える。

「あああ……、ああああ…………」

　床ゆかに涎よだれを垂らして喘あえぎながら、ひたすら竜りゆう神じんが達してくれるのを待つ。重い衝しよう撃げきに自然に前に逃にげてしまう体を、竜神がロカの肩かたをつかんで自分に引き寄せた。

「あ、あっ……！」

　温かな竜神の肌が、ロカの背中に覆おおいかぶさる。

　竜神の荒あらい息いき遣づかいが耳じ朶だに触ふれ、

「ロカ……」

　小さな声で名を呼ばれたとき、下腹がたまらなくきゅんと引き攣つれて、ロカはあっけなく精を解き放った。

「あぁぁぁ──────…………っ」　>>>♥

　細く長い悲鳴を上げ、びくびくと体を痙けい攣れんさせる。とっさに孔を塞ごうと茎の先端を覆った指のすき間から白はく濁だくが滴り落ちた。

　限界までこらえていた射精の感覚は長く続き、出しきってなお身震いするような快感が下腹にわだかまっている。

「く……、くん……ぅ……」

　辛しん抱ぼうできず茎を扱しごき、精道に残った種を絞しぼり出す。

　ロカのその手を竜神が取り、自分の唇くちびるへと導いた。ロカの精で濡れた指をためらいもなく咥えられ、心臓が飛び出すかと思った。

「い、いけません竜神さま。汚きたないです……」

　うろたえて引こうとした手を、さらに強くつかまれ指を甘あま嚙がみされる。電流のような快感が走り、体から力が抜ぬけた。

「あれほどだめだと言ったのに。だらしのない子だ、ロカ。躾しつけが必要だな」

「え……、ひゃっ!?」

　竜神は貫いたままロカの体を抱き起こし、座した状態で軽々と持ち上げた。ロカの両りよう膝ひざの裏を持って大きく脚あしを開かせ、自重で吞みこませていく。

「あ……、ああ……っ」

　まだ達していない剛ごう棒ぼうがずん、とロカの中にめり込み、内臓が口から飛び出てしまいそうな衝撃に悲鳴を上げた。

「やぁ……っ、あ、ふか、ふかいっ……！」

　ロカはしなやかな背を竜神に預け、頭を左右に振ふって快感を訴うつたえる。竜神は後ろからロカのやわらかな耳朶を食はんだ。

「そんなに我慢できないなら、おまえのいちばん好きな道具で気を失うまで犯おかしてやろう」

　まさかまた〝あれ〟を……。

　その感かん触しよくを思い出し、竜神を咥えこんだ後こう腔くうが勝手にぎゅっと締まった。

「ほう、壺つぼの中が熱くなったぞ。期待しているのか。では応こたえてやらねばな」

「ちが……、あ……っ！」

　ロカを蹂じゆう躙りんする男根は、いまは人間と同じ滑なめらかな皮ひ膚ふで覆われている。それがみるみる硬かたくささくれ立ち、ごつごつとした鱗うろこを纏まとっていった。

「や、や……、それ、ゆるしてくださ……、ああっ！」

　やわらかい粘ねん膜まくで感じる鱗の感触に、ぞっと肌が粟あわ立だつ。

　竜神は体の一部でも全部でも好きに変化させられると言っていた。

　初めてのときにその鱗状の陽物で犯されて以来、ロカがこらえきれなかったときは何度かこの仕置きを与あたえられている。

　そのたびロカは顔中をぐしゃぐしゃに濡ぬらし、法悦に意識を飛ばしてしまうのだ。だが暴力的と言っていい快感は拷ごう問もんも同然だ。

「ほら……、ここだろう」

　ぐり、とロカに潜り込んだ切っ先で内側の弱い部分をこする。

　強烈な刺激が身を貫き、反らした背を竜神にすりつけた。

　射精直後はそれでなくとも体が敏びん感かんになっている。

　すでにぷっくりと膨ふくれ上がったそこを鱗の襞で往復されれば、泣き叫さけばずにはいられない過ぎた快感の嵐あらしに吞のみこまれてしまう。

「ああんっ、ゆるして……、ゆるしてくださいっ！　そこ、ばっかり……、いやぁっ……！」

　狙ねらいすましてごりごりとこすられ、思わず腰こしが浮うく。だが無情な突つき上げが、より剛直を長大に感じさせるだけだった。

　ひだ状の鱗で摩ま擦さつされる蕾つぼみが熱い。勝手にしがみつこうとする粘膜をかき分ける、たくましく張り切った亀き頭とうがロカを狂わせる。快感が強すぎて逆に達することができない。

　涙なみだを散らしながら首を打ち振った。

「やめてっ、やめてっ、やあぁっ……、や、もう、ゆるしてぇっ……！」

　汗あせで濡れそぼつロカの首筋を吸いながら、竜神が尋たずねる。

「こんなにされても私を愛しているのか？」

「あ、ああっ、あい、し……、あいして……いま……、あああっ、あ────……っ」

　ほとんど飛びかけた意識の中で、がくがくと頷うなずきながらひたすら愛していると繰くり返す。

「……好き者めが」

　竜神の責めがいっそう苛か烈れつさを増す。

　膨れきった弱みをさんざん虐いじめぬかれ、いつしかロカの意識は深い闇やみに沈しずんでいった。
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　竜神の棲すみ処かは、石造りの神しん殿でんのようだった。

　水の中なのだろうが、ロカは地上にいたときと変わりなく呼吸をし、体が浮くこともなく普ふ通つうに過ごせている。

　昼と夜の境がなく、明るくも暗くも、暑くも寒くもない、常に平板で時間の止まったような空間である。

「建物の外へは出るな」

　そう言いつけられ、ロカは素す直なおに従っている。

　建物の中を自由に動くことは許されているが、一度中を見て回ったきり、ロカは最初に目覚めた部屋からあまり出なかった。

　どこへ行ってもいるのは蛇へびばかり。遊具があるわけでもない建物内を無闇に歩き回るよりは、神こう々ごうしい御み姿すがたを拝している方がいい。竜神は無口で必要以上に動くこともないけれど、ほとんど同じ部屋で過ごしてくれる。

　最初は怖こわかった蛇たちも、慣れてくると可愛かわいいと思えるようにもなってきた。ここにいる蛇たちはみな大変賢かしこく、竜神の命令がなければロカを怯えさせるようなことはしない。

「おいで」

　赤ちゃん蛇に向かって手を伸のばすと、ロカの指よりも細い蛇がするすると腕うでを上ってきた。頰に頭をすり寄せたり、ロカの指の間をくるくる回って遊ぶのを見るとほほ笑えんでしまう。

「蛇と遊ぶのが楽しいか」

　竜神に尋ねられると、ロカの小さな胸が高鳴った。気まぐれにでも声をかけてもらえると天にも昇のぼる心ここ地ちになる。

「はい、あの……、大きな蛇はまだ少し怖いですけど、小さな蛇は可愛いです」

「ものも言わぬだろう」

「わたしは、もともとあまり話すのが得意な方ではないので……」

　父はロカが生まれる前に亡なくなってしまい、母が神殿娼しよう婦ふとして召めし上げられるまでは二人でひっそりと粗そ末まつな小屋で暮らしていた。

　神殿に移ってからも、ひとり祭さい壇だんを磨みがき黙もく々もくと祈いのりを捧ささげるロカを、周囲は馬ば鹿かにして近づいてこなかったものだ。

「退たい屈くつではないか」

　いつも自分の居場所は神殿にはない気がしていた。竜神の存在をかすかにでもつなげられるあの川と祭壇だけが、ロカの大切な場所だった。それを思えば、常に竜神が近くにいてくれるなんて夢のようだ。

　蛇はロカを馬鹿にしたり拒きよ絶ぜつしたりしない。ロカにとってはむしろ居心地がいい。

　だから心から言った。

「ここはとても安らぎます。竜神さまといられてロカは幸せです」

　自然にほほ笑みが浮かんでしまう。

　まるで愛の告白をしたようだ、と思ってしまったら、頰ほおがパッと赤くなった。

　竜神は虚きよを衝つかれたようにロカを見つめ、やがてふてくされたように目を逸そらした。

「ふん。おまえは変わり者だ。さぞ人の間で浮いていたことだろうよ」

　そんなふうに言われて、ロカは下を向いてしまう。

　竜りゆう神じんだってどうせ側そばに置くなら、もっと打てば響ひびくように賢く、機知に富んだ楽しい会話ができる人間の方がよかったに違ちがいない。自分は物語ひとつ上手に語れない。

　肩かた身みが狭せまくて顔を上げられないロカの耳に、ぽつりとつぶやく声が聞こえた。

「居心地がいいなら、ここにいればよかろう」

　思わず見上げた竜神の横顔はいつもと変わりなかったけれど、だんだんと言葉が滲しみていって、ロカの胸が火を点ともしたように温かくなった。

　ここにいていいと言ってくれたのだ。嬉うれしくてもじもじしてしまう。

「そろそろ腹が減ったろう、食事を取れ」

　空腹を感じる頃ころ合あいに、いつの間にかロカの前に食べものが並んでいる。大たい抵ていは木の実や果物、ときに獣じゆう肉にくなどもあった。

「人間を飼うというのは手間がかかる」

　そう言われれば申し訳ない気持ちになったが、竜神はロカが食事をする姿を興味深げに見つめている。

「竜神さまは召し上がらないのでしょうか？」

「食べられなくはないが、必要はない。おまえを見ている方が楽しい」

　楽しんでもらえているならそれに越こしたことはないが、自分一人で口を動かしているというのはなかなか恥はずかしいものだ。

　視線を気にしながらせっせと食物を口に運んでいると、竜神は独り言のようにつぶやいた。

「おまえだけはいつも祭壇に供く物もつを運んでくれていたな」

　ロカの手がぴたりと止まる。

「……見ていてくださったのですか」

　竜神はついと顎あごを上げただけだったが、肯こう定ていの意味だとわかった。言葉にはしなくても感謝の意が込められていることも伝わってきた。

　嬉しくて零こぼれそうになった涙を、慌あわてて下を向いて隠かくす。

　誰だれに馬鹿にされようとも、毎日祭壇を磨いて供物と祈りを捧げてきた。

　よかった、自分の想おもいはちゃんと届いていたのだ──。

「ありがとうございます」

　それだけで報むくわれる。

「……なぜおまえが礼を言う」

　竜神は呆あきれたような、困こん惑わくしたような声を出した。

　目が合って、なぜか気恥ずかしくなってパッと目を伏ふせてしまう。竜神も同じらしく、口もとをむずむずさせてロカから視線を逸らした。

　ロカは照れをごまかすように食事に集中しようとした。

「あれ……」

　硬い殻からに覆おおわれた木の実がどうしても割れず四苦八苦するロカの手から、竜神が実を取り上げた。力を入れた様子もないのに、殻は二つに割れた。

　中の白い実を、竜神がロカの口もとにあてがう。自然に口を開け、ぱくりと咥くわえる。小さな実をつまんでいた竜神の指を、唇くちびるで挟はさんでしまった。

　竜神はぴくりと眉まゆを震ふるわせ、目を細めた。

　実を押し込むようにロカの口こう腔こうに指を挿さし入れ、そのまま舌の表面を指先で撫なでる。淫いん猥わいな感触に腰の奥がうずいた。

　指はそのままロカの歯列をなぞり、下唇をめくったあとに顎を捉とらえた。小さな顎をやや上向きに持ち上げられ、正面から竜神の視線に晒さらされる。

「嚙かんで飲みこめ」

　命令され、頰が赤くなった。

　普通にものを食べるだけだ。いつもしていることだ。それなのに、こんなに間近で見られているととてつもなく恥ずかしいことをする気になる。

　だがどちらにしろ竜神の要求に従わない選せん択たくなどない。

　熱くなる頰をこらえ、唇を閉じたまま咀そ嚼しやくして嚥えん下かした。のどがごくりと鳴った音がやけに大きく聞こえて、ますます恥ずかしくなった。

「ものを食べている姿というのはなかなか扇せん情じよう的なものだな」

　満足げな表情をした竜神が、親指でロカの唇を端はしから端までなぞる。その仕草がとても甘く思えて、ロカの心臓が跳はねまわった。










　木の実を食べさせて以来、竜神は自らの手でロカの口に食物を運ぶようになった。

　ロカは餌えづけされる雛ひなのように口を開けて待つ。ときには竜神の膝ひざの上で食事させられることもある。

　赤子のように扱あつかわれることは恥ずかしいが、どんな形であれ構ってもらえるのは嬉しい。

「美味うまいか」

　こくりとうなずくと、竜神は可愛がるようにロカの髪かみを撫でた。うっすらと笑みすら乗せて。

　冷れい笑しよう以外の笑みを見るのは初めてだ。胸に甘いものが満ち溢あふれる。

　嬉しくて嬉しくて、涙なみだが出そうになった。

　もっともっと喜んでもらいたい。性せい玩がん具ぐとしてだけでなく、自分が心慰なぐさめられる存在になれたら──。

　食事が終わり、ロカはいつものように小蛇と遊び始めた。

　小蛇はとてもロカに懐なついていて、最近は親愛の証あかしのように頭をちょんとロカの唇に当てることがある。ロカも小さな頭にちゅ、ちゅ、と口づけを返した。なんて可愛いんだろう。

　それを見ていた竜神が微び妙みように表情を強こわばらせたかと思うと、小蛇に指先を向けた。小蛇はぴくりと身を震わせ、するすると壁かべの方へ行ってしまう。

「あ……」

　友達が離はなれてしまって寂さびしく思った。

「来い」

　竜神はロカをおもむろに背後から抱だき寄せ、服の袷あわせに手を滑すべり込ませる。

「竜神さま……、っ、ん……っ」

　膝に抱かかえられ、小さな胸の突とつ起きをくりくりと弄いじられれば、慣らされた体は簡単に熱を持ち始めた。

　竜神が痛いくらいの力でロカの耳みみ朶たぶをガリッと嚙む。

「いたっ……!?」

　すぐに痛みを癒いやすように舌でなぞられ、ぞくぞくとした官能が這はいあがる。

　どこか乱暴な手つきで服を剝むかれ、性急に陰いん茎けいを握にぎられた。

「は……んっ……」

　なにか怒おこらせてしまったのだろうか。心当たりがなくて戸と惑まどった。

　熱い息が耳じ孔こうに忍しのびこむ。

「私以外のものに簡単に口づけを与あたえるな」

「え……、あの……、あっ！」

　竜神の言葉が脳に届く前に、ロカの欲情を煽あおり立てる巧たくみな手に翻ほん弄ろうされ、狂くるおしく昂たかぶった雄おすを吞のみこまされていった。

「あ……、い、いい……、あ……、竜神さま……」

　貫つらぬかれながらあられもなく開かい脚きやくさせられて陰茎を弄られ、自らも体をくねらせてより奥まで誘さそい込む。

　求めに従って淫猥に腰こしを使えるようになってきたロカは、竜神を愉たのしませるため肉孔で雄に奉ほう仕しする行こう為いに没ぼつ頭とうした。

「いいぞロカ。可愛かわいい子だ。おまえは誰のものだ？」

　褒ほめられれば喜びで身の内が震える。

　薄うす紅べに色に曇くもる思考で、ひたすら愛を唇から零した。

「竜神さまの……、ものです……。あ……、ん……、愛して、います……、あ……」

「そうだ。私のものだ。おまえは私だけを愛していればいい」

　竜神の唇が、ロカの耳朶から首筋、肩口へと滑り落ちる。

　どうして急にこんなことを言うんだろう。

　頭をよぎった疑問は、深く穿うがたれる悦えつ楽らくに酩めい酊ていした頭には長くは残らなかった。










「これをおまえにやろう」

　竜神が取り出したのは、丸く刳くり抜ぬいた石板の表面を輝かがやくほどに磨みがき上げたものだった。

「私にとっては当たり前の時間の流れだが、おまえには退たい屈くつだろう。蛇へびでは話し相手にもならぬしな。これで地上が映し出せる。いくらかは気が紛まぎれるだろうよ」

　いつも蛇とばかり遊んでいるロカを気き遣づかってくれたのだ。感動で胸が震えた。

「あ、ありがとうございます……」

　有り難がたく薄い石板を胸に抱き、心から礼を言った。

　深い感謝の念が湧わいた。どうやってこの恩に報いよう。

　お礼になにか自分にできることはないだろうかと考え、いつか見た、建物のすぐ脇わきに生えていた水草の存在を思い出した。まるで花のように美しい葉が広がっていた。

　あれを部屋に飾かざったらどうだろう。殺風景な部屋に温かみが出るかもしれない。

　竜りゆう神じんが不在の間に部屋を出て、建物の端へ歩いていく。壁がなくなり、外へ向かった階段の下にいくつもの水草が揺ゆらいでいる。

　少しためらった。

　建物から出てはいけないと言われている。庭先といっていい場所だが、あそこも外になるだろうか。

　どうしようかと迷ったが、竜神になにかしたい気持ちの方が勝まさった。

　ほんの一、二歩。すぐに戻もどれる距きよ離りだ。危険はなさそうに思える。

　階段を降り、水草に向かって手を伸のばした。一歩、踏ふみ出す。

　途と端たん────。

　ごぼっ……！

　と口から空気が漏もれ、水圧に押しつぶされそうになった。

　驚おどろきのあまり、余計に空気を吐はき出してしまう。たちまち肺が痛くなる。

「……──っ！」

　叫さけんだつもりが声にならない。

　足は水の中をもがくだけで、地につけることもできない。振ふり向けば、そこにあるはずの竜神の棲すみ処かも見当たらなかった。

　絶望と恐きよう怖ふが入り混じり、ロカは混乱してやたらに手足を振り回す。

（怖こわい！　苦しい！　助けて！）

　声にならぬ叫びを上げながら、肺に残った最後の空気をごぷりと吐き出した。

（竜神さま！）

　竜神の姿を心の中に描えがいて助けを求めたとき、強い力で腕うでを引かれ、水から引き出された。

　見えなくなっていた神の棲み処に引き戻されたのだ。

「ぐ……、ごほっ……！」

　床ゆかに伏ふして水を吐く。耳の奥がキンと痛んだ。

　空気を取り込みながら咳せき込み続け、涎よだれを垂らしながらひゅうひゅうと息を継ついだ。

「は……、は……」

　喘あえぎながらぐったりと床に身を沈しずめるロカの顎あごが、荒あら々あらしい手つきでつかまれ上向かされた。

　怒いかりに爛らん々らんと輝く黄金の目がロカを睨にらみつけている。

「私を裏切るつもりだったか」

「え……」

「地上の景色を見て里心がついたか！　私のいない隙すきに逃にげようとしたのであろう!?」

「ち、ちが……！」

　思ってもみなかった竜神の誤解にとっさに説明ができず、必死で首を横に振った。まだロカは石板を覗のぞいてもいない。もったいなくて、壁に飾っているだけなのだ。

「ではなぜ言いつけを破って外に出た！　やはり人間など信用できたものではないな！」

　ロカの心に亀き裂れつが走った。

　傷つけてしまったのだ、自分が竜神を。

　怒るということは、ロカを信しん頼らいしてくれていた証に他ほかならない。それなのに余計なことを考えたばかりに竜神の手を煩わずらわせ、気持ちを踏みにじってしまった。

「ちが……、違ちがいます……」

　嗚お咽えつがこみ上げた。

　大きな瞳ひとみからぼろぼろと涙を零こぼすロカの顔を、竜神は冷たく見み据すえた。

「なにが違う」

　石板の礼がしたかった。温かい植物の色で心安らいでもらえたらと思った。

　けれどそれはロカの勝手な想おもいだ。竜神に頼たのまれたわけではない。

　言い訳と思われる気がして、口に出せなかった。竜神から見れば、ロカが外に出ようとして溺おぼれた、それだけが事実なのである。

「愛しています……。偽いつわりなく、あなたさまを愛しています。どうか信じてください。決して逃げようなどと考えたことはございません。この心の臓を開くことでわたしの心をお見せできたらいいのに……」

　泣きじゃくるロカの顎から手を離し、竜神は立ち上がって背を向けた。

「見苦しい、泣けば許されると思ったか」

　思っていない。けれど言葉にはできなかった。

「……地上へは私の導きがなければ戻れぬ。頭を冷やし、どうしたいのかよく考えろ」

　それだけ言うと、竜神は振り向きもせず部屋を出て行ってしまった。

　ロカは泣き続けた。

　自分の真心を信じてもらえないことより、竜神を傷つけてしまったことが悔くやまれて。

「ごめんなさい……。愛しています……、愛しています……、愛して…………」

　泣きながら繰り返した。届かないとわかっていても止められなかった。

　いつしか眠ねむりの恵めぐみがロカを誘うまで、ずっと。










　それ以降、竜神がロカに手を触ふれることはなかった。ほとんど口もきかない。

　自分は呆あきれられ、もう性せい玩がん具ぐとしても興味を失われてしまったのだと思うと悲しかった。

　竜神はロカの傍そばで過ごすことが少なくなり、今もロカは部屋でひとり、ぼんやりと石板を眺ながめている。

　石板は取り上げられも壊こわされもしなかった。ということは、持っていていいということだろう。

　ロカは初めて石板を覗き込んだ。

　人々が水の引いた土地を耕し、草花が咲さき乱れている。

　よかった、と安あん堵どした。ロカが贄にえとなったことと関かかわりがあるのかどうかはわからないが、竜神は怒りを鎮しずめて長雨を止めてくれたのだ。

　だが石板には相変わらず、竜神を敬う様子を見せず自じ堕だ落らくな生活を送る人々が映っている。ロカの胸が痛んだ。

　もっと竜神を大切にすればいいのに。祈いのりを捧ささげ、心から敬えば、竜神は寂さびしい想いをせずに済む。そうすれば雨は必要なときに大地を潤うるおし、豊かな実りをもたらしてくれるだろう。

　目先の楽と欲に溺れて神を蔑ないがしろにする人々を、ロカは悲しい想いで見つめた。

　ふと、母のことが気になった。もしかしたら望んだら見えるのかもしれない。

　石板に向かい、母の姿を願う。

「あ……」

　映った。

　だがすっかり面おも変がわりした母の頰ほおは青白くこけ、横になって目を閉じている。

　かすかにぴくぴくと動くまぶたと唇くちびるがかろうじて生者と知らせるが、もう命尽つきようとしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。隣となりには、すでに生気を失った王の姿が……。

「そんな……」

　病気だろうか。それとも食しよく糧りようが調達できずに餓うえてしまったのか。

　周囲に映る家具に見覚えがあった。母とロカが二人で過ごしていた粗そ末まつな小屋である。人が住まなくなり、すでに荒あれ果てて放置されていた。

　違う国へ逃げたものと思っていたが、かえって人目につきにくく土と地ち勘かんのある国内の廃はい屋おくを選んで隠かくれていたのだろう。

　幸せに暮らしていてくれればいいと思っていた。国と神を捨てて逃げ出した二人だけれども、そうまでして添そい遂とげたいと願った二人の愛が罪であるとは、どうしてもロカには思えなかったから。

　心臓がばくばくと鳴った。

　せめて母の最さい期ごを看み取とりたい。なにもできないけれど、息子むすことして手を握にぎるだけでもしてあげたい。

　ロカは部屋を飛び出て、竜神を探し回った。

「竜神さま！　竜神さま！」

　図ずう々ずうしいのは承知の上だ。

　国を捨てた王と母を、神は憎にくみこそすれ憐あわれんでやる必要などないのである。

「なんだ騒そう々ぞうしい」

　むっつりと顔をしかめた竜神の足もとに這はいつくばり、衣ころもの裾すそに口づけた。

「お願いです、竜神さま。地上に帰してください。一日でいいのです。どうか母にひと目……！」

　頭こうべを垂れたまま許しを待つロカを、竜神は冷たく睥へい睨げいした。

「帰りたいのだな。いいだろう、だが二度とここへ戻ってくることは敵かなわぬぞ」

　ハッと顔を上げた。

「戻ってまいります！　たった一日……、必ず、必ず戻ってまいりますから……」

「そう言って戻ってきた人間はいない。人間の理由はいつも同じだ。会いたい人がいる、とな。だがひとたび地上に出れば享きよう楽らくに溺れ、牢ろう獄ごくのような水みな底そこなどなんの魅み力りよくもないのだろうよ」

　ロカは目を見開いた。

　過去にも贄は大勢いたはずだ。その中の何人かはわからぬが、竜神はロカと同じように棲み処に引き入れたのだろう。それらがことごとく竜りゆう神じんを裏切って二度と戻らなかったというのだ。

　不信心な地上の人間のみならず、ここで竜神と過ごした人間でさえ裏切った。竜神の怒りと悲しみはいかばかりか。

「わたしは必ず戻もどってまいります」

「よい。地上に出るときと同様、ここへは私の導きなくしてはたどりつけぬ。次は溺れ死ぬのが関の山だ」

「たとえ溺れても水に飛び込みます」

「人間など信用できぬ」

　冷たく遮さえぎられ、ふいと顔を背そむけられれば、それ以上言い募つのることはできなかった。

　逃げ出そうとしていると思われた自分が信じてもらうにはどうしたらいいのだろう。重苦しい沈ちん黙もくが流れる。

　やがて竜神はロカを見ないままぽつりと「ヴリトラ……」とつぶやいた。

「私の名だ。必要があれば呼べ」

　ロカの胸に熱いものが広がっていく。

　その尊い御み名なをロカに。

　感動で声も出なくなった。最後にもう一度、ロカを信じてくれようというのだ。

　必ず帰ってくる。自分は二度と竜神を失望させたりはしない。

「目を瞑つぶれ」

　短く命じられた通り、まぶたを閉じる。

　意識がくらりと渦うずを巻いた。










　気づけばロカはぼんやりと川べりに座っていた。幼い頃ころに竜神に助けられた、あの川である。

　空には丸い月が輝かがやいている。周囲に人はいない。

　ロカは弾はじかれたように走り出す。母はまだ息があるだろうか。

「母さま……、母さま……」

　村落から外れ、密林の中にぽつりと立った小屋へひた走る。

　飛び込んだ部屋の中で、月明かりに照らされた母の顔はすでに生気がなかった。

「母さま……」

　泣きながら母の手を取り、自分の頰に当てる。

　ロカにとって幸いなことに、二人の表情は穏おだやかといっていいものだった。

　わずかなりと二人で過ごせて幸せだったろう。愛する人と添い遂げられたのなら、きっと本ほん望もうに違いない。

　自分だって、たとえなにがあろうと愛する竜神の傍で過ごしたい。だからその気持ちは痛いほどわかる。自分は今度こそ竜神を失望させたりしない。必ず帰って、生しよう涯がい竜神を愛すのだ。

　白々と夜が明けるまで王と母の顔を見つめ、二人の手を重ねて立ち上がった。生まれ変わったらまた二人が出会えますようにと願いながら。

　この時間なら川へは洗せん濯たくのために女たちが集まってきているだろう。川から竜神の棲すみ処かへ帰るなら夜を待たねばならない。

　それまで美しい花を採りに行こうと思った。道具がなければ穴を掘ほって二人を埋うめてやることもできない。だからせめて弔とむらいに母が好きだった花を供えてあげよう。

　ロカも大好きな黄色い花。竜神の瞳ひとみとよく似た色を持つ、大おお柄がらで華はなやかな花だ。

　そうだ、せっかくだから竜神にも土産みやげにしよう。地上の花を水底へ持っていけるかはわからないが、いちばんきれいな花を摘つんでおきたい。

　ロカは小屋を出て、密林の奥へと分け入っていった。離はなれているが、その花が群生している場所があるのだ。夜まで時間があれば、充じゆう分ぶん行って戻ってこられる。

　適度に陽ひを遮る濃こい緑色の葉の下を、ロカは歩き続ける。竜神を想おもうだけで足は疲つかれることなく軽かろやかに進み、仔こ犬いぬの足取りのように心が浮うき立った。

　やがて目的の場所に着き、輝く花々の色に目を奪うばわれた。

　零こぼれんばかりに咲き誇ほこる黄金の花々は甘い芳ほう香こうを放ち、天の国もかくやと思われる見事な景色を作り出している。

　嬉うれしくなって、香かぐわしい花に唇を寄せた。甘い喜びが胸に満ちていく。愛いとしい竜神に口づけているようでどきどきした。

　と、そのとき、ロカの背後でがさがさと葉を踏ふみ分ける音がした。

　ロカは緊きん張ちようし、息をひそめる。

　迂う闊かつに動いてはいけない。夜行性の獣けものが日中に行動することもないではないが、大たい抵ていは水を飲みに出歩く程度だ。やたらに人を襲おそいはしない。だが逃にげれば追われる。刺し激げきせず、彼らが去るのを待てばいい。

　音は近づいてくる。

　ごく、と唾つばを飲みこんで、葉の向こうから姿を現した獣を見た。

　が──。

「おい。獣かと思ったら、こんなところにずいぶんきれいな小こ僧ぞうがいるぜ」

「本当だ。こりゃあ上玉だ」

　獣ではなく、狩かりに来たと思われる、槍やりを手にした数人の屈くつ強きような男たちだった。男たちのねばついた視線に、ロカの血がざっと足もとまで下がる。

　とっさに身を翻ひるがえして逃げようとしたロカの体を、一人が素す早ばやく羽は交がい締じめにした。

「いやっ！　放してください！」

「暴れんな、可愛かわいがってやるからよ」

　これは淫いん花かの効果なのか。

　男たちは荒あらい息をつきながら、ぎらぎらと情欲に滾たぎった目でロカを見る。

　一人がロカの正面から服に両手をかけ、軽々と臍へそまで引き裂さいた。滑なめらかな肌はだと小さな胸の尖とがりが男たちの視線に晒さらされる。男たちののどがごくりと鳴った。

「……すげえな、なんか妙みようにそそる小僧だ」

　男に胸の粒つぶをぐりっとひねられ、ロカは高い声を上げた。

「やぁっ……！」

　気持ち悪い！

　竜神以外の男の手に強きよう烈れつに嫌けん悪おを覚えた。

　これならたとえ食われてしまっても獣の方がマシだった！

「たまんねえな」

　興奮した男がロカの首筋を吸いながら、性急に脚あしの間に手を差し入れる。ほころんでもいない蕾つぼみに指をねじ込まれて、痛みに叫さけんだ。

「力抜ぬけよ。この顔で男知らないってことはないだろ？」

　蕾に指を咥くわえさせられたまま尻しり肉にくをぐっとつかまれ、揉もみこまれる感かん触しよくに吐はき気を覚えた。

　腕うでを後ろにひねり上げられ、地面に膝ひざをつかされる。

　正面に立った男がロカの髪かみをつかんで顔を上げさせ、遠えん慮りよもなく唇くちびるに雄おすを突つき込んだ。

「ぐ……、ぅぅ……っ」

　蒸むれた汗あせと獣じみた雄の臭においに吐きそうになる。

　のど奥を抉えぐられ、苦しさと悔くやしさで涙なみだがぽろぽろと零れた。

（ヴリトラさま！　ヴリトラさま……！）

　助けを呼びたくても、塞ふさがれた口では言葉を発することもできない。

　昂たかぶりすぎた男はこらえきれなかったのか「う……っ」と小さくうめきを上げると、ロカの口内に生なま臭ぐさい白はく濁だくをぶちまけた。

　ぐぅ……っ、と嘔おう吐と感がせり上がる。

　男の怒ど張ちようが口から抜け出た瞬しゆん間かん、半分飲みこまされてしまったものを吐きだしたくて、咳せき込みながらえずいた。

　汚よごされてしまった。こんな穢けがれた唇で神の名を口にするなどできるわけがない。

「や……めて……っ」

　もはや竜神を呼ぶこともできず、ロカは地面に引き倒たおされた。男たちの手が体中に伸のびる。

　残っていた衣服をむしり取られ、両側から脚を大きく開かされる。ロカの下腹を見た男たちはぎょっと目を見開いた。

「淫花だ……！」

　性器のつけ根、薄うすい下生えの隣となりにくっきりと淫花が咲さいている。

「どこかで見たことがあると思ったら、こいつ……、ロカだ！」

「抱だいたら死ぬぞ！」

　ロカが淫花とともに神封ふうじの呪しゆをかけられたことは人々に知られている。贄にえとして水に沈しずめられたことも。

「贄戻りだ、殺せ！」

　男の怒号とともに、ずん！　と胸を貫つらぬく重い衝しよう撃げきを感じた。

　途と端たん、厚い壁かべで遮られたように一いつ切さいの音が聞こえなくなった。耳によみがえるのは、神官の呪のろいの言葉。

　──男と不運を呼び寄せる淫花だ。

　──短い生を送ることになろう。

　ロカは目と口を丸く開いたまま、男の血走ったまなざしと、ロカの体に垂直に立てた槍をつかむ手をぼんやりと見つめた。時間が止まってしまったような気がする。

　高く青い空と、黄金の花々の美しいコントラスト。

　切り取った絵のような視界に無遠慮に場所を取る、汗ばんだ男の歪ゆがんだ顔。

　どこか遠いところで、鳥がギャアと鳴く声がひとつ聞こえた。

　胸の中心から、じわじわと火のような熱さが広がっていく。止まっていた時間が動き出したような気がしたが、痛みは感じなかった。

「ヴ……リ……トラ、さま……」

　口に出したのは無意識だった。

　ああ、神を穢してしまったと、急速に空くう虚きよになっていく意識の中で思った。

　刹せつ那な。




　ざぶっ！




「うわっ!?」

「な……、ぶはっ……！」

　波に攫さらわれた気がした。

　いや、波のような大水が押し寄せ、ロカと男たちを流れに巻き込んだ。

　あり得ない。眼下の水の中に、ロカは溺おぼれる男たちを見た。土地が水に覆おおわれていく。

「ロカ……！」

　愛しい声が聞こえ、ロカは顔を上げる。いつの間にか、竜りゆう神じんの腕の中にいた。

　これは幻まぼろしか。

　胸を貫かれ、死を目前にしたロカの心が作り上げた願望なのか。

　竜神は悲痛な表情でロカの頰ほおをさする。

「ロカ……ロカ……、どうしてもっと早く私を呼ばなかった。いつでも迎むかえに来てやったものを……！」

　ごめんなさい、と胸の中で謝った。

　こんな顔をさせるとわかっていたら、おとなしく小屋の中で夜を待てばよかった。

　神の力でもどうにもならないほど、命が流れ出ていくのを感じる。

「おまえも私を一人にするのか。必ず戻もどってくると誓ちかったくせに、私を置いていくのか！」

　自分だって戻りたかった。

　帰りたい。帰りたい。竜神と自分だけの水みな底そこの楽園へ。そうしたらもう二度と竜神の傍そばを離れたりしないのに。

「……て……」

　唇を震ふるわせ、なにかを言おうとしたロカの口もとへ、竜神が耳を寄せる。

「なんだ。なにが言いたい」

「……あ、……い……し……、……ま…………」

　愛しています。

　そう言いたかったのに、一文字一文字が精せい一いつ杯ぱいだった。

　竜神の瞳が切なげに細められる。

　もはや閉じることもできなくなったロカの唇に、竜神の唇が重なる。滑らかな舌がロカの口こう腔こうをまさぐった。愛いとしげに、苦しげに。

　口づけなどされたことがない。信じられない思いで、唇を離はなした竜神の顔が歪むのを見た。

「これは私への罰ばつか。唯ゆい一いつ私を愛し、真心を捧ささげるおまえを疑った罰なのか……。私はおまえを……愛して、しまったのに……」

　すうっと意識が冷たくなる。嬉うれしいと思うより怖こわくなった。自分は竜神を置いて消えてしまう。竜神がまた一人になったと嘆なげくのが心の底から怖い。

　ずっと側そばにいたい。愛したい。────死にたくない！

「私を愛してくれるか……？　もしまた生まれ変わっても、私を愛してくれるか？　つぎこそ私もおまえの心に応こたえると誓う。だから……」

　──もちろんです。生まれ変わっても、わたしはあなたのもの。

　そう答えたかったのに、もう言葉は紡つむげなかった。

　代わりに瞳ひとみに答えを込める。竜神は初めてロカの心を読み取ってくれたように、もう一度口づけを落とした。

　竜神から、なにかが口移しされる。弾だん力りよくのある薄いそれは、するりとロカののど奥に滑すべり込んできた。意識せずに飲みこんでしまう。

「私の鱗うろこの一部だ。これで私はおまえがどこに転生しても探し出せる。転生すればおまえの記き憶おくは洗い流され、私を忘れるだろう。だが私は忘れぬ。どこにいても探し出し、おまえを愛すると約束する」

　飲みこんだ鱗が、ロカの胸の中でぽぅ、と温かな光を発した気がした。心ここ地ちよくなって、ロカは目を閉じる。

　竜神の腕が自分を抱き、長い指がやさしく髪を梳すいていてくれるのがわかる。とても安心した。額に口づけられ、そこから竜神の愛情が流れ込んできた。

　意識が遠ざかっていく。

　目を閉じていてなおどんどん深くなる闇やみに恐きよう怖ふを感じずに済むのは、たったいま交かわした約束と竜神の口づけがあるからだ。

「どうかロカ、この口づけを覚えていてくれ……」

　額が温かい。この愛しい気持ちと口づけを忘れるなんてあり得ない。自分は少し眠ねむるだけ。目が覚めればそこは来世で、自分は竜神と愛し合い、幸せな一生を送るだろう。

　だから待っていてください。




　愛しています、ヴリトラさま────。
















リーアム

















　永えい劫ごうかと思われるほど長い間待った。

　今一度おまえをこの腕うでに抱だくために。

　待って、待って、待って。探して、探して、探して。

　やっとおまえの匂においを見つけた。

　それがどれだけ離れた場所であろうとも側に行こう。

　おまえに会うためにならすべてを捨てて構わない。

　またおまえと愛し合いたい。









　母の、白く長い薬指の先を鮮あざやかな紅が染めている。

「ふふ……」

　その紅がリーアムの唇くちびるにそっと乗せられる。

　左から、右に。

　数度往復して、母はうっとりとリーアムを見つめた。

「なんという美しさ。おまえほど美しい子は国中を探してもおるまいよ。さあ、母に口づけておくれ、リーアム」

　リーアムは言われた通り、その薄うすい唇に自分の紅あかく染まった唇を重ねる。紅が移った。

「おお、リーアム。おまえが王女だったら、きっと国を傾かたむけてしまっただろうね。おまえを欲しがる男どもが、おまえを争って奪うばいたがるだろう。王子である今でさえ、男の目を集めて仕方ないのだから」

　母はリーアムを胸に抱き寄せ、金色の髪かみに頰ずりする。リーアムもほほ笑えみ、母の胸に顔をうずめた。

「つぎはこのドレスに着き替がえなさい。おまえのために海の向こうから絹を取り寄せたのだよ。ほら、おまえの瞳の色と同じだろう？」

　母は真新しいドレスを指し、リーアムの髪を指で梳く。侍じ女じよが数人リーアムを取り巻き、優ゆう雅がな手つきで服を脱ぬがせ始めた。

　リーアムは母の趣しゆ味みによって赤子の頃ころからよくドレスを着せられている。母は自分と瓜うり二ふたつの息子むすこを溺でき愛あいした。

　滝たきのようにさらさらと流れ落ちる金色の髪と、深い海のような碧あおい瞳。乳白色の滑なめらかな肌はだ。

　十七にしては華きや奢しやとはいえ、体つきも男の形に変化をしてきている。だが首もとを隠かくしてしまえば、リーアムはまだまだ美しい少女以外のなにものにも見えなかった。

　自分は母の等身大の着せ替え人形なのだ。リーアム自身も、美しい自分の姿を鏡に映すのは楽しい。

　纏まとっていた服を脱がされると、リーアムの下腹についた痣あざが晒さらされた。リーアムの性器の隣となりには、生まれつき薔薇ばらのような形の痣がある。とても優美に見えて、リーアムも母も気に入っている。

　リーアムの瞳と同じ色のドレスに身を包むと、母も侍女も感かん嘆たんの息を漏もらした。

「たとえ海の女め神がみであっても、おまえの前では恥はずかしくなって隠れてしまうだろうね」

　母は満足げにリーアムの頰ほおに口づけた。

「失礼致いたしますリーアムさま。王がお見えでございます」

　小間使いが部屋の外から声をかける。

　そういえば父が訪ねてくると言っていた気がする。自分にとってはどうでもいい用事なので忘れていたが。

　父王は部屋に入ってくるなり、寝椅子カウチの上で向かい合って抱き合う双ふた子ごのような母子を見てぎょっと足を止めた。

「い、いたのか……」

　母がリーアムの部屋にいるとは知らなかったらしい。

　父王はもともと王女であった母の夫になっただけの男で、見てくれと血筋がいいだけの、気の弱い人間である。息子が生まれてからは夫に見向きもしなくなった妃きさきに、今も頭の上がらぬ情けない王だ。

　母とリーアムは王とは別の城で暮らしており、顔を合わせることはほとんどない。リーアムにしても、いつも人の顔色を窺うかがう父を軽視していた。母はリーアムとの時間を邪じや魔まされることを極きよく端たんに嫌きらう。

　リーアムはあえて妖よう艶えんな笑みで唇をつり上げると、寝椅子に手をついて体の線を崩くずし、しなを作って父を見上げた。

「お父さまにはご機き嫌げん麗うるわしく……。本日はどのようなご用向きでしょう」

　父がごくりと息を吞のむ。

　自分の子は息子ではなかったのかと、非難する瞳ひとみを押し隠しているのがわかる。

　一度でもはっきりと怒ど鳴なりつけてみればいいものを、この気弱な父は母の前では息子にすらそんなことはできない。だから軽かろんじられる。

　リーアムが着せ替え人形なら、父は母の操あやつり人形だ。母の意向に沿って国を采さい配はいし、重臣に伝えるだけの傀かい儡らい。

　リーアムは女の格好をしているときはこうやって父をからかい、男の格好のときは高こう慢まんに顎あごを上げ軽けい蔑べつのまなざしを隠さなかった。真の王家の血を引く自分からすれば、父は格下の存在なのである。

「いや……、その……、おまえももう十七だからして……、そろそろ騎き士し団だんへの入隊を……」

　リーアムはすっと目を細めた。

「わたしに剣けんを持てと？　そんな野や蛮ばんなことをこのわたしが？　ああ、お母さま、お父さまがひどいことをおっしゃいます」

　わざとらしく母の胸に泣き崩れるふりをする。

　母のひと睨にらみで、父は蛇へびに逢おうた蛙かえるのように身を竦すくませた。

「まあ……、またいずれ……」

　父は額の汗あせを拭ふきながらリーアムの部屋を後にする。

　母と子は退出した父の背中が消えると目と目を見み交かわし、くすくすと笑い合った。
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　──なぜこんなことになった。

　リーアムは蒼そう白はくな顔で、自身の両手首をまとめて巻かれた縄なわを見下ろした。

「なんのつもりだ！　このような無礼をこのわたしに……！」

　怒いかりで白はく皙せきの頰を赤く染め、部屋の扉とびらの前に立つ王太子親衛隊長であるアルラーンを怒鳴りつけた。

「王のご命令でございます。御ご沙さ汰たがあるまでどうかご辛しん抱ぼうを」

　アルラーンは平へい坦たんな口調で言った。

　信じられない。

　母が亡なくなった。喪もが明けるのも待たず、父はずっと妾めかけであった寵ちよう妃ひを側そば近くに呼び、ひと回りも年下の妾しよう腹ふくの弟王子を王太子に据すえると宣言したのだ。

　この、王家の正当な血筋であるリーアムを廃はい嫡ちやくして──！

　それだけでは飽あき足らず、王への謀む反ほんの疑いありと断じられ、突とつ然ぜん踏ふみ込んできたアルラーンに部屋着のまま城の自室に監かん禁きんされている。自分がいったいなにをした!?

　母が亡くなってからは葬そう儀ぎのとき以外自室に籠こもっていただけだ。自分のあずかり知らぬところでよもや陥おとしいれられていようとは──。

　なにもできぬ父と高をくくっていた。いずれは自分が王位を継つぐものと疑わなかった。

　屈くつ辱じよくと怒りでわなわなと全身が震ふるえた。

　自分を縛しばったアルラーンをキッと睨みつける。それまで家具のように存在を無視してきた男の容姿を、リーアムは初めてしっかりと見た。　>>>♥

　アルラーンは三十がらみの背の高い男で、軍服を華か麗れいに装そう飾しよくした黒い親衛隊服を身に着けている。襟えりには豪ごう奢しやな親衛隊長の刺し繡しゆうが施ほどこしてあった。

　よくよく見れば、男らしく整った美しい相そう貌ぼうをしている。髪も目も黒く、しっかり通った鼻筋とたくましい顎が力強い。隊服を着ていても際きわ立だつ胸むな板いたは厚く、黒い獣けもののような空気を纏っていた。

　だがリーアムは以前からこの男が気に入らなかった。王家の親衛隊はほとんどが貴族階級出身の確かな血筋の人間で構成されている。その中でアルラーンは戦争での活かつ躍やくを認められ叙じよ勲くんされただけの、平民階級の出自なのだ。それでいて親衛隊長となれば、彼の実力は自おのずと知れるというものではあるが。

　さらに、彼が戦えば必ず天が味方をして敵方が水害にあったり、天候頼だのみの奇き襲しゆう作戦が雨で成功したりと、神に愛されているようだとか。

　だが戦いくさなどの血なまぐさいことに縁えんのないリーアムにとって、アルラーンは野蛮な武骨者でしかない。本来なら口を利ききたくもない種類の人間だ。いくら慇いん懃ぎんに振ふる舞まわれようが、これまで挨あい拶さつすらしたことがなかった。

「おまえ。王太子の親衛隊なのだろう？　わたしの命令が聞けぬというか。これを外せ！」

　アルラーンは唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「たしかに私は王太子の親衛隊長。ですがあなたさまはもう王太子ではないのです、リーアムさま。現在王太子殿でん下かに当たるのはあなたさまの弟君、サウィルさま」

　屈辱で脳が沸ふつ騰とうしそうだった。

「認めぬ。真の王家の血を引くはわたし一人。婿むこである父とその妾になど、王家の血は一滴てきたりとも流れておらぬ！」

　自分は自分であるだけでいいはずだ。尊い王家の血はそれだけでリーアムを王に据える力を持つ。自分はただ、玉座に座っていさえすればいい。

　そう信じ、疑うことすらなかった。

「アルラーン。おまえは真の王であるわたしに仕えるか。それとも王に汚お名めいを着せた反逆者である父に仕えるか」

　あくまで正統な王は自分である。いまは父の突然の謀反で動どう揺ようしている臣下たちも、すぐに目を覚まして自分を助けるはず。

　つとアルラーンの瞳が細まる。

「初めて私の名を呼んでくださいましたね、リーアムさま。私などの名を覚えていてくださったとは光栄です」

　問いにそぐわぬ返答に、リーアムは不機嫌に眉まゆを顰ひそめた。馬ば鹿かにされた気がした。

「そんなことは聞いておらぬ。答えろ、おまえの主人はわたしか否いなか」

「もちろんあなたさまにお仕えしたい気持ちはございます。ですが状じよう況きようはあなたさまに不利。民たみの心は新しい王家に靡なびいております。いたずらに血を流すより、どこかの島に流されて生しよう涯がいを過ごす方が幸福かと存じます」

「貴様、わたしを愚ぐ弄ろうするか！」

　罪人のように島に流され、恥はじをあまんじて受けて死にゆけと？　冗じよう談だんではない。

「出て行け！　おまえの顔など見ていたくはない」

「私はあなたさまの監視を仰おおせつかっております」

　ぎり、と唇を嚙かんだ。

　こんな辱はずかしめを受けるとは！

　いっそ舌を嚙んでしまいたい気にすらなる。だが罪人扱あつかいされたまま自決するなど、罪を認めるようなものだ。誇ほこり高い王の血がそれを許さない。

　意味深な目をしたアルラーンが、声を低くする。

「お一人になりたいですか。あなたさま次し第だいでは出て行って差し上げても構いませんよ」

　なにが条件だ、とリーアムは目線だけでアルラーンに問う。

「口づけをお許しいただければ」

「……っ！　誰だれがおまえのような下げ賤せんな者に！」

「あなたさまはご自分のことをわかっていらっしゃらない」

　アルラーンの黒い双そう眸ぼうが怪あやしく光る。

「どれだけの男があなたさまを自分のものにしたいと思っているか、もう少し自覚なさった方がいい。今まではそのお立場上不ふ埒らちな真似まねをする輩やからはいなかったと存じますが、これからはそうはいきません」

　なんだ、この男は。なにを言っている。

　たしかに自分は男たちの視線を釘くぎづけにしてきた。みなうっとりとリーアムに見み惚とれてきた。当たり前だ、自分は誰よりも美しいのだから。

　だからといって、まさかそんな汚きたない欲望の対象として見られていたはずはない。そんな無礼なこと、許されるはずがないのだ。

　こういう考え方が賤いやしい人間性の証あかしなのだと虫むし唾ずが走った。自分はあくまで尊敬され、神聖視される存在なのである。

「誰しもおまえと同じと思うなよ。わたしはおまえになど触ふれさせぬ」

「その誇り高さが男の征せい服ふく欲よくをより煽あおるのです。蹂じゆう躙りんし、啼なかせ、穢けがしてみたいと渇かつ望ぼうさせるのです」

「いい加減にしろ！」

　どこまで下衆な男だ。こんな男が親衛隊長とは、ふざけるにもほどがある。リーアムの立場が戻もどったら、即そつ刻こく死し刑けいにしてくれよう。

「まあ、いいでしょう。どうせ城からは出られません。多くの兵が巡じゆん回かいしております。捕つかまって引き立てられる恥をかきたくなかったら、くれぐれも部屋をお出になりませんよう」

　リーアムはふいと横を向いた。これ以上不快な男を視界に入れていたくはない。

「あなたさまはいずれ私に助けを求めます。助けてほしくなったときは私の名をお呼びください。ただしそのときは、私に御おん身みを与あたえるお覚かく悟ごを。あなたさまが出せるものはもうそれしかないのですから」

　誰がそんな見苦しい真似を！

　もう一いち瞥べつも寄こさないリーアムに唇だけで笑うと、アルラーンは部屋を出て行った。










　深夜をいくらか過ぎた頃ころだった。

　リーアムの部屋の扉が細く開かれ、廊ろう下かの灯あかりが糸のように差しこんだ。

　悔くやしさから眠ねむれぬ夜を過ごしていたリーアムは、ベッドから身を起こして、入ってくる人ひと影かげを見た。

「リーアムさま……」

「じい。ゼファンも」

　母が子どもの頃から王家に仕えている忠実な老臣と、その孫まご息子むすこゼファンだった。ゼファンはリーアムの一つ年下で、幼い頃から兄弟のように育ってきた。

　老臣は涙なみだを流しながらリーアムの傍そばに膝ひざをつく。

「おお、おお、リーアムさま……、なんとおいたわしい……」

「わたしを迎むかえに来たのだな」

　期待に胸を膨ふくらませ、リーアムは老臣の肩かたに手を置いた。

　老臣は申し訳なさそうにうなだれると、首を横に振る。

「兵の一人に金を握にぎらせ、わずかな時間だけここに忍しのび入ることができました。今はまだ、お救いすることが敵かないません」

　リーアムの眉がきゅっと寄る。ゼファンが片膝を床ゆかにつき、真しん摯しなまなざしでリーアムを見上げた。

「ですが、いずれ必ずお助けに参ります。リーアムさまに王位を継いでいただきたいと願う臣下は多くおります。力を蓄たくわえ、準備が整ったら現王家に攻せめ入り、必ずや王座を奪だつ還かんいたしますゆえ。それまでどうか、どうかご辛しん抱ぼうを……」

　深く落らく胆たんしたが、致いたし方あるまいと自分を納なつ得とくさせた。いまはリーアム側の臣下も混乱している。時期を間ま違ちがえば永遠に王家の血が絶えてしまうことになりかねない。

「わかった。頼んだぞ」

　老臣とゼファンは力強くうなずくと、性急に立ちあがり部屋を出て行った。

　失望と不安が胸の中に渦うずを巻いている。再びベッドに横になったが、やはり睡すい魔まは訪おとずれなかった。
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「……なんだと？」

　呆ぼう然ぜんと尋たずね返すリーアムに、王はいやらしい笑えみを作りながら繰くり返した。

「だから、王太子の親衛隊に入隊せよと言っている」

　謁えつ見けん室には王と妾しよう妃ひ、アルラーンを筆頭とした親衛隊の精せい鋭えいが集つどっている。

　親衛隊に入隊とは──。

「……わたしに、サウィルの親衛隊になれと……？」

　リーアムから王太子の地位を奪うばい、のうのうとその座に収まった妾めかけの子の親衛隊になれと、父は──いや、もう父でもなんでもない。うす汚ぎたない盗ぬすつ人とだ。

　息が止まるほどショックだった。呼吸が継つげず、顔色を失なくしたまま胸むなもとのシャツをぎゅっとつかむ。

「親衛隊に入隊すれば、謀む反ほんの意などなかったことのよい証明と、周囲は受け取るだろう」

　さらし者にして生き恥をかかせるつもりなのだ。殺された方が幾いく百倍も救われるかと思われる屈くつ辱じよくだった。

　王の陰かげからリーアムを盗ぬすみ見してほくそ笑む妾しよう妃ひの表情を見て、この女が王に入れ知ぢ恵えをしたのだとすぐに理解した。

　王はかつては母の傀かい儡らいとして、そしていまは妾妃の機き嫌げんを取る愚王として、操あやつられるまま動いているのだ。

　我が父ながらこれほどまでに情けないとは！

　むしろリーアムの自決を促うながしているかのような沙さ汰たである。

　冗談ではない。汚お名めいを着せられたまま、おめおめと王家の血を絶やしてなるものか。耐たえろ。リーアム派の臣下たちが必ず助けにくる。その暁あかつきには親子ともども滅ほろぼしてやる！

　強い決意を胸に秘ひめ、リーアムはできるだけ気き丈じように見えるように顎あごを上げた。

「わかった。親衛隊に入ろう」

　父王はますます笑みを深くした。アルラーンが一歩前に出る。

「わかりました、とおっしゃってください。リーアムさま」

　リーアムは鋭するどい目でアルラーンを睨にらむ。

　アルラーンは皮肉な笑みを唇くちびるに乗せてリーアムの正面に立った。

「親衛隊員となられるからには、これよりは私があなたの上官。口のきき方に至るまで仕込んで差し上げましょう」

　怒いかりで脳が燃えるようだった。

　視線で人が焼き殺せるならば、今すぐにでもそうしてやるものを。

「では、リーアムさまの身み柄がらは親衛隊がお預かりいたします」

　王と妾妃は満足げに頷うなずくと、目を見み交かわして笑い合った。リーアムを見る目に宿る好こう奇きの色を不ふ審しんに思いながら、リーアムは親衛隊員たちにつき添そわれて隊員専用のサロンに連れて行かれた。

　初めて入るサロンは、リーアムの目から見れば殺風景な部屋だった。装そう飾しよくの少ないソファやテーブル、仮か眠みんを取るための寝椅子カウチなどが並んでいる。

　いちばん年若いと思われる隊員が、隊服を手にリーアムの前に進み出た。

「まずは隊服にお着き替がえを、リーアムさま」

　リーアムはつんと顎を上げたまま動かない。

「リーアムさま」

「わかっている。侍じ女じよを呼べ」

　隊員たちは、やれやれと顔を見合わせて苦く笑しようした。

「ご自分でお着替えになるのです、リーアムさま」

　リーアムは不審げに瞳ひとみを瞬まばたかせた。

　いつもは数人の侍女がリーアムの服を脱ぬがせ、着替えさせる。自分の手で着替えたことなどない。そんなことは下々の者がやることだ。

「今日は初めてだから仕方ありませんね。ではお手伝いいたしましょう」

　若者が隊服を横のソファに置き、リーアムの正面に立つ。リーアムのシャツのボタンをすべて外し、脱がせるために背後に回る。

　おとなしくされるがままになっていたリーアムは、突とつ然ぜん後ろから抱だきすくめられてぎょっとした。

「なにをしている……！」

　若者はリーアムの髪かみに鼻先を埋うずめながら開はだけたシャツの裾すそから手を入れ、滑なめらかな腹を撫なでた。

　手の熱さにゾッとする。これまで男に体を触れられたことなどない。

「隊服を着せてからの方が興奮すると思いましたが、肌はだを見てしまったらたまりませんね……」

　首筋を吸われ鳥肌が立った。

「無礼者！　離はなせ！」

　身を捩よじるが、若者の腕うではびくともしない。ますます強く抱きすくめ、汗あせばんだ指先で乳ち首くびを弄いじり始めた。

「やめろ！」

　隊員たちがリーアムに群がってくる。何本もの手がつぎつぎとリーアムに伸のび、無ぶ遠えん慮りよに肌を撫で回す。

「すげえ。女だってこんなにきれいな肌はそうないぜ」

「この細ほそ腰ごしじゃ、女も知らないんでしょうね」

　粗そ野やな手はズボンの中にまで潜もぐりこみ、臀でん部ぶをぎゅっとつかむ者さえあった。

「男は知ってるかもしれないぜ。なんせ女装して臣下に色目を使いまくってたくらいだからな」

　その言いざまに震ふるえるほど腹が立った。

　よもやそんなふうに思われていようとは！

「不心得者どもが！　こんなことを父王が知ったらおまえたち全員首を刎はねられるぞ！」

　隊員たちは一斉に笑い飛ばした。

「王の許可はいただいております。新入隊員の役目をしっかりこなせるよう全員で指導するようにとの仰おおせです」

　騎き士し団だんや親衛隊などで、年若くまだ線の細い少年が年長の男たちの欲望を処理することがあるというのは聞いたことがある。だがあくまで嗜たしなみの一つや、互たがいの同意の上であるはずだ。こんなふうに大勢で嬲なぶるものでは決してないはず。

　それを王が許可した？

　目の前が真っ暗になった。嘲あざ笑わらう妾妃の顔が脳のう裏りをよぎる。あの女の発案だと直感した。

　最初から、嬲りものにするつもりで！

「ああ、なんとお美しい……」

　シャツをはぎ取られ、下着をめくられて肌を晒さらされた。興奮した息いき遣づかいが耳にかかる。

「あなたのお側そばに仕えながら、ずっとこうしたいと思っておりました」

　ズボンの前立てを外され、直接性器を弄もてあそばれて胴どう震ぶるいする。

「なんと香かぐわしい……。私たちに一いち瞥べつもくれない冷たく美しいあなたの泣き顔を、いつも夢想して自分を慰なぐさめておりましたよ」

　前に立った二人の男たちが、我われ先にとリーアムの肌に舌を伸ばす。なめくじが這はうような感かん触しよくに怖おぞ気けを震う。二つの胸の粒つぶをバラバラな動きで舐なめられ、思わず顔を背そむけた。

「ほら、乳首がピンと勃たってますよ。お嫌きらいじゃないんでしょう」

　肌の色とほとんど変わらないそこが、ほんのり色づいて硬かたく尖とがっている。だがそれは気味悪さから肌が粟あわ立だっているに過ぎない。

「ちっちゃな乳首だ。これからたっぷり可愛かわいがって育ててあげましょうね。いずれここだけで達せるようにして差し上げましょう」

　思考がついていかない。これは悪夢だ。

　だが自分を這いまわる舌と手の感触と男の体温はまぎれもない事実。

「おい、挿いれる順番を決めようぜ」

　いちばん大柄で粗野な風ふう貌ぼうをした男が、性急にズボンを寛くつろげる。

「副長は最後にしてくださいよ。副長のデカいのを最初に突つっ込んだりしたら壊こわれちゃいます」

「これからずっと世話になるんだから大事に使わなきゃ」

　下げ卑びた会話に言葉を失った。

　親衛隊は何人いる。十か、二十か。いや、もっと？

　わからない、気にしたこともなかったから。

　外出の際に警護にあたる親衛隊や騎士団など、リーアムにとっては馬や馬車と変わらない。自分と同等の存在であると思ったことすらなかった。

　その、今まで馬と同程度であった男たちの、全員の慰み者になるというのか。まさか、馬ば鹿かな。王子である自分が！

「ちっ。じゃあ先に口でいい」

　副長が舌打ちしながら自分の陰いん茎けいを取り出す。

　ずるりと引きだされたそれは、まだ半勃ちながら凶きよう悪あくな大きさを誇ほこって巨きよ大だいな芋いも虫むしのように膨ふくれていた。

　全身から力が抜ぬけていく。男たちに肩かたを押され、簡単に絨じゆう毯たんに膝ひざをついた。

　見上げる形になった凶器は、下から見るとその残ざん忍にんな形がよくわかる。自分と同じ器官がついているとは到とう底てい思えない。

「ほら、その可愛いお口を開けてくださいよ、リーアムさま」

　鈴すず口ぐちから透とう明めいな粘ねん液えきを滲にじませるそれを、この世のものとは思えない気持ちで見た。周囲の男たちはにやにやしながらその光景を眺ながめている。

　これが確かな血筋から選ばれた親衛隊員だというのか。こんな下品な連中が……。

「いいのかな～あ、憧あこがれのリーアムさまにこんなことしてもらっちゃって」

　陰茎を手に持った副長が、嘲あざけるように先せん端たんでぴたぴたとリーアムの頰ほおを叩たたく。

　あまりの侮ぶ辱じよくに思考が麻ま痺ひしてしまって、なにも考えられない。

　生温かい男根が離れたあとは、先端と頰の間を粘液の糸が引いた。その冷たい感触に、吐はき気がこみ上げる。

　焦じれた副長がリーアムの顎骨を両側からつかんで、無理やり口を開かせた。こじ開けられた唇に男根をねじ込まれようとした、そのとき。

　壁かべに背を預けて腕を組み、傍ぼう観かんを決め込んでいるアルラーンと視線がぶつかった。アルラーンが唇の片側をつり上げて笑う。

「…………っ！」

　自室での会話が脳裏によみがえる。

　──助けてほしくなったときは私の名をお呼びください。ただしそのときは私に御おん身みを与あたえるお覚かく悟ごを。

　覚悟などすぐには持てない。だが……、だが……。

　こんな人数に好き放題されるよりは……！

「……っ、アルラーン！」

　顔を強ごう引いんにねじって男の手を振ふり払はらう。

　アルラーンの笑えみが深くなる。同時に、アルラーンの黒い瞳が爛らんと金色に輝かがやいた気がしてぎくりとした。

　いまのはなんだ……？

　アルラーンは音もなく歩み寄ってくると、今にもリーアムの口にうす汚ぎたない欲望を突き立てようとしていた副長の肩に手をかけた。

「すまないが、副長」

　途と中ちゆうで止められた副長は不服そうにアルラーンを見た。

「リーアムさまは私と深い間あいだ柄がらにある。恋こい人びととしての契ちぎりを交かわし、他ほかの誰だれにも肌を触ふれさせないと約束しているのだ」

　アルラーンの言葉に愕がく然ぜんとした。

　そんな事実はない！

　だが、アルラーンに「そうですね、リーアムさま」と同意を求められ、苦く渋じゆうの思いで頷うなずいた。

　アルラーンごときに体を許したと思われるのは業ごう腹はらだが、否定してしまったらこの場で輪りん姦かんの憂うき目に遭あうのだ。

　副長は疑うたぐり深くアルラーンを見る。

「いきなりそんなこと言われても信じられませんよ、隊長。恋人？　このリーアムさまが臣下なんかと？」

「証しよう拠こを見せねば信用できないか。仕方がないな」

　自分を見てうすく笑ったアルラーンにゾッとした。まさか……。

　アルラーンはリーアムの傍かたわらに片膝をつくと、リーアムの顎あごに手をかけて上向かせた。

　目が合った刹せつ那な、リーアムの体に雷かみなりに打たれたような痺しびれが走る。

「……っ!?」

　突とつ如じよ体が動かなくなった。声も出ない。

　逸そらせないままアルラーンのうす笑みを浮うかべた表情を見て、どきりとした。これは……なんだ？

　ゆらゆらと、アルラーンに重なって別の男の影かげが見える。

　床ゆかにつくほど長い銀の髪かみ──その男と重なったアルラーンの瞳ひとみが、先ほどと同じように金色に光った。

「だ……」

　誰だ、と問いたかった。なのにしゃべることができない。

　目だけで周囲を窺うかがっても、誰一人アルラーンの異変に気づいていないようだ。いや、見えているのは自分だけ？

　不思議な現象に戸と惑まどっていると、アルラーンに腕を引かれ、胸の中に閉じ込められた。

　アルラーンは易やす々やすと、身動きもできないリーアムの残った衣服をはぎ取っていく。自分になにが起こっているのかわからない。頭が混乱した。親衛隊の誰にも、自分の体の自由が利きかないことなど気づかれない。

　これでは好きでアルラーンに身を任せているようにしか見えないではないか！

　アルラーンはリーアムの体をくるりと反転させた。リーアムの両膝の裏側をすくい、躊躇ためらいもなく全員に見せつけるように両側に開かせた。

「おお……っ」

　秘部が晒される。先端だけがほんのり薔薇ばら色に色づいた陰茎の隣となりに咲さく淫いん花かに、全員の目が吸い寄せられた。

　ごくり、と男たちが生なま唾つばを飲む音が響ひびく。

　あまりの羞しゆう恥ちに気が遠くなった。体の芯しんは恥辱に熱く燃えているのに、手足の指先が冷たくてぶるぶる震える。

　後ろから顎をつかまれ、ねじり上げるようにアルラーンの方に顔を向かされた。

　口づけをされる、とわかった。

　顔を背けてしまいたい。だがそれすら敵かなわない。

　せめてもと固く引き結んだ唇くちびるの割れ目を、アルラーンの濡ぬれた舌先が往復する。

「みんなに見られて緊きん張ちようしているのですか、可愛いですね。いつものように、唇を開いて私を受け入れてください」

　なんということだ！

　リーアムの唇は主人の心に逆らって、アルラーンの言うがまま強こわばりを解く。ぬるりとした舌が侵しん入にゆうしてくる。

「う……」　>>>♥

　気味が悪い。誰とも深い口づけなどしたことがなかったから、自分の口内を異物が動き回っているだけで不快感で涙なみだが出そうだ。

　それなのに──。

「ん……、ぅ……」

　アルラーンの大きな手がリーアムの花茎を包み、リズミカルに扱しごき始めると、得も言われぬ快楽が湧わき上がってきた。

　同時に歯列の裏をなぞられれば下か肢しがむずむずとし、怯おびえる舌をやさしく甘あま嚙がみされ吸い出されれば、思考ごと持っていかれてしまうような陶とう酔すいが生まれた。

　巧たくみな舌した遣づかいに抗あらがえず夢中になっていく。

　なぜか、どこかひどく懐なつかしい、言葉にできないような気持ちが溢あふれてくる。舌をからませる口づけは初めてのはずなのに、自分はこれを知っているような……。

「あ……、ふ……っ」

　初めての他者の手淫は、おそろしいほどの快楽でリーアムを吞のみこんでいく。

　先端から滲む透明な蜜みつがアルラーンの指に絡からみつき、手の動きを滑なめらかに促うながした。くちゅんくちゅんと鳴る恥はずかしい音と、自分の乱れる息遣いだけが響く恥辱に頭が白く霞かすむ。

　自分の唇が零こぼしているとは信じられない、甘い喘あえぎ。

　摩ま擦さつでより香かおり立つ、いやらしい獣けものの情欲の匂におい。

　腰こしからせり上がる熱に抗えない。いやだ。見ないで、こんな自分を。

　いやだ。見ないで。見ないで、見ないで──！

「やぁ……っ、あ、あ……、やめっ…………！」

　固かた唾ずを吞んで見つめる男たちの視線に晒さらされながら、白い蜜を飛び散らした。

　ああ……と体から力が抜けていく。

　吐と精せいした蜜をたっぷりと纏まとわせたアルラーンの指が、くちゅりとリーアムの後こう蕾らいに潜もぐり込んだ。

「ひ……！」

　すでに力の入らない潔けつ癖ぺきな孔あなを、自在に動く指がかき分けていく。

「見られながらするのは初めてですからね。怖こわくて体が動かないのも無理はありません。いつものように、私にすべて任せていればいい」

　恋人同士の行こう為いは初めてではないのだというのは、親衛隊員たちに聞かせる方便とわかる。

　自分の体が動かないのは怖がっているからなのか。だったらさっきの見知らぬ男は誰なのだ。それも恐きよう怖ふが見せる幻まぼろしか。

　だがぐちゅぐちゅと音を立てて狭せまい孔をかき混ぜられ、ぴたりと剛ごう棒ぼうを当てられると、そんな疑問は霧む散さんしてしまった。

「あ……あ……、やぁ……っ！」

　ズッ！　と膨ふくれた切っ先がリーアムの開いた蕾つぼみに潜り込む。

　そのまま最さい奥おうまで男根を吞みこまされ、大勢の視線に晒されながら犯おかされる屈くつ辱じよくにとうとう涙を散らした。

「やああああ────……ッ！」

　深々と穿うがたれた内ない腔くうが熱を発しながら、その生命の源を吸い上げんと力の限り男根にしがみつくのを感じる。

　ぶるっ、と身み震ぶるいした。花形の痣あざが痛いほど脈打つ。

「やぁっ、あつい……っ！」

　熱い、熱い、痣も粘ねん膜まくも！

　リーアムの惑わく乱らんに頓とん着ちやくしないアルラーンに激しく突つき上げられ、頭かぶりを振って悶もだえ狂くるう。

　男たちが自分の男根を取り出して手淫で擦こすり立てるのが目の端はしに映った。傲ごう慢まんな抽ちゆう送そうに合わせて左右に揺ゆれるリーアムの肉にく茎けいを見ながら目をぎらつかせる男たちの姿に、脳が沸ふつ騰とうした。

　自分がうす汚い欲望の見世物にされているのだ！

　男たちの視線から逃のがれるように首を振り、できる限り顎を引く。

「ああ……、ああ……、あ…………、もうっ……！」

　白い灼しやく熱ねつの塊かたまりが腰奥から陰いん囊のうへなだれ込む。肉茎の中心を熱が躍おどりあがって弾はじける刹那、アルラーンの手がリーアムの顎を捉とらえて上向かせた。

「達する顔をみんなに見せなさい」

　無む慈じ悲ひな命令とともに、リーアムの花びらのような唇から悲鳴が漏もれた。

「い…、やぁ……──ッ」

　どぷ、と体奥でアルラーンの雄おすが精を噴ふき上げた。

　周囲でもつぎつぎ男たちが吐精する。

　リーアムの肌はだよりなお白い飛沫しぶきが、顔を、胸を、腹を汚よごしていった。

「あ……、あ……」

　どろりと垂れ落ちる欲望の生温かさに身震いする。屈辱的な達し顔を見られ、汚され、もはや羞恥も吹ふき飛び、呆ぼう然ぜんと目を見開いたまま唇をわななかせた。

　アルラーンの雄がずるりと抜ぬけ出ていく。

　ぽっかりと開いた後蕾から、残ざん滓しが零れ出た。男たちの視線がそこに釘くぎづけになり、ごくりと息を吞む。

「これでわかったろう。私とリーアムさまは恋こい仲なかにある。これ以上おまえたちに証明する必要はないな？」

　アルラーンは男たちの目から隠かくすように、リーアムを腕うでの中に閉じ込めた。

「王もご承知のことと堪こらえようと思ったが、恋人としてはやはり他ほかの男に触ふれさせたくはないものだ。全員で辱はずかしめよとのご命令にはすでに従った。悪いがこの先、リーアムさまは私の専属にさせてもらう」

　だが欲情に煽あおられた隊員たちは未練がましく非難する。

「独り占じめですか、隊長。それはないですよ」

「仕方がないだろう。おまえたちも、自分の妻や恋人を他の男に抱だかせたいと思うか？　おまえたちでは普ふ段だん手が出ない高級娼しよう館かんに話をつけてやる。とびきりの女を用意するから、そちらで済ませろ」

　隊員たちは顔を見合わせ、それでも口中でぶつぶつとなにか呟つぶやいている。目の前のリーアムをどうしても諦あきらめきれない様子だ。

　アルラーンの笑えみは変わらぬまま、纏う空気が鋭するどく変化した。

　凍こおるような冷気が全身から流れ出し、一いつ瞬しゆんで部屋の温度が低くなったような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「どうしてもというなら、私に勝てたら好きにさせてやろう」

　かちゃりと音を立てて、腰に下げた剣けんに手をかける。隊員たちの間に緊張が流れた。

　腕に抱かれているリーアムもぞくりと震えた。

　野や蛮ばんなことになどまったく関かかわったことのないリーアムにもわかる。これは殺気だ。アルラーンが誰だれよりも実力のある男なのだということが、簡単に理解できる。他の人間とは迫はく力りよくが違ちがう。

　体格だけならアルラーンよりもはるかに大おお柄がらな副長ですら、怯えた顔で後退した。

「わ、わかりましたよ……」

　凌りよう辱じよくは終わりを告げたのか？

　少なくとも、親衛隊員全員の娼婦として扱あつかわれることは避さけられたらしい。

　そう思ったら、限界まで張りつめていたリーアムの意識はフッと途と絶だえた。




　　　＊




「なぜあんなことをした……！」

　やわらかいベッドに背を押しつけられアルラーンにのしかかられて、リーアムは握にぎった拳こぶしでアルラーンの肩かたや胸を殴なぐり続けた。

　気を失ったリーアムはアルラーンの部屋に運ばれ、目が覚めれば体はすでに清められていた。

　アルラーンは暴れるリーアムを落ち着かせようと、手首を押さえつけて動きを奪うばう。

「あなたを辱めよとのご命令があった以上、そうせざるを得ませんでした。皆みなを納なつ得とくさせるにはああするしか」

「うるさい！　おまえなど……、おまえなど……！」

　それ以上は怒いかりで言葉にならなかった。

　死んだ方がマシだった。なぜあのとき舌を嚙んでしまわなかったのだろう。

　もう遅おそい。すでにリーアムの痴ち態たいは親衛隊員の目に焼きつけられてしまった。この屈辱をなかったことにするためには王位に返り咲ざき、自分を貶おとしめた輩やからをすべて殺すしかない。

　だが本当に可能なのか。こんな敵だらけの中で、自分は王位を取り戻もどせるのか。

　真っ黒な不安に吞みこまれそうだった。大声で叫さけんでしまいたい。

　唇くちびるを嚙みしめて震えるリーアムを見下ろし、アルラーンは真剣といっていい表情をした。

「逃にげますか、どこか遠くへ。誰も知らない場所へ行って暮らしますか。たとえば……海の向こうへ。そうしたら、生しよう涯がいあなたをお守りすると誓ちかいます」

　なにを言っている。

　自分が生き恥はじを晒しながらも王太子の親衛隊などに入隊したのは王位に返り咲くため。真の王としての自尊心を守るためだ。逃げ出すくらいなら、最初から死を選んでいる。

　目の前の無礼な男を睨にらみつけた。

「わたしはここを離はなれぬ」

　きっぱりと言い切るリーアムに、わずかにアルラーンの面になにかがよぎる。

　落らく胆たんのような、悲しみのような。

「……では改めて取引いたしましょう。私の庇ひ護ごが欲しければ、御おん身みを与あたえるお覚かく悟ごを。その代わり、他の者に手出しはさせないと約束します。剣も教えて差し上げましょう。王にはあなたに剣術を覚えさせるなと言われておりますので、秘密でということになりますが」

　親衛隊員とはいえ危険分子に剣術を仕込むほど、王も愚おろかではない。

「私の助けはいらぬとおっしゃるなら……王のご命令通りに」

　親衛隊員の慰なぐさみ者になるということだ。

　条件をつけるなど汚きたない男だと蔑さげすみつつ、なんの見返りもなく助けようとするより信用できる気がした。

　だがこれでは選せん択たく肢しなどあってないようなものである。親衛隊員でいる以上男たちの好きにされるというなら、複数よりは一人の方が恥は最小限で済む。

　体は好きにさせる。だが卑ひ屈くつな顔など見せてたまるものか。

　リーアムは体から力を抜き、不ふ遜そんな態度でアルラーンを冷たく見た。

「助けよ、アルラーン」

「結構です。では取引は成立です。私はあなたをお守りする、あなたは私に体を与える」

「くどい。繰くり返さずとも承知している」

　ゆっくりと下りてくる、流りゆう麗れいな形の唇を睨みつける。

　触れた瞬間、観念して目を閉じた。

　せめて怯おびえたところなど見せまいと、自ら唇を開いて受け入れる。一度したことだ。二度も三度も変わりはない。

「ふ……」

　ぴちゃぴちゃと舌をからませあう音が閨ねやに響ひびき、妙みような生々しさに頭の芯しんが熱くなる。

「ご自分で服を開いて体を見せてください」

　熱い吐と息いきをリーアムに吞のみこませながら、アルラーンはみだりがわしい命令をする。

　能動的にリーアムを動かし、より恥ち辱じよくを与えようとしているのか。

「わたしは自分で服を脱ぬいだことなどない」

　軽けい蔑べつの念を抱いだきながら、矜きよう持じは捨てぬと傲慢に言い返した。

　アルラーンはうすく笑うと、

「そうでしたね。では、私が」

　ほとんど抵てい抗こうもさせずに、するすると衣服を脱がしていく。慣れた手つきに、色事に通じているのだと嫌いやでも知らされる。

　協力してなどやるものかと人形のように体の力を抜き、されるがままになった。

　そんなリーアムを揶や揄ゆしてか、ズボンを脱がせるときはやけにゆっくりと、内うち腿ももをいやらしく撫なでながら少しずつ剝はいでいく。

　膝ひざを曲げてズボンを抜き去る瞬間、膝頭の丸みに音を立てて口づけられた。思わず音のした方に目をやってしまい、熱のこもり始めた黒い目と視線がぶつかる。

　体温が、わずかに上じよう昇しようした気がした。

「美しい……」

　衣服をすべて取り去ると、ほう、とアルラーンが感かん嘆たんの息を漏もらす。

　あらためて男の目に肌はだを晒さらすことに強きよう烈れつに羞しゆう恥ちと抵抗感が起こったが、なんでもない顔をし続けた。

　アルラーンはリーアムの脚あしのつけ根、下腹のやわらかな部分をつと指でなぞった。

「花が咲いていますね」

　きめ細かな白絹の肌の中にぽつんと咲く薔薇ばら。

　ひどく艶なまめかしく、リーアム自身ですら全ぜん裸らになるたび視線がそこに吸い寄せられる。まるで花か蜜みつをしたたらせ、芳ほう香こうをまき散らして男を誘さそっているようだ。

　引き寄せられるように、アルラーンの唇が淫みだらな花に触れる。

　温かい感かん触しよくに腰こしがぴくりと動いた。薔薇が急速に熱を持ったような気がする。熱い。

　そんな性器すれすれの場所に人の顔が来ること自体初めてで、知らず体が強こわばった。

「あなたが高貴な生まれでよかった」

　痣あざに舌を這はわされ、ぞわりと肌が粟あわ立だつ。気持ちが悪いのかいいのか、わからない。

「……引きずり堕おとす楽しみがあるからか」

　自分はこの男を厭いとわしがってきた。挨あい拶さつを返したこともなければ、人間扱いしたことすらない。そのうえリーアムを蹂じゆう躙りんし、啼なかせ、穢けがしてみたいなどと言っていた男である。腹の中では相当忌いま々いましいと思っていたに違いあるまい。

　だから皆の前で抱だき、乱暴に扱い、これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らそうとしているのだと思った。

「いいえ。誰かがあなたに邪よこしまな欲望を持っても、おいそれと触ふれられなかったからです」

　アルラーンの吐息が性器にかかる。

　そんなわずかな刺し激げきにきゅっと下腹が縮こまった。性器がぴくりと震えて反応してしまったのがわかる。さきほどの痴態を思い出すと腹が立った。

「おまえ以外はな……！」

　アルラーンの肩口を蹴けり飛ばす。が、強きよう靭じんな男の体はびくともせず、逆に足首をつかまれ、膝が胸につくほど持ち上げられる。

　アルラーンの瞳ひとみが、また金色に変わった気がした。

「そう、私だけです……、これからも……」

　今までも、と続いた気がするが、羞恥に煽あおられて声など吹ふき飛んでしまった。

　片脚だけ大きく上に開いた形は、秘ひめられた蕾つぼみを男の目に晒してしまう。そこはまだ、さきほどの交接でほころんでいた。

「お行ぎよう儀ぎの悪い足ですね。それとも早くここを弄ってもらいたいのですか」

　カッと頰ほおが火ほ照てる。

「わたしを辱はずかしめて満足か！　気に入らない主人をこうしてやろうと、ずっと機会を窺うかがってきたのだろう!?」

　アルラーンは目を細めると、恭うやうやしくリーアムの足指に口づけた。

「とんでもない。お慕したいしておりますよ、ずっと昔から……」

　噓うそだ。

　アルラーンが王太子の親衛隊長に抜ばつ擢てきされたのはほんの二年ほど前。それまでは戦争に行っていたはずだし、リーアムは汗あせ臭くさい軍人を嫌きらい、目に入る場所には近づけなかった。ずっと昔からなどと言われるほど以前から知っていたはずはないのである。

　女を口説くときに使う決まり文句なのだろうと思うと、余計に腹が立った。そんな安い言葉をリーアムに囁ささやくとは。町娘むすめと同程度に扱あつかわれたも同然だ。

　不覚にも涙なみだが零こぼれそうになった。

　自分はこうまでして生き延びねばならぬのか。この汚お辱じよくを雪そそぐ機会は本当に訪おとずれるのか。

　涙をこらえるために嚙かみしめた唇を、覆おおいかぶさってきたアルラーンの舌がそっとなぞる。

「リーアムさま」

　慰めるような声こわ音ねに頭に血が上る。

（憐あわれもうというのか、無体を働く本人が！）

　涙を見られたくなくて、ぶるっと振ふって顔を背そむけた。

　と、いきなり顎あごを捉とらえて押さえつけられ、荒あら々あらしく口中を蹂躙される。

「う……っ、ん……、んんぅ……ッ」

　リーアムの態度に気分を害したのだろう。厚い舌で口内を舐なめ回し、歯が当たるほど乱暴にぶつかられる。痛みと混乱で逃げる唇に嚙みつかれ、息つぎも許されない。

　つぎ込まれる唾だ液えきが自分のものと混じり合い、溢あふれて口こう端たんを流れていく。

　呼吸まで奪われ、窒ちつ息そく寸前の脳に白い霞かすみがかかり始めた。激しさに吞まれ、なにも考えられない。苦しくて、苦しくて、知らず涙がシーツまで伝っていった。

「ごほ……っ、ごほ、ぐ……ぅ……っ」

　唇くちびるが離れたとたん、アルラーンの大きな肩かたに縋すがるようにして咳せき込んだ。

「はぁ……、は……」

　アルラーンはやさしいといっていい手つきで息を荒らげるリーアムの髪かみを撫で、目め尻じりに溜たまった涙を唇で吸い取った。

「失礼を……、あまりにあなたが愛いとしくてつい力が入りすぎました。苦しくさせてしまいましたね」

　リーアムの涙をごまかすためにしたのだ、とわかった。零しかけた恥辱は生理的な涙にかき消されてしまった。

　みじめさと安あん堵どが同時に浮うかんできて、投げやりな気持ちになった。急にいろいろなことが起こりすぎて、すでに思考は疲ひ弊へいしきっている。

　好きにすればいい、と腕うでをシーツの上に投げ出した。激しいキスの余よ韻いんでどうせ体に力が入らない。

　もう強ごう引いんに口づけようとはせず、アルラーンはちゅ、とリーアムの額に唇を置いた。

　その仕草がやけに愛おしげに感じられて、ささくれたリーアムの心がほんの少し慰められる。

　身分下の者に憐れまれてやさしくされるくらいなら、いっそ乱暴に引き裂さかれた方が矜持を失わずに済む。

　そう思っていたのに、傅かしずかれることしか経験のない自分は、丁てい寧ねいに扱われる方がやはり心ここ地ちいいらしい。

　いま自分が頼たよれる者はこの男しかいないのだと思うと、急にそのたくましい腕に縋りつきたくなった。

　アルラーンは触れるか触れないかの微び妙みようなタッチで肌の上に指を滑すべらせる。

　敏びん感かんな胸の突とつ起きも指の腹で先せん端たんだけを羽のようにかすめ、そうされると奇き妙みようなむずがゆさが生まれた。力が抜ぬけているせいで、意識は素す直なおに指の動きを追ってしまう。

「ん……」

　もっと強い刺激が欲しくて、知らず自分から胸をこすりつけるような動きをしてしまった。

　アルラーンは心得たように体をずらし、淡あわく色づく胸の突起を口に含ふくむ。

「あっ……、ん……、ん……」

　小指の先ほどもないごく小さな器官なのに、舌で転がされると陰いん茎けいに直結するような刺激が波のようにリーアムを襲おそう。不思議がる間もなく昂たかぶっていく。

「なにを……、なんで、そんなところが……、ああ……っ！」

　歯で上下から挟はさまれたままツンと突出した先端を舌先でくすぐられると、たまらず腰をよじって中心をアルラーンに押しつけた。他者の手で快感を与あたえられることに慣れていない体は、抗あらがう術すべを知らない。

「お好きなようですね。とても感じやすい……。いつ覚えたのでしょうね？」

　アルラーンは楽しげに笑うと、きゅっと乳ち首くびをひねった。

「ああっ……！」

　びくんと腰が跳はねる。

　揶揄されたのに、悔くやしさよりもどこか覚えがあるような、なにかが記き憶おくの奥底を掠かすめるような、奇妙な心持ちがした。

　唇が脇わき腹ばらを滑りながら落ちていく感触に胴どう震ぶるいする。腰骨を甘嚙みされてきゅんと下腹が引き攣つった。親衛隊員たちの前でされたような直ちよく截せつな挿そう入にゆうではない、丁寧な愛あい撫ぶに体が高まっていく。

「あなたの体はどこもかしこも甘い香かおりがします」

　薔薇の形の痣に口づけながら言われると、そこから得も言われぬ花の香りが流れ出ているような気がした。すでに形を変え始めた花茎を、アルラーンはねっとりと唇で扱しごき上げる。

「う……、うう……、ああ、そん、な…………」

　とろとろと花蜜が溢れているのがわかる。余さず舐め取られ、口こう腔こう全体に吞のみこんでくちゅくちゅと唾液をまぶされる感触にすすり泣いた。

「あ……、い、や……だ……、つよい……、それ、つよすぎて……っ」

　過ぎた刺激に、まぶたの裏に閃せん光こうが瞬またたく。

　口淫だとて初体験だ。溜まった精を体外に排はい出しゆつする行こう為いさえ、本来なら若い侍じ女じよにでも手淫させて処理するものだが、母はリーアムに他ほかの女が触れることを厭った。自分ですることを教え、必ず母の前でするよう躾しつけられた。

　自分でするのとこんなに違ちがうとは！

「あっ！　あっ…！　で……る……ッ！」

　抗う間もなく走り出ようとした欲望の根もとを、ぎゅっと手で締しめつけられる。

「いたいっ……！」

「もう少し我が慢まんなさってください。出してしまうとこの先が辛つらくなりますから」

　強引に堰せき止められた痛みを解ほぐすように、アルラーンがゆるゆるとリーアムの陰茎をさする。後こう蕾らいから続く会え陰いん部分を親指でこすりながら張りを強くした双そう囊のうを弄もてあそばれると、濃のう厚こうな快感が臍へその裏までびりびりと走った。

「あ……っ、ふ……、あ……？　な、なにを……、やめろ……！」

　二本の指で孔あなの両側を引っ張られ、露あらわになった蕾に濡ぬれた舌がねじ込まれる。

　舌は浅い部分を出入りしたあと、味わうようにぐるりと孔の内側を一ひと巡めぐりした。

「い……やぁ……っ！」

　そんなところを舐められるなんて！

　頭を押しやろうとした手は押さえられ、股または閉じられないように腕と肩でがっしりと固定された。暴れようにも力の差がありすぎてわずかに押し返すこともできない。

「ああ……、あ……ひ……、ひぁ……、やめ、やめて……、いや……」

　おそろしいほど気持ちいいのが怖こわい。

　もっと奥へと誘さそい込み、肉にく襞ひだが吸いつきたがっているのがわかる。まさか自分の体がこんなに淫みだらとは！

「あ……、あ、だめ……、だめだ、そんなの……」

　いつの間にかアルラーンの長い指も後こう孔こうに潜もぐり込み、くちゅくちゅと音を立てて内側を探さぐっている。

　鋭するどい快感が走り抜ける箇か所しよを触れられると腰こしが躍おどり、きゅうっと締めつける肉にく筒づつとは裏腹に、入り口の花襞はより大きなものを受け入れたがってやわらかくほころんだ。

　暴走した熱が弾はじけそうになるたび、陰茎をぎゅっと締めつけられる。後腔への甘い刺し激げきと、根もとを押さえつけられ出口を探してわだかまる熱い痛み。

　両方を同時に味わわされ、恥はじもなにもかなぐり捨てて泣きながら、されるがままに嗚お咽えつを漏もらし続けた。

「う……、ひぐ……っ、うう、う、ぁ、ぁ……」

　三本もの指を吞みこまされた肉筒がびくびくと痙けい攣れんしている。ゆっくり引き抜かれると、逃にがすまいと襞が蠕ぜん動どうした。

「私の指を恋こいしがって縋りついている。さあ、いまのおまえはどんな姿勢でされるのが好きだろうな」

　すでに意識を飛ばしかけていたリーアムは、ぼんやりとアルラーンを見上げた。アルラーンの口調が急に尊大なものに変わったことを疑問に思ったが、深く考えることはできなかった。

　その無防備な瞳ひとみがどれほど男の情欲を煽あおるかも、リーアムは気づいていない。

　アルラーンの瞳に淫いん猥わいな色が宿る。

「後ろからが好きそうだが、久しぶりなのに顔が見えないのは残念だな」

　アルラーンはリーアムを横向きに寝ねかせると片かた脚あしをすくい上げ、肩にかける。顔も秘部もはっきり晒さらしてしまう姿勢だが、リーアムにはもはや思考は残っていなかった。

　アルラーンの屹きつ立りつがゆっくりと蕾つぼみに吞みこまれていく。

「あ……」

　ぴくりと動いたリーアムの瞳に、かすかに思考の色が戻もどる。

　長い茎くきを吞みこませていくごとに、白い肌はだがじわじわと上気していった。

「あう……、ん……、ああ……」

　ほぐされきった蕾は従順に雄おすを受け入れる。

　長大な姿が一いつ旦たん隘あい路ろにすべて姿を消したあと、中ほどまで引き抜かれ────。

「あうっ！」

　ずん、と深くまで突つきとおされた。

　始まった抜き挿さしの激しさに、リーアムは高い悲鳴を上げる。

「あああああっ、ああ……っ、ぁ、ぁ、ぁ、ひゃ、あぁぅっ……！」

　衝しよう撃げきで見開いたままの瞳から、快楽の涙なみだが零こぼれ落ちた。粘ねん膜まくが熱く絡からみつく。不思議な既き視し感かんがリーアムを包む。

　知っている。自分はこの感覚を知っている。

　何度も熱く昂る剛ごう直ちよくを受け入れ、むせび泣いた記憶がある。

　どこで？　いつ？

「リーアム……」

　アルラーンがリーアムの脚を肩にかけたまま、口づけができるほどまで前ぜん傾けいする。

　体勢そのものも辛いが、より奥まで挿入される形になって、目の前が真っ赤に染まるほど重い衝撃が波のように襲いかかった。

　耳に口づけが落とされる。

「　　」

　アルラーンが自分ではないような人間の名を囁ささやいた気がしたが、快楽の奔ほん流りゆうに吞みこまれたリーアムの耳には拾えなかった。




　　　＊




　王国と騎き士しの歴史。行ぎよう儀ぎ作法に乗馬訓練。

　毎日がめまぐるしく過ぎていき、リーアムは与えられるメニューを消化するだけで精せい一いつ杯ぱいだった。いや、体力のないリーアムは半分もこなせればいい方である。

　だがそれらよりもリーアムを消しよう耗もうさせるのは……。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、兄上。昨日より一段とたくましくなられたご様子」

　王の隣となりに据すえられた豪ごう奢しやな椅い子すに腰かけた弟──すでに王太子然としたサウィルが、口もとを孔く雀じやくの尾お羽ばねをあしらった扇おうぎで隠かくしながらリーアムに声をかける。

　言葉遣づかいだけは慇いん懃ぎんだが、外での活動でいくらか肌の焼けたリーアムを揶や揄ゆしているのだとは、声こわ音ねから誰だれの耳にも明らかだ。そもそも口もとを隠してしゃべるのは、自分より格下の人間に対してだけである。

　たった八つの妾しよう腹ふくの弟に見下されるこの恥ち辱じよく！

　リーアムは身の内を焦こがす溶よう岩がんのような怒いかりを表に出すまいと、おそろしい努力で平静を装よそおった。

「恐おそれ入ります、王太子殿でん下か」

　礼式にのっとって床ゆかに片かた膝ひざをついて拝礼する。正式な再さい婚こんと立太子礼はリーアムの母の喪もが明けてからでないと行われないが、王はすでに正せい妃ひと王太子として周囲に二人を扱あつかわせている。それも屈くつ辱じよくだった。

　リーアムを嘲ちよう弄ろうするためだろう、拝はい謁えつは毎日繰くり返された。王の両隣に妾妃と弟王子を据えて。

　初日は自尊心から膝をつくことなどできず、親衛隊員たちに体を取り押さえられ、無理やり拝礼させられた。あまりの悔くやしさに失神してしまったものである。

　だがアルラーンはリーアムに気づかせてくれた。

　──悔しがる素そ振ぶりをすれば余計みじめになる。動どう揺ようを見せれば面おも白しろがられる。

　そうアルラーンに諭さとされ、拝謁の際は完かん璧ぺきに表情を消し去ってみせた。誰から見ても堂々としているように振る舞まうこと。それが唯ゆい一いつ、自分の尊厳を保つ手段なのだ。

　王は顔色も変えぬリーアムに、ふんと息をつく。母が亡なくなってからというもの、別人のようにふてぶてしくなった。

　もともとこういう人物だったのかもしれない。目の上のこぶがなくなって本来の気き性しようが顔を出したのだろう。

「ずいぶん殊しゆ勝しようになったものよ、あの気位の高いリーアムが。おまえはおまえの母になにもかもそっくりだ、忌いま々いましい。どうだリーアム。謀む反ほんの意は消えたか」

　はらわたが煮にえくり返る。

　真の王族に対して謀反を起こしたのはそちらではないか。自分は正当な権利を取り戻そうとしているだけ。決して謀反などと呼ばれる気持ちではない。

「初めから謀反の意などございません」

　だからこれは噓うそではない。

　王はにやりと笑った。

「そうかそうか。ならばよい。おまえも私の息子むすこには違いない。いずれは側そば近くで使ってやろうぞ。アルラーン、こいつは使いものになりそうか」

「はい。体力的にはまだ鍛たん錬れんが必要ですが、さすがは王のご子息。理解が早く、もの覚えもよいと存じます。とはいえまだ王太子のお側に上がるには未熟かと」

　それとなく王を持ち上げつつリーアムを弟王子から遠ざける。アルラーンのそつのなさが有り難がたいと思った。

　リーアムを睥へい睨げいする王と妾妃、そして弟王子の姿を心の目に刻む。

（いつか必ず殺してやる）

　日ごと燃え盛さかる決意を胸に、リーアムは頭こうべを垂れた。










　キン！

　と空中に金属が交じり合う音が響ひびく。

「ずいぶん上達したものですね。本当にあなたは吞のみこみが早い。体力がないのが欠点だが」

　アルラーンは満足げに腰の鞘さやに剣けんを収める。リーアムは荒あらい息をついて、剣先を地に立て膝をついた。

　王たちへの怒りを力に変え、リーアムは剣を振るった。

　人目を忍しのび、空いた時間にアルラーンはリーアムに剣を教えてくれている。剣だけではない、アルラーンはことあるごとに助言をして、リーアムの尊厳を守ろうとしてくれた。

　拝謁のときの態度しかり、言葉遣いしかり。

　アルラーンがリーアムをいちばんに考えていることは、もはや疑いようがなかった。敵だらけの状じよう況きようの中で、どんどん彼に近づいていく心を止められない。

　自分はこの男を利用しているだけだ。こんな下げ賤せんの者になにを──。

　そう思うのに、ふとした瞬しゆん間かんに見せるやさしさや笑え顔がおに、胸が締しめつけられるときがある。

「疲つかれましたか。ああ、まめができていますね」

　リーアムの手を取ったアルラーンの体温にどきりとして、慌あわてて手を引いた。

「か、軽々しく触さわるな……！」

　触ふれられた手が熱い。後ろに回して、アルラーンから見えないようにした。

　だが代わりのように頰ほおに血が上っていく。

　アルラーンは目を伏ふせてしまったリーアムに忍び笑いを漏らすと、そっと耳もとに囁いた。

「では稽けい古こは終わりにしましょう。お疲れなら今日はもう休んでもよろしいのですよ」

　心臓が二か所になってしまったように、胸と触れられた手がとくんとくんと脈打った。

「……風呂ふろを用意しろ。務めは果たす」

　自分から誘さそったも同然の言葉に、ますます頰が赤くなった。










「やぁ……、ああ……、アルラーン……、もう……だめだ、動けない……」

　豊かな金の髪かみを滝たきのように白い背に零し、リーアムはアルラーンの硬かたく割れた腹の上に手をついた。

「今夜欲しがったのはおまえだ。さあ、もう少し。頑がん張ばりなさい」

　リーアムは深々と楔くさびを受け入れる騎き乗じよう位いでアルラーンに跨またがっている。

　褥しとねに入ると、アルラーンは口調が変わるようになった。初めはリーアムが快感で意識をうすれさせている間だけ。だが近ちか頃ごろはベッドに入るとすぐに、まるで自分の方が主人ででもあるかのような口調になる。

　だが不思議と反発する気持ちは浮うかばなかった。それが自然に思えてしまうのは、自分が体を開かれる立場だからだろうか。

　アルラーンの指がツンと勃たち上がったリーアムの胸の突とつ起きを、下から爪つめですくうように二度、三度と弾はじく。

　夜ごとの交わりで感じやすくなっているリーアムは腰こしをよじり、閉じたまつ毛の下から涙を溢あふれさせた。

「やっ、やあぁ、も……、できな……、アルラーン……ッ」

「手伝ってあげるから。ほら、ここ」

　うすい腰骨を両手でつかまれ、内ない腔くうの弱い部分をこそげるように腰を前にすりつけさせられる。

「あああっ、ああっ……！」

「ここだろう？　もっと当たるように自分でも動いて」

　アルラーンの手に導かれ、腰を前に突つき出すたびに亀き頭とうの張り出しがこりこりとした弱みを引っかける。

「ああっ、あぁ──……っ！」

　はしたなくも反り返ったリーアムの中心から、とめどなく透とう明めいな蜜みつが伝い落ちている。

　猛たけり立った欲望を咥くわえた肉にく筒づつが熱い。薔薇ばらの形の痣あざが熱い。

「ううっ、くぅっ、く、ふぅ……っ」

　自分でいいところが捉とらえられるようになると、夢中で腰を動かした。力の入らぬ脚あしで、それでも貪むさぼるのを止められない。

　──…………さま。

　意識が虚うつろになるほど快感に溺おぼれると、いつもなにかを思い出しそうになる。

　──…い……ます……。……さま……。

　つかめそうでいて、水中にするりと落ちる糸のようにつかめない。

　これはなんなのか。

　思い出せないのが気持ちが悪い。無性に知りたくなる。肉体ではなく、魂たましいに刻まれている記き憶おくを取り戻もどしたい。

「はあっ、ううぅ、……っふ、くぅっ、う……、ああ、あああ、あ、もうっ、……──っ！」

　リーアムの高まりにアルラーンが合わせる。どぷりと体奥に熱い迸ほとばしりを感じた瞬間、リーアムもそそり立った欲望から白い蜜を噴ふき上げた。

「やぁっ、あつ、い……っ！」

　内腔に熱が広がる。

「あ……」

　涙なみだで曇くもる目が、アルラーンの視線を捉える。

　またアルラーンの瞳ひとみの色が変わったような気がして、顔の横に手をついて覗のぞき込んだ。

　だがそこにあるのは、いつもと変わらぬ黒い瞳。

「たくさん泣いてしまったな。そんなによかったか」

　アルラーンの温かい指が、下からリーアムのまなじりを拭ぬぐう。

　今日も思い出せなかった。

　落らく胆たんした顔を、不完全燃焼と受け取ったのか。

「足りないか。ではもう一度」

「え？　あ……っ」

　気づいたときには体勢を逆転され、上から見下ろされていた。リーアムの金色の髪が見事に褥に広がる。

　見つめ合ったままアルラーンの楔がゆるりと回転し、リーアムの内ない壁へきに吐はき出した精液を塗ぬりこめるようにした。

「う……」

　顔を見ながらされるのはこの上なく恥はずかしいのに、愛いとしげにリーアムを見るアルラーンを拒きよ絶ぜつできない。

　昼は容よう赦しやなく親衛隊員としての基本を仕込みつつ他ほかの男の目からリーアムを守り、夜はリーアムを甘く虐いじめながら抱だく。

　アルラーンと繫つながれば繫がるほど懐なつかしいような気持ちになる、これはいったいなんなのだ。

　胸の中に正体のわからぬ感情が湧わき上がり、自分から唇くちびるを重ねた。

　アルラーンは瞠どう目もくし、ややして目を細めた。

「もし……、もしも逃にげたくなったら、私に命令を。どこまでも守るから」

　以前ほどの反発心は浮かばない。

　だが、やはり真の王族である自分にその選せん択たく肢しはあり得ないのだ。

　重なってくる唇を目を閉じて受け止めながら、再び始まる快楽の海に耽たん溺できしていった。




　　　＊




「リーアムさま」

　数歩離はなれた植え込みの陰かげから、かすかな声がリーアムを呼ぶ。

　リーアムは用を足すふりで植え込みに近づいた。

　王宮庭園の片かた隅すみ、背の高い植え込みでぐるりと囲まれ行き止まりになった空間は、城の人間が用足しに使っているスペースである。

　いまだ監かん視しの目がついているリーアムが一人になれるのはここだけだ。それも逃げ出せないよう、少し先には親衛隊の見張りがついてきている。

　リーアムはぎりぎり奥まで忍び入ると、暗くら闇やみにまぎれた男に声をかけた。

「ゼファンか」

「はい」

　忠実なる老臣の孫まご息子むすこ、ゼファンである。

　リーアムの心臓がどくどくと鳴った。ついに……。

「明後日あさつて、立太子礼が執とり行われます。夜を待って反乱を起こします」

「急だな」

「計画が長期に亘わたれば亘るほど他人に漏もれやすくなりますゆえ、水面下で進めておりました。リーアムさまの危険を考え、こうしてぎりぎりにお伝えにまいりました」

　リーアムはうなずき、礼を言う。

　先日やっと母の喪もが明け、婚こん姻いんと立太子礼を執り行うことができるようになった。それが済んで初めてサウィルは正式に王太子となれるのである。

「城内の警備自体は強化されますが、祝いのために庭園が開け放たれ多くの人間が出入りするので、仲間が侵しん入にゆうしやすくなります。幸いリーアムさまの監視役の親衛隊長も不在の折、最大の好機かと」

　アルラーンは名目上、リーアムの監視役として常に行動を共にしていた。だが王の命令で昨日から城を留守にしている。

　アルラーンには隙すきがない。誰だれよりも腕うでが立ち、反乱を起こすのであればもっとも邪じや魔まになる存在だろう。彼はリーアムの味方に思われるが、立場的に現王側の人間である以上、反乱に手を貸すとは限らないのだ。不在にしている今が反乱を成功させる好機に違ちがいない。

　リーアムには代わりの監視がついているが、よくよくタイミングを計れば隙をつくくらいはできそうだ。今このときのように。これがアルラーンではこうはいかないが。

「リーアムさまには、城の北側の鍵かぎを開けていただきたく」

　リーアムはしっかりとうなずいた。

　すべては明後日、この手に取り戻せる。部屋に戻っても、高こう揚ようしてとても眠ねむれそうになかった。

　何度もベッドの中で寝ね返がえりを打ち、王位についたらああしてやろうこうしてやろうと夢想する。

　だが──。

　もし反乱が成功したら、その立場上、アルラーンはリーアム側の正当な王家への反逆に加担した者として処分される。死し刑けいとは言わずとも、もうリーアムの傍そばにはいられまい。

　アルラーンの顔を思い出すと、急速に高揚した気分が萎しぼんでいった。

（なにを考えている！　わたしにとっていちばん大事なことはなんだ）

　頭からアルラーンの残像を振ふり払はらい、リーアムは無理やり目を閉じた。










　城の庭園の賑にぎやかさとは打って変わって、普ふ段だん人が使うことのない寂さびれた出入り口付近はしんと静まり返っていた。

　周囲に人がいないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。リーアムは足音を忍しのばせてそこへ向かった。腰にはアルラーンからもらった剣けんを下げている。いざというときはこれで戦える。

　いや、むしろアルラーンに守られているような気さえした。

　立場で言えば敵同士になるはずなのに、そんなふうに感じる自分が少しおかしかった。

　できるだけ音を立てないように錆さびた鍵を開け、そっと扉とびらを開ける。外にはもう、ゼファンが立っていた。

　闇にまぎれる黒い外がい套とうを羽織ったゼファンは猫ねこのようにするりと中へ滑すべり込んだ。

「一人か？」

　リーアムが不ふ審しんげに尋たずねる。ゼファンは「しっ」と唇に指を立て、外套を脱ぬぎ捨てた。下には城の雑ざつ役えき夫ふと同じ赤い服を身につけている。

「大だい丈じよう夫ぶです。所定の場所から私が合図したら仲間がなだれ込む手はずになっています」

　ゼファンはリーアムの手を引きながら、小走りに城内を進み始めた。ゼファンの足取りには迷うところはほとんどないのに、廊ろう下かでまったく人に会わない。

　リーアムの胸に不安が広がっていく。

　階段を最上階まで上りきり、王族の居室につながる廊下まできたときに、リーアムはゼファンの手を振りほどいた。

　ここに警護にあたるはずの親衛隊員がいないなんてあり得ない。罠わなだ！

「やっと気づきましたかリーアムさま」

　ゼファンが唇を左右につり上げてにいっと笑う。リーアムの腕をおそろしい力でつかんで引きずり、手前の部屋の扉を開けてリーアムを突つき放した。

　転がるように部屋に飛び込んだリーアムを待っていたのは、にやにや笑う王と親衛隊員たちだった。

　ゼファンが後ろ手に扉を閉める。

「ゼファン……、おまえ……」

　信じていた臣下の裏切りに、リーアムの中に黒い怒いかりが広がる。

「やはり謀む反ほんを企くわだてていたか、リーアム。残念なことだ」

　ちっとも残念そうではない口調で王が言う。

　ぎり、と奥歯を嚙かみしめるリーアムを、親衛隊員が取り囲んだ。

「リーアムさま、あなたが私を城内に導き入れたのがなによりの謀反の証あかし。言い逃のがれはできませんね」

「ゼファン、どうして……」

　ろくに顔を合わせもしない弟よりも、よほど可愛かわいがっていた。信しん頼らいしていたのに！

「わかりませんか。罪深いお方だ、あなたは」

　冷たく笑うゼファンの表情が、突とつ然ぜん変わった。

　ぎょろりと眼球が零こぼれるほど目を見開き、舌でぺろりと上唇を湿しめす。

「ずっとずっとあなたをお慕したいしていました。我がものにしてしまいたいと、どれほどの夜苦く悩のうしてきたか。でもあなたは決して手の届かない存在。穢けがしてはならないと我が慢まんしてきたのに、平民上がりのあんな男と！」

　ぞく、と身を震ふるわせた。

　ゼファンは自分の胸に手のひらを当て、まばたきもせずにリーアムを見た。一歩にじり寄られ、リーアムも自然に一歩後退した。

「アルラーンでしたっけ。あの男、今いま頃ごろは陛下の差し向けた暗殺者が闇やみ討うちにしているでしょうよ」

　いきなり胸を大きく抉えぐり取られたような気がした。

（まさか……馬ば鹿かな……、アルラーンが……？）

「あの男があなたに肩かた入いれしているのはわかっていました。なまじ腕が立つだけに、一いつ緒しよに謀反でも起こされたらたまらない。陛下もそうご心配のご様子でしたから、あの男を遠ざけ、私があなたを試ためしたのです。鍵を開けなければ謀反の意なし、もし開けたら……」

　ゼファンは首を斜ななめに傾かたむけ、歪ゆがんだ視線をリーアムに向ける。

「有罪です、リーアムさま。あなたは親衛隊員全員の玩がん具ぐとなって飼われることが決定しました」

　アルラーンを失った絶望感に、残ざん酷こくな現実が吞のみこまれていく。急速に気が遠くなった。

　自分がどうなるかということより、なぜかアルラーンのことしか考えられなかった。

　彼がもう、この世にいない──。

「今回のことと引き換かえに私も親衛隊に入隊させていただくことになっています。ああ、嬉うれしいですよリーアムさま。やっとあなたを好きにできる」

　リーアムに向かってまた一歩進んだゼファンに、ハッと意識が引き戻もどされる。

　親衛隊員たちの欲望をむき出しにした視線が、自分に突き刺ささっていた。

　リーアムと扉の間には大勢の人間が立ちはだかっている。リーアムはとっさに身を翻ひるがえし、バルコニーに走り出た。

　手すりを背にして振り向き、部屋の中からゆっくりと歩み出てくるゼファンと親衛隊員を睨にらみつける。

　うす笑わらいを浮うかべたゼファンが、近づきながらリーアムに腕を伸のばす。

「危ないですよ、リーアムさま。この高さから落ちたら死んでしまいます。さあ、おとなしくこちらにいらしてください」

　リーアムは腰の剣を抜ぬいた。ゼファンの足がぴたりと止まる。

「無む駄だですよ。この人数相手に、初心者も同然のあなたが敵かなうわけがない。しかも親衛隊員は手て練だれ揃ぞろいです」

　わかっている、そんなこと。

　王としての尊厳は最後まで失いたくない。それになにより……。

「わたしは誰にも触ふれさせぬ」

　アルラーン以外には。

　くるりと剣を自分に向けると、深々と腹を突き刺した。それを見た全員の表情が驚きよう愕がくに変わる。

（いい気味だ）

　腹を襲おそう熱い痛みに一いつ瞬しゆんで全身に汗あせを滲にじませながら、リーアムは内心でほくそ笑えむ。

　奴やつらの顔ときたら！

「く……」

　剣を引き抜く力もないまま手すりに腰こしがぶつかる。よろめく足が宙を蹴けり、体勢を崩くずしたリーアムは真っ逆さまに手すりの向こうへ落ちていった。

　やたらゆっくりと視界が移動する。美しい星空が目の中いっぱいに広がった。

　──アルラーン。

　最後の最後で、自分の気持ちに気づくなんて。

　アルラーン以外に触れられたくないと。いつの間にか愛してしまったのだと。

　あの世で会えるだろうか。そうしたら伝えたい。

　地面に叩たたきつけられ絶命する瞬間を心待ちにしたリーアムの体が、突然フッと浮かび上がる。

「ひいっ！」

「あれはなんだ！」

　叫さけび声が聞こえた。

「化け物だ！」

　人々が逃にげ惑まどい、大おお騒さわぎしている声がする。

　中空に浮いた自分が誰だれかに抱だきかかえられているのだと気づいた。

　急に大雨が降り始め、周囲は混乱と恐きよう怖ふの渦うずに吞まれている。我われ先にと庭園を飛び出し、人ひと影かげはみるみる消えていった。

　既き視し感かんがある。前にもこんなことがあったような？

　なんとか首を巡めぐらしてみると、自分を抱いているのは下半身が蛇へびのように見える生きものだった。だがその顔は……。

「おお……、おお……、なんということだ……。私はまた……」

　リーアムの頰ほおに手を当てて切なく眉まゆを寄せるのは、神こう々ごうしいほど美しい男だった。

　波打つ銀の髪かみ、黄金の瞳ひとみ。いつかアルラーンに姿が重なった、あの男だ。

　顔立ちは違ちがうのに、なぜかアルラーンだとわかった。だがなぜこんな姿をしている？

「アル……ラーン……」

　不思議だとは思っても、怖こわいとは思わなかった。なぜかとても温かい気持ちに包まれた。

「おまえが……、私を思い出してくれるまで待とうと思った。またおまえと愛し合いたいと……。ロカ……」

　ロカ。

　いまわかった。いつか閨ねやでアルラーンが自分に囁ささやいた名だ。あのときは聞こえなかったと思ったが。

　不思議な姿をしたアルラーンが涙なみだを流している。泣かないでほしいと思った。

「つぎも必ずおまえを探すから……。いつかこの呪しゆも淫いん花かも消してやる……」

　なんのことかわからない。けれど自分に関係があるのだということはわかった。

　もう少し考えたい。

　アルラーンは何者なのか。ロカとは誰のことか。

　聞きたいことはたくさんあるのに、なにか考えようと思う端はしから思考が崩れていって、もう形にならない。

　ただ、目の前の顔を見ていると心が安らいだ。かすかな幸福に包まれ、目を閉じる。ああ、でも、これだけは伝えておかなければ。

　──愛している、アルラーン。

　言葉になったかどうか、わからなかった。

「私も、愛しているよ……」

　リーアムの耳に最後に聞こえたのは、光を閉じ込めたような美しい声だった。
















アンジェロ

















　やっと見つけたおまえの心には、すでにぽっかりと穴が開いていた。

　おまえが私にしてくれたと同じように、私も愛を与あたえ続けよう。

　いつかその穴が満たされて埋うまるまで。












　──その神父に出会ったのは、冷たい雨がそぼ降る深夜だった。




　体に纏まとわりつく細い雨に赤い髪を濡ぬらしながら、アンジェロはアパートへの道を歩いていく。最近この町は雨が多い。〝仕事〟後の火ほ照てった体に心ここ地ちいいから、雨は嫌きらいではないけれど。

　足早に歩くアンジェロの前方を、一匹ぴきの蛇が横切った。ぎくりとして一瞬足を止める。

　そういえば近ちか頃ごろよく蛇を見るようにもなった気がする。雨が多くなったことと関係あるのだろうか。

　蛇はアンジェロを見つめるように動きを止め、やがてまたするすると移動して建物の陰かげに入ってしまった。ホッとして、再び歩き出す。

　自分の体は呪のろわれている。自分を抱いた男はみな直後に命を落としてしまう。ある者は心臓を止め、ある者は脳の血管を破は裂れつさせ、ある者は足を滑すべらせて頭を打って。

　だからアンジェロはこう呼ばれている。

　死を呼ぶ天使──と。

　愛らしい顔立ちと目を引く赤い髪、なぜか男を惹ひきつけてやまない魅み力りよくを持った自分の仕事は、体を使って狙ねらった男を死に至らしめること。とある組織に属し、指定されたターゲットを誘ゆう惑わくする。今日もひとり、老ろう齢れいの男を死の床とこに誘いざなった。

　ああ、早くアパートに帰りたい。仕事で昂たかぶった情欲を散らしたい。

　今日のターゲットは高齢のせいでなかなか勃たたなかった上に、挿そう入にゆうも消化不良だった。正直、すぐに誰か誘ってしまいたいくらいである。でもだめだ。アンジェロと寝ねたら男は死んでしまうのだから。無む闇やみに死体を増やせば〝仕事〟がやりにくくなる。

　アンジェロの持て余した熱を処理してくれる兄貴分のジャンの顔を思い浮うかべた。今日はどんな道具を使ってもらおう。この前のいぼいぼがたくさんついた性具はすごくよかった。でも指と舌で弄いじってもらうのも悪くない。それとも、それとも……。

　淫いん猥わいな想像に酩めい酊ていしたように歩くアンジェロの腕うでを、突とつ然ぜん何者かがつかんだ。

「……なに？」

　自分の腕をつかむ手から顔に視線を移し、アンジェロは不ふ審しんげな声を出した。蛇と同じくふいに雨の中から現れたような男は、黒いキャソックを纏った、三十代半ばほどの見知らぬ神父だった。柔やわらかに波打つ金の髪に、憂うれいを含ふくんだような深い緑の瞳をしている。

　とても美しい顔立ちをしているが、神父などアンジェロの大嫌いな種類の人間だ。聖職者はみなきれいごとを言うから。

「……おまえ、大人を相手に仕事をしているだろう」

「だからなに。あんたも買いたいの」

　遠回しな言い方をしていても、体を売っているのかと聞かれたのだ。初対面なのに尊大なおまえ呼ばわりも気に入らない。

　アンジェロのような子どもは、終戦後のこの国中にたくさん溢あふれている。親に恵めぐまれない子どもたちが体を売って暮らすなど珍めずらしくもない。

「愛情からの体の触ふれ合い以外は、自分を傷つけることと同じだ。文字や計算を身につければ、他ほかの仕事に就つくこともできる。私の教会へ来なさい。勉強を教えてあげるから」

（なにこいつ、いきなり）

　見た目からして体を売っているとわかるアンジェロは、ときおりこうして慈じ善ぜんを生きがいにしているような人間に声をかけられる。

　はっきり言って鬱うつ陶とうしい。だから聖職者なんて嫌いなのだ。

「バカみたい。やだよ勉強なんて。だいたいなんの見返りがあっておれにそんなこと言うの」

「見返りなど……。ただ私は、おまえに自分を大事にして欲しいだけだ」

　こういうことを言う奴やつがいちばん胃の腑ふがむかつく。愛情で腹がふくれるか。身以外に売るものがない子どもが自分を大事にして、餓うえて死ぬのを待てばいいのか。

　過去にもアンジェロにそんなことを言ってくる偽ぎ善ぜん者しやがいた。やさしいふりをして、結局アンジェロの体が目当てだった。こいつもきっと同じ──。

　ただでさえ仕事後のいまは興奮している。それなのにこんなに苛いらつかされたら、攻こう撃げき的な気分になるのは仕方ないだろう。

　殺してやれ、と思った。

　アンジェロに説教じみたことを言うこの男が悪いのだ。どうせ自分だって誘われたら断らないくせに。まんまと誘ゆう惑わくに乗るならそれが偽善者にふさわしい罰ばつだ。

　アンジェロは幼い顔に妖よう艶えんな笑えみを浮かべた。

「ふうん。だったら神父さまが教えてよ、その愛っていうの。お金いらないから、おれのこと抱だいて愛して？」

「軽々しく体を投げ出すものではない。愛というのは……」

「じゃあ放っておいて。神父さま自身が教えてくれる気がないならさ」

　言いかけた言葉を聞く耳も持たず遮さえぎったアンジェロに、神父は美しい形の眉まゆを顰ひそめた。

　挑ちよう戦せん的に笑みを返すアンジェロと見つめ合い、悲しげに目を細める。

　その表情に気分がざらついた。そんな顔をしたって無む駄だだ。もうひと押しで、どうせ落ちるんだろう？

　神父の心に空が共鳴して涙なみだを溢れさせたように、雨足が強くなる。二人の髪かみの先から、しずくがぽたぽたと伝い落ちた。

　アンジェロはつり上げた唇くちびるを解いて寂さびしげな表情を作り、上目遣づかいに神父を見上げる。

「誰だれがおれのことなんか愛してくれるの？　こんな、体売って生活してるような人間をさ。ほんとはね、おれだって愛し合える人がほしいって思ってる。でも誰も愛してなんかくれないよ」

「……私が愛している」

　ばかばかしい。たったいま会ったばかりの人間に愛を囁ささやく、聖職者の言う愛なんて万ばん物ぶつに向けられた平らな愛情なのだ。別にアンジェロ個人に向けられたものではない。

　そんな愛でも身売りの少年なら釣つり上げられると思っているのか。軽くみるにもほどがある。

　心とは裏腹に、儚はかなげな笑みを作ってみせた。

「ありがとう神父さま。嬉うれしい。でも言葉だけじゃ信じられないよ、おれこんなだから」

　愛して、信じさせて。と消えそうな声でつぶやきながら、神父に身を寄せる。

　ぎゅっとアンジェロを抱きしめた神父の腕の中で、「ほら、かかった」とほくそ笑んだ。断れないように導いてやれば、簡単に抱こうとするくせに。

　自分の中で果てたあとに鼓こ動どうを止めたら、思いきり笑い飛ばしてやろう。

　残ざん酷こくな衝しよう動どうに突つき動かされながら、神父の頰ほおを引き寄せて唇を重ねた。




　これが神父との出会いだった。このときは思いもしなかったのだ。まさか、自分が褥しとねを共にして死なない男がいるなんて──。




　　　＊




「ふふ……、あ、ん……、ああ……、いい……、そこ……もっと突いて、神父さま……」

　くちゅ、ぐちゅ…、と肉にく孔あなを扱しごく濡れた音と、二人分の熱い息遣いが教会に響ひびく。教会の屋根を雨が叩たたいている。神父と会うときはなぜかいつも雨ばかりだ。

　二人の淫いん靡びな行こう為いを、片かた隅すみから目を光らせた蛇へびが見つめている。

　まるで神父を慕したって集まってくるかのように、教会ではよく蛇の姿を見かけた。神父は気にしていないようだし、アンジェロもすっかり慣れてしまった。彼らは害をなすこともなく、近づいてもこないからだ。

　教会の木製ベンチに腰こしかけた神父の上に背を預ける形で跨またがり、アンジェロは夢中で腰を振ふり立てる。

　汗あせに濡れた赤い巻き毛が白い輪りん郭かくを縁ふち取どり、まだあどけなさを残す小さな面を妖よう女じよのように見せた。

　神父の金の髪と緑の瞳ひとみの色合いはまさに神のしもべのようだが、人間離ばなれしていると言っていい空そら恐おそろしいほどの美び貌ぼうは、むしろ悪あく魔まの使いのようだ。

　キャソックの前を寛くつろげ使う部分だけを出した神父と対照的に、アンジェロはすべて脱ぬぎ捨て汗ばんだ全ぜん裸らを晒さらしている。

　みっちりと奥まで嵌はまった肉棒が摩ま擦さつされて、自分の体とひとつになってしまったような錯さつ覚かくに陥おちいっていた。

「あん……、とけちゃう、神父さま……、神父さまの、最高…………」

　もう何度も体を繫つなげている神父は、アンジェロのいいところを知り尽つくしている。肌はだが馴な染じむと悦えつ楽らくはより深いのだと、アンジェロは神父と関係を持つようになって初めて知った。

　他の男とはただ一度きりの性交で終わってしまう中、唯ゆい一いつこの神父だけがアンジェロと複数回の情交を重ねている。

「あ……、あ……、そこ、ごりごりってして……っ、硬かたいので……！」

　アンジェロは手を使わずに達するのを好む。

　初めて肌を交かわす男とはタイミングが合わずなかなか上手うまくいかないが、神父とならば可能である。

　アンジェロの性せい癖へきを心得ている神父は彼の手首をつかみ、両りよう脇わきに広げて固定する。

　そうされると、動けないようにした上で無理やり蹂じゆう躙りんされているようで、アンジェロはますます興奮した。

　無情とも言える突き上げに合わせ、硬く勃ぼつ起きした小ぶりの性器が左右に揺ゆれる。その平らな下腹には、花びらのような形の痣あざが浮かんでいた。

「ああっ、ああっ、神父さまぁ……っ、出ちゃうっ、もう、もうっ……っ、っ、っ！」

　びゅくっ！　と勢いよく飛び出た白はく濁だくはアンジェロの胸を汚よごし、達してなお揺さぶられ続ける肉にく茎けいの先せん端たんから、とろとろと精を零こぼし続けた。

　まだ終しゆう焉えんを迎むかえていない神父は、無慈悲にもアンジェロの柔肉を穿うがつことをやめない。

「あう……、あ、ひ……、も、もう、や……、でちゃった、から……、ゆるし……」

　達したあとの敏びん感かんな体を抉えぐられる狂くるおしい感覚に、アンジェロは涙を滲にじませていやいやと頭を左右に振る。

「ゆるしてぇ……っ」

　肉づきのうすい体を反らして泣き震ふるえた。神父の動きがぴたりと止まる。

　がくりと前のめりになったアンジェロの汗ばむ背にキスを一つ落とし、神父はまだ隆りゆう々りゆうと猛たけっている楔くさびをゆっくりと引き抜ぬいていった。

「あ……、う……」

　ずるりとアンジェロの体が崩くずれ落ちる。ぺたりと座り込んだ床ゆかに手をつき、肩かた越ごしに神父を振り返った。

「ねえ……、途と中ちゆうでやめないでよ」

　恨うらみがましい目で神父を睨にらみあげる。

「おまえが許してくれと泣いて頼たのむからだろう」

「あー、もう！　わかってんでしょ。無理やりやってよ、最後まで。おれそういうのが好きなんだからさ。せっかくいい感じだったのに」

　神父は無表情にアンジェロを見返す。

　わかっている。この外見はとっつきにくくて冷たそうな神父はやさしい人間で、いくらアンジェロが望んでも無体を働くのが嫌きらいなのだ。

　しばらく見つめ合い、アンジェロはふうと息をついた。

　神父のたくましいものでさんざんこすられた柔やわ襞ひだは口を開いたままだし、内ない壁へきは目の前でそそり立つ男根を恋こいしがってひくひくと震えている。

　もう一度跨ろうか、今度は正面から。いや……。

　アンジェロは神父の方に向き直ると、性交の名残なごりで淫みだらに濡ぬれそぼつ肉棒を口に含ふくんだ。　>>>♥

「……アンジェロ」

　神父の声にかすかに非難が混じる。

　アンジェロの尻しりを犯おかしていた肉は、アンジェロの味がする。自分を味わうことは非道徳的であると、神父はその行為を歓かん迎げいしない。

　いまさら、とアンジェロは内心で嗤わらう。

　教会で淫らな行いをすること自体が禁きん忌きだ。それをさせているのはアンジェロだけれども。

　だって愉ゆ快かいだから。潔癖な聖職者を地べたに引きずり堕おとし、罪悪感を持たせながらするセックスが気持ちいいから。

　アンジェロはいたずらっ子のような目で神父を見上げ、いやらしく見えるようわざと口を大きく開けて舌を長く伸のばした。

　見つめ合ったまま根もとから先端までをゆっくり舐なめ上げ、小さな精孔から滲む体液をちろちろと舌先で舐め取る。

　神父の眉がぴくりと動いたのは怒いかりからか快感からか。

　どっちでもいい。どっちも楽しい。

　怒おこらせるのも嫌いじゃないし、感じてくれるのも嬉しい。

「ふふ……、おいしいよ神父さま……」

　仔こ猫ねこのようにぺろぺろと竿さおを舐め、満まん遍べんなく舌を這はわせて味わっていく。

　潮のような匂においと味がする。自分と神父の体液の入り混じった味だと思うと背徳感でぞくぞくした。

「ん……」

　赤黒く膨ふくれた先端を頭から咥くわえ、じゅ、じゅ、と音を立てて吸い上げる。

　神父の雄おすは大きすぎて、とても根もとまで吞のみこむことはできない。それでものど奥をできるだけ開いてぎりぎりまで誘さそい込み、嘔おう吐と感に恍こう惚こつとしながらしゃぶる。

　のど奥はすごく感じる。苦しければ苦しいほど夢中になってしまって、いっそ頭を押さえて強ごう引いんに突き込み、窒ちつ息そくさせてもらいたいと思うほどだ。

　本当は後ろ手に縛しばってほしい。口だけで奉ほう仕しし、達するまで許さないと虐いじめてほしい。でもそんなこと、この神父はしてくれない。

「すき……、神父さまの……」

　熱心に舐めしゃぶるアンジェロの髪を大きな手のひらで撫なで、神父は静かな声で、

「愛してるよ」

　と囁く。

　そう言われると、アンジェロはいつもおかしくなって笑ってしまうのだ。

「愛とか。そういうのおれわかんないし」

　神父はくすくす笑うアンジェロの頰を両手で挟はさんで顔を上げさせ、深いまなざしを向ける。

「それでも」

　この人のこういう目は嫌いだ。

　慈じ愛あいに満ちたまなざしと言うのだろうか。その目で見られると、胸の中に正体のわからない靄もやが浮うかび、むずむずと居い心ごこ地ちの悪いような気分になる。

「おまえがいつか誰だれかを愛したときに、その言葉を知らないなんてことがないように。ちゃんと言葉にして伝えられるように」

　いつもこの人は同じ言葉を繰くり返す。

　そんなことをしたって無む駄だなのに。何千回、何万回繰り返してもきっと自分の心には届かない。自分は人を愛することなどできないのだから。

　それでも彼は言うのだ。

「愛しているよ、アンジェロ」

　アンジェロの額に唇くちびるを押しつける。

　温かくやわらかい感かん触しよくは、嫌いではないけれど。

　歪ゆがんだ喜びが、むくりと頭をもたげた。

　────嫌いじゃないから、傷つけたくなる。壊こわしたくなる。

　アンジェロは神父の瞳を見つめたまま、天使という名にふさわしい無む邪じや気きなほほ笑えみを浮かべた。

「ね。おれ神父さまの飲みたいな。神父さまの汚きたない欲望で、おれの中いっぱい汚して？」

　わざと卑いやしい言い方をする。神父は悲しげな色を瞳に乗せて、静かにアンジェロから手を離した。

　好きにしていい、という合図だ。

　アンジェロは満足げに笑いながら、再び屹きつ立りつを口に含む。

　なにかに勝利したような高こう揚ようと、きれいなものを汚す背徳感と、やさしい人を傷つける罪悪感。

　それらが混ざり合って陶とう酔すいに変わり、アンジェロは口こう淫いんに没ぼつ頭とうしていった。

　二人の秘すべき行こう為いを、蛇へびだけが見つめている──。




　　　＊




「アンジェロ。次のターゲットはあの男だ」

　兄貴分のジャンに肩を抱だかれ、アンジェロは指差された方角を見た。

　店先にテーブルと椅い子すを並べた小こ洒じや落れたカフェで、恰かつ幅ぷくのいい中年男が新聞を広げている。

　誰、などと質問はしないし、聞く必要もない。

　どうせ聞いても答えてくれることはないし、アンジェロも興味がなかった。自分が殺す予定の男の素す性じようなど、知ってどうする。

　万一アンジェロが捕つかまって拷ごう問もんされたとしても、なにも知らなければ口の割りようもないのだから、組織としても安心だ。自分は使い捨ての殺人道具の一つなのである。

　実のところ、アンジェロも自分の与くみしている組織がどのようなものか、まったくわからなかった。

　終戦後国は乱れ、あちこちにスパイや暗殺者がうろうろしている。誰も信用はできない。ずっと親切な隣となりのお姉さんだと思っていた女性が冷れい酷こくな殺し屋だったなどと、よくある話だ。

　政情は不安定で、暴力やテロ行為を繰り返す団体も増え、各組織間の争いは過熱の一途をたどっている。国民は不安に怯おびえ、善良な市民は息をひそめるようにして暮らしていた。

「毎週木曜、二十一時。大通りの劇場の裏、階段を降りたとこの地下クラブに遊びに来てる。そこで声をかけろ。おまえみたいな可愛かわいい赤毛の坊ぼうやがお好みだ」

「ジャンはどこで待ってる？」

「俺はおまえの入るホテルの隣の部屋を取る。終わったら声かけろ。確かく認にんして組織に報告する。頼んだぜ、相棒」

　ジャンはちゅっと音を立ててアンジェロのこめかみにキスをした。

　ジャンはアンジェロの四つ年上の青年だ。ひょろりと線が細く、そばかすだらけの愛あい嬌きようのある顔をしている。

　子どもの頃ころからアンジェロの面めん倒どうを見てくれ、数年前に二人で生まれ育った町を捨てて以来ずっと一いつ緒しよに暮らしている。この町でとある組織に入ったと言って、ジャンはアンジェロも引き入れた。

　アンジェロは彼の〝武器〟だ。

「天てん真しん爛らん漫まんで初心うぶそうなのが趣しゆ味みって話だ。あんまはすっぱな言葉遣づかいすんなよ」

「ふうん。わかった」

　ジャンは封ふう筒とうを取り出すと、アンジェロのポケットに突つっ込んだ。

「これ、こないだの分な」

「ああ、うん。ありがと」

　封筒の中身は金である。アンジェロの仕事の報ほう酬しゆうだ。

「バーカ。俺の方がありがとうだぜ、いつも悪いな」

「べつに。セックス好きだし」

　ジャンは意味深な流し目を作ると、アンジェロの耳じ朶だを唇で挟んだ。

「なあ、溜たまってるだろ？　そろそろしてほしいんじゃないか？」

　アンジェロの手を自分の下か肢しに導き、すでに兆きざし始めている雄をズボンの上からなぞらせる。アンジェロはすっと手を引いて後ろに回した。

「大だい丈じよう夫ぶ。最近いいおもちゃ見つけたんだ。でもジャンが溜まってるなら口でしてあげてもいいよ」

「……おまえ、あんまターゲット以外の男とすんなよ。無駄に不ふ審しん死が増えたら仕事やりづらくなるんだからな」

「平気だよ。今度のおもちゃは死なないから」

「もしかして人間じゃなくて道具かなんかか？　だったらいいけどよ」

　アンジェロはふふふっと笑うと、建物の陰かげにジャンを引っ張り込んだ。

「下だけ脱ぬいで」

　建物と建物の間の狭せまい空間で、壁かべに背を預けたジャンの前にしゃがみこむ。

　性急にズボンを寛くつろげるジャンの雄をずるりと取り出し、ためらいもなく口に含む。

「おう……、ああ、すげえ、いいぜアンジェロ……」

「出していいよ。飲んであげるから」

　のど奥まで咥え、舌で裏筋をれるれると小刻みに刺し激げきしながら頭を前後し、きつく吸い上げる。

　堪こらえ性のないジャンの雄は、あっけなく弾はじけた。

「ん……。ごちそうさま」

　アンジェロが口こう端たんについた白はく濁だくをぺろりと舐め取る様に、ジャンは頰ほおを上気させてため息をついた。

「ほんっと、すげえそそるよな、おまえのそういう顔。そりゃあ男なら突っ込みたくもなるってもんだ。ヤッたら死んじまうから、俺はごめんだけど」

　アンジェロは手の甲こうで乱雑に口もとを拭ぬぐうと、にいっと笑った。

「死にたくなったら抱いていいよ」

「バーカ」

　二人で笑いながら、肩かたを組んでアパートに戻もどる。

　部屋の鍵かぎを開けながら、ターゲットの中年男の脂あぶらぎった顔を思い出す。

（どんな体位でやろうかな。ああいうおじさんて後ろからするのが好きな人多いけど）

　想像し、やっぱり顔が見える方がいいなと思った。

　少年を買って、そうとは知らずに死へのカウントダウンをしながら夢中で腰こしを振ふる、みじめな男の間ま抜ぬけな達し顔を見るのがたまらなく愉ゆ快かいだからだ。

　アンジェロを抱いた男はなぜか、みな直後に命を終えてしまう。それが確実だと納なつ得とくしたのは、五人目の客が死んだときだった。

　アルコールと薬に溺おぼれた親に殴なぐられながら、ものごころついた時分から男のものをしゃぶって金を稼かせいで生活してきた。

　ある程度の年ねん齢れいになれば、つぎは本格的に体を使って客を取らされる。

　初めてアンジェロを抱いた客が急死したときは、病気の男だったんだと思った。

　二人目のときは、嫌いやな偶ぐう然ぜんが続くと思った。

　三人目、さすがに気味が悪くなった。親もいらいらし始めた。

　四人目、もしかして今回も……と思いながら抱かれ、やはりと絶望的な気持ちになった。

　五人目は最初からそうなるだろうと予測しながら抱かれた。だから客も到とう底てい死にそうもない若く健康な男を選んだ。

　結果は予想通りだった。

　アンジェロの体は死への門。アンジェロを抱いた男はことごとく心臓の鼓こ動どうを止めた。

　天使という名とそれに見合う外見とは裏腹の死神だと親は怒いかり狂くるい、アンジェロを殴り殺そうと半はん狂きよう乱らんになった。

　そんなアンジェロの手を引いて逃にげたのがジャンである。ジャンもアンジェロと似たり寄ったりの境きよう遇ぐうだったから、まるで弟のように可愛がってくれていた。

　いくつかの町を流れ歩いて体を売り、そこにいられなくなるとまた逃げ出す生活だった。この町に腰を据すえられたのは、ジャンがとある組織に入ったおかげである。

　いまは組織に庇ひ護ごされながら指定された男を誘さそい込み、体を与あたえては命を奪うばっている。同情も心の痛みもない。金で少年を好きにしようという大人に情けをかけてやる必要があるだろうか。

　アンジェロが組織に重用されるのは、もしその場に踏ふみ込まれたとしてもなんの証しよう拠こも持っていないためである。

　毒も刃は物ものも必要ない。少年を買った人間が「たまたま」亡なくなってしまうだけだ。

　高位の人間であるほど周囲は醜しゆう聞ぶんを恐おそれ、勝手に始末してくれる。

　見た目が愛くるしく一見してまったく害のなさそうな、誰だれもが警けい戒かい心しんを抱いだきにくい少年である。それでいて、アンジェロは妖よう女じよのように男を惹ひきつけた。なんの苦労もなくターゲットに取り入ることができるのだ。アンジェロは組織にとって理想的な暗殺者だった。

　男たちがアンジェロの体内に精を放つ瞬しゆん間かん、自分の肉道が火のような熱を発し、なにか禍まが々まがしいものが相手に焼きつくのを感じる。

　早いときにはアンジェロの中に自分を残したまま、がっくりとアンジェロの体の上に覆おおいかぶさって絶命してしまうものもいる。

　そんなときはどうしようもなく興奮した。自分が命を奪ったばかりの温かい体が愛いとしくなって、そのまま頭を撫なでたりキスしたりしてしまう。だから仕事を終えたあとはいつも昂たかぶっている。

　それを宥なだめるために、仕事後はジャンが性具を使ってアンジェロを満足させるのが常だった。仕事がなくて体がうずくときもジャンはアンジェロを慰なぐさめてくれる。男を咥くわえこめば相手は絶命してしまうからだ。

　自分はそれでも構わないのだけれど、やたらに死体が出ればまた仕事がやりにくくなる。せっかく安定して住める場所を手に入れたのだ。ジャンのためにも失いたくない。

　他ほかの男を誘うのはどうしても仕事帰りに我が慢まんができなかったときや、気に入らない人間を見つけたときである。神父に出会ったのもそんなときだ。

　本来なら組織の命以外で殺人を行えば制裁が下るところだが、アンジェロの飛び抜けた容姿と能力は組織としても手放しがたいらしく、これまでのところは見み逃のがしてくれている。

　木曜日の夜に想おもいを馳はせ、気づけば上じよう機き嫌げんで歌を口ずさんでいた。




　　　＊




「神父さま。この子を飼ってよ」

　アンジェロが教会に薄うす汚よごれた茶色い仔こ犬いぬを連れてきたのは、いつものように雨がしと降る日曜だった。

「ブルーノって名前つけたんだ。アパートで飼えたらいいんだけど、ジャンが犬嫌ぎらいなんだよ」

　ブルーノはくぅん、と鼻を鳴らしてアンジェロの指先をうすい舌で懸けん命めいに舐なめる。腹が減っているようだ。

「かわいそうだろ、こいつ。目が見えないんだ。ねえ、助けてあげて、神父さま」

　アンジェロはブルーノを胸に抱だき、上目遣いに神父を見上げる。

　人間が困っていてもなんとも思わないが、動物が苦しい立場にあると放っておけない。

「ではねアンジェロ。週に一回、勉強をしにここへ通ってきなさい。そう約束できるなら助けてあげよう」

　アンジェロはむう、と唇くちびるを尖とがらせた。

　神父は出会ったときからアンジェロに教育を与えようと、ことあるごとにこういう誘いをかけてくる。自分は勉強に興味がないので、いつも鼻であしらって相手にしたことはなかった。

「聖職者なのに取引すんの？　ずるいんだ」

「自分で面めん倒どうがみられないのに簡単に命を拾ってはいけない。都合のいいときだけ遊びに来て可愛かわいがるつもりか。その方がずるいだろう」

　それはそうなんだけれど。

　アンジェロはしばらく考え、ブルーノの耳の裏を撫でたあと、

「……わかったよ」

　と呟つぶやいた。

　神父の表情に嬉うれしそうな笑えみが乗ったのが、なんとなくこそばゆく感じられた。










　始めてみると、勉強は意外にも楽しかった。

「文字は読めるか？」

　最初にそう聞かれ、首を横に振る。

　今まで読めるのは自分の名前だけ──というより、自分の名前の形を記号として視覚で認にん識しきしていただけだ。

　神父は丁てい寧ねいに、アルファベットから教えていった。

「文字が読めるようになれば本が読める。世界が広がって楽しくなるだろう」

　本を読もうなどと考えたこともなかった。

　きれいな絵本にため息をつきながら絵だけを眺ながめてページを繰くり、構図から内容を想像するのがアンジェロの読書だった。

　幼児向けの簡単な絵本でも、意味がわかるととても面おも白しろく感じる。

「おまえは覚えがいい」

　神父が頭を撫でて褒ほめてくれると、純じゆん粋すいに嬉しかった。

　足し算や引き算は日常生活の買い物やなにかで必ひつ需じゆだったために、ある程度は問題なくできる。勉強は主に文字や文章の方面に偏かたよった。

　ただ、勉強自体は楽しいのだけれど──。

「神父さま。言う通りにしたらオレの村さ、水が湧わいただよ」

　中年の農民とその妻が、神父に向かってしきりに頭を下げている。隣となりではまだ幼い夫ふう婦ふの娘むすめが手に持った籠かごの中で、数匹ひきの蛇へびが蠢うごめいているのが見えた。

「この蛇は神さまの使いだぁ」

　農民の妻がよく日焼けした顔に満面の笑みを乗せて、愛しげに籠を撫でる。神父は目の縁ふちにやわらかな皺しわを刻んだ。

「これからもその蛇を大事にし、神に祈いのりを捧ささげなさい。そうすればあなたがたの村は、もう水に困ることはないだろう」

　夫婦は神しん妙みように頷うなずき、蛇の入った籠を娘から受け取ると大事そうに抱かかえなおした。

　神父が隣りん国ごくからやってきた農家の夫婦と歓かん談だんするのを、アンジェロは扉とびらの陰かげから見つめていた。

　神父は以前はこの夫婦がいる村に住んでいたらしい。神父がいた頃ころは雨に困ることはなかったが、彼がいなくなると途と端たんに水不足に悩なやまされたという。困った村人たちの代表として、夫婦が神父に助けを求めに来たのだ。

　神父は蛇を与え、その蛇が示す場所を掘ほれば水が出るだろうと助言した。

　不思議な力を持った神父だと思う。彼が来てから、アンジェロのいる町にも雨が多くなった。やたらに蛇が増えた。

「神父さまは、あたしたちの村に戻もどってこないの？」

　娘が神父の手を取って纏まとわりつくのに、ちり、と胸を焼かれる想いがした。

　馴なれ馴れしくその人に触さわるな！

「私はこの町に大事な用事がある。でも困ったらまた力になるから、いつでも訪ねてきなさい」

　神父は穏おだやかにほほ笑み、娘の頭を撫でた。

「帰ってきて、神父さま」

　子どもらしい駄だ々だをこねる娘を抱き上げ、神父はふっくらした頰ほおにやさしくキスをする。さっき感じた胸を焦こがす小さな炎ほのおが、音を立てて燃え上がったように大きくなった。

「これ、わがままを言うでねえ。神父さまにもご都合がおありだ」

　両親に諭さとされ、娘はしゅんとしつつも小さく頷いた。

　ほ、と胸を押さえて壁かべに寄りかかる。神父が行ってしまったらどうしようと、短い時間でもおそろしく不安になったのだ。

　何度も礼を言って夫婦と娘が帰っていったあと、腹の底からむかむかと怒いかりが湧き上がった。

　教会に通うようになって、神父が自分以外の人間と関かかわっているのを目まの当たりにすることがある。そうすると自分はいつも不安で不機嫌になってしまう。

　勉強自体は楽しいけれど、こんなふうに訳のわからない感情で気持ちが乱されるのはいやだ。

　神父がこちらへ向かって歩いてくるのに気づいて、アンジェロは慌あわてて部屋に戻った。気になって盗ぬすみ見をしていたなんて知られたくない。

「待たせたねアンジェロ。さっきのところはできたか」

　神父の様子は変わりなく、椅い子すに掛かけて机に向かうアンジェロの背後からノートを覗のぞき込む。

「上手に書けたな。自分で文章を作れれば、愛しい人に手紙を書くこともできる」

　神父が自分の近くにいるとホッとした。同時にさっきの熱い胸の痛みが堪こらえがたい怒りとなって、神父にぶつけて払ふつ拭しよくしたくなった。

「神父さま」

　ぎっ、と椅子を鳴らして後ろに反り、背後に立つ神父を首を仰あおのかせて見上げる。

「したくなっちゃった。ベッドに行こう？」

「まだ勉強の時間だ」

　神父は穏やかに拒きよ絶ぜつする。

　アンジェロは妖よう婦ふのように唇を弓形に上げた。

「じゃあ町に行って男引っかけてくる」

　神父の眉み間けんがかすかに寄る。

　アンジェロと交わった相手が命を落とすことを神父は知らない。何度交わっても神父だけはなぜか無事なのだから。

　神父はアンジェロが体を売って生活していると思っている。そしてそれが気に入らない。教育を与あたえたがるのは、違ちがう仕事につけたいからである。

　もしアンジェロが身を売るだけでなく暗殺までしていると知ったら、この神の使いはどう思うだろう。汚けがらわしいと嫌うだろうか。悪あく魔まと罵ののしり成敗するだろうか。それとも……それでも愛してくれる？

　アンジェロは艶つやめいた笑みを乗せて誘さそう。

「神父さまが抱いてくれるなら男誘ったりしないよ。神父さまからはお金もらわないし、これって自由恋れん愛あいじゃない？　神父さまの言う〝アイシアウ〟って行こう為いに近くないかなぁ」

　神父は深い色の瞳ひとみに悲しみを乗せた。

「……おまえは私に恋愛感情はないだろう？」

　自分だってないくせに。

　神父の言う「愛してる」が万ばん人にんに向けた愛だということくらい、アンジェロにもわかっている。聖職者はみんなそういう言い方をする。初対面からその言葉を口にしているのがなによりの証しよう拠こだ。どうせさっきのあの娘こにだって言っていたんだろう？

　だから笑ってしまう。苛いらついてしまう。そんな誰だれにでも向けられる言葉なんか自分の心には響ひびかない。笑い飛ばして踏ふみにじりたくなる。

　仰のいたアンジェロの唇に、神父が唇を重ねた。

　神父の顎あごとのどぼとけが間近に迫せまり、男を感じさせるパーツに強く欲情する。軽く触ふれただけで離はなれていった熱をもっと感じたい。

「言葉だけじゃなくて実地で教えてよ、愛っていうの」

　こんな言い方が神父を傷つけるとわかっている。わかっていて言う。

　神父のことは嫌いじゃないのに、無む性しように傷つけてみたくなるときがある。どこまで傷つけたら自分のことを見限ってしまうだろうと、少しだけ不安になりながら。

　この感情にはなにか名前があるのだろうか。何度も肌はだを重ねた相手に、人はみんなこういう気持ちを持つのだろうか。

「寂さびしいんだ、神父さま。おれを愛して」

　神父がぜったいに断れない言葉で求めた。

　体を繫つなげなければアンジェロが満足しないことを、もう神父は知っている。

「……愛しているよ、アンジェロ」

　観念したように目を閉じた神父はもう一度、今度はアンジェロの額に口づけた。










　くちゅくちゅと雄おすを舐なめしゃぶられる快感にアンジェロの口からため息が零こぼれる。

「ああ……、神父さま……、神父さま、きもちいい…………」

　犯おかす気分を味わいたくて、神父の手首に縄なわをつけ柵さく状になったベッドヘッドに繫いだ。

　両りよう腕うでを開いた状態でベッドに仰向けに寝ねる神父の顔の上に跨またがり、アンジェロはねっとりと腰こしを回す。

　神父の美しい唇くちびるに自分の性器が出入りするのを上から眺め、背筋をぞくぞくと震ふるわせた。ベッドヘッドをつかむ手に力がこもる。

「神父さまの顔、すごくやらしい……」

　いつも潔けつ癖ぺきそうな神父の、淫いん猥わいな表情に興奮する。彼のこんな顔を見るのは自分だけだ。

「顔中におれの引っかけて汚よごしたい。だめ？　そういうのいや？」

　虐いじめられるのが好きだ。でも意地悪するのも好きだ。

　たとえばこのまま神父を咥くわえこみ、達いきそうになると動きを止めて、ずっと達かせないまま懇こん願がんするまで嬲なぶり続けるとか。誰も受け入れたことなどなさそうな神父の尻しりを、玩具おもちやで犯すのもいい。

　神父からの返事はない。口を塞ふさいで答えられないようにしているのは自分だけれど、神父の目が拒絶を表さない。

　なにをされてもいいというような顔をするから、ひどいことをしてみたくなる。

「神父さま……」

　この感情に覚えがある気がする。

　自分の過去を振ふり返ってもそんな状じよう況きようは皆かい無むなのに、いったいいつ？

　神父を傷つけようとすればするほど思い出すなにか。愛してるなんて言葉が信じられなくて、でも心のどこかで期待があるような。

　それなのに神や家族に向ける愛と同じだと思うと、やっぱりそんな気持ちはわからないと踏みにじりたくなる。

「ね……、出すよ……、いい？　あ、あ、でる……、あ、神父さま……っ、あぁ……──！」

　腰奥から熱がせり上がり、達する瞬しゆん間かんに唇から雄お蕊しべを引き抜ぬいた。小さな出口から溢あふれ出た邪よこしまな欲望が、神父のきれいな顔を汚していく。

　白く散る欲望の欠片かけら。舌に、唇に、頰に、目に、髪かみにも──。

　まつ毛にアンジェロの残ざん滓しを絡からめたまま神父がまばたきした。金色のまつ毛の上下に白い粘ねん性せいの糸が引いたのを見た瞬間、欲情の炎が燃え上がる。

　まだ足りない。男の味を知っている後こう孔こうがめちゃくちゃにうずく。

「すごくよかった……、神父さまも出したいよね。こんなになってる……」

　神父の雄を握にぎり、先せん端たんから滲にじむ体液を指に絡める。

　体を跨またぎ、顔の横に手をついて覗き込むように四つん這ばいになった。至近距きよ離りで神父の顔を見ながら、自分の後孔に指を挿さし入れる。

「ん……」

　自分でほぐす行為は、自じ慰いを見せつけているようなものだ。ターゲットの男たちはいつもアンジェロがこうすると、喜んで興奮した。

　早く欲しい。熱く滾たぎった雄で自分の中をかき回したい。ぐちゃぐちゃに溶とけて、なにもわからなくなってしまいたい。

　欲情に駆かられながら、神父の顔に飛び散った自分の白はく濁だくを舐め取っていく。

「アンジェロ、やめなさい」

　獣けもののすることだと諫いさめる神父の唇を、キスで塞いでしまう。

　神父の口の中もアンジェロの味がした。唾だ液えきと精の混じった甘いしずくを二人で分け合って飲みこむ。

「本当はね、神父さまが出したのを口移しで神父さまに飲ませてあげたいくらい」

　神父は無表情にアンジェロを見る。きっとそんなことをしても、彼はアンジェロを許すだろう。想像してうすい胸を喘あえがせた。

「挿いれるね、神父さま」

　猛たけり立った楔くさびに自分の後孔をぴたりと当て、ゆっくりと吞のみこんでいく。

「ん……、あ……、すご……、おっきい……」

　快感で神父の眉まゆが顰ひそめられるのを見た。

　最さい奥おうまで収め、艶めいた息をつく。自分の中をいっぱいに広げた陽物がどくどくと脈打つのを感じながら、アンジェロは腰をゆったりと揺ゆらした。

　ぎっ……、ぎっ、ぎっ……、ぎっ……、と断続的にベッドの軋きしむ音が壁かべにぶつかる。

　硬かたい亀き頭とうの張り出しに内側の弱い部分を当て、前壁をこそぐように腰を前方に突つき出しながら上下する。

「あ、あ、あ、あ、ああ……、すき……、あついよ…………」

　乾かわいた唇を半開きにし、熱で潤うるんだ瞳で神父を見下ろす。神父の瞳は悲しげにアンジェロを見返すだけだ。

　アンジェロの背をぞくぞくとした痺しびれが這い上ってくる。

「神父さま……、よくない？　きもちいいの、おれだけ……？　ねえ怒おこってる？　なにか言って……」

　神父が胸を上下させ、掠かすれた声で答える。

「おまえがこんなふうになる前に見つけてやれなくてすまない……」

　アンジェロの眉がぴくりと動く。

　それはアンジェロが歪ゆがんだセックスを愉たのしむようになる前に救えなくて悪かったという意味か。余計なお世話だ。ほんの数か月前に会ったばかりのくせに。

　世の中に体を売っている子どもは溢れるほどいる。アンジェロだけが特別ではない。この神父は他ほかの人間にも、求められたら体を与えるのだろう。

　そう思うと、正体のわからない苛いら立だちがアンジェロを包んだ。

「ねえ、神父さまは子どもが体売ってるのが嫌いやなんだよね。おれじゃなくても。他の子が〝愛して〟って言っても、神父さまはこうやって抱だいてあげるんだよね」

　責めるためだけにそうだと言わせたいのか。やっぱりねと笑い飛ばして、気き兼がねなく肉の愉ゆ悦えつを貪むさぼりたいのか。

「……私は聖職者として失格だ。おまえが身を売ることを疎うとんじているのは、私の嫉しつ妬とでしかないからだ」

　どくん。

　心臓が鳴った。

　どういう意味だろう、嫉妬とは。自分は神父にひどいことしかしていない。わざと嫌がることばかりしている自覚がある。

　戸と惑まどいながら、唇だけで暗い笑えみを浮うかべた。

「なにそれ。神父さま、まさかおれのこと好きだとでも言うの？　おれ意地悪しかしてないけど。神父さまってそういう趣しゆ味み？」

　神父は深しん淵えんを覗のぞくような目をしている。その奥底に潜ひそむ感情の色がわからない。

「私はかつておまえの愛情を試ためした。わざと乱暴に抱き、何度も嫌きらわせようとした。だから今おまえが同じことをする気持ちがわかる。私の心は変わらない」

　なんだろう、この人はなにを言ってるんだろう。

　愛情を試した？　乱暴に抱いた？

　いいや、乱暴にしたのは、アンジェロがそう望んだからしてくれただけだ。それだってすぐにやめてしまって、なにか試されるようなことはしていない。

「言ってる意味がわからないよ」

「わからなくていいんだ」

　拒きよ絶ぜつされたようで、答えは不満だった。

　いいというならいいじゃないか。難しいことを考えるのは好きじゃない。

　だというのに、なぜこんなにも胸がきりきりと痛む。

　なぜかものすごく腹が立った。誰だれに？　自分に？　神父に？

「神父さま、気持ちいいって言って。おまえの体がいいって。体だけがいいって言って！」

　強い口調で求めるアンジェロを、神父はいつもの諦あきらめに似た表情で見上げる。

「最高だよ、アンジェロ……」

　アンジェロの表情が喜悦に歪んだ。

　ぐっ、と体重をかけ、剛ごう棒ぼうを真上から垂直に吞みこむ。

　肉と肉を力強く打ち合わせる音が響ひびき、これ以上ないほど最奥を叩たたいた凶きよう器きに痛みと快感が同時に湧わき上がる。

　受動的な体位では届かない奥の奥は、かき分けられることに慣れていない。そこを無理にこじ開け、痛みを得るほど自分で腰を落とすのがいい。

「あ……、おく、いたい……っ、いたくて、きもちいい……！」

　痛みに夢中になった。自分を罰ばつしているようで恍こう惚こつとなる。

　罰しているなどとなぜ思うのか。悪いことなどしていないのに。

　快楽を貪れば意識が混濁していく。さきほどの既き視し感かんのある、ひどいことをして傷つけたくなる感情が頭の中で渦うずを巻く。

　痛い、気持ちいい、辛つらい、傷つけたい、信じたい──。

　神父の深い色の瞳ひとみが自分の心の奥底に突き刺ささり、急に胸の中にわけのわからない感情がぶわっと盛り上がった。

　苦しいのか、嬉うれしいのか、悲しいのか、愛いとしいのか。

　気づけば、ぽろぽろと涙なみだが零こぼれていた。

「……アンジェロ」

　透とう明めいなしずくが神父の腹の上に落ちる。　>>>♥

「あ、あれ……？」

　自分でもなぜ泣いているのかわからない。

　ただ、神父の目を見ていたら涙が止まらなくなった。

「…………っ、」

　動きを止めたアンジェロの中で、どくん、どくん、と神父の雄おすが脈打っている。今にもその死神の顎あぎ門とで嚙かみ砕くだかんと、肉にく洞どうが熱を発して喰くらいついているのがわかる。

　なのに……。

「神父さまは……、どうして大だい丈じよう夫ぶなの……」

　ずっと不思議だった。〝仕事〟が終わった後の高こう揚ようしたときに出会った神父。アンジェロが春をひさいでいると思い込んで説教じみたことを言ってくる彼を、疎ましく感じた。

　誰にでも向けるような愛でも、愛は愛か？　それがあればいいのか？

　神父は出会ったときから愛しているなどと言ってきた。偽ぎ善ぜん者しやはアンジェロのもっとも嫌うところだ。愛なんて噓うそをついて、結局アンジェロを抱きたいだけのくせに。

　だから殺してやれと思った。

　行こう為いを終えても彼が生きていたときの驚おどろきときたら！

　神父に興味を持った。つぎは死ぬだろうかと思いながら肌はだを合わせた。何度も行為を重ねるうちに、安心して自分を預けられるようになってきた。

　彼は死なない。アンジェロがなにをしても、最初から変わらず愛していると言い続ける。神父との行為で安あん堵どと喜びを感じている自分がたしかにいる。

　──自分は、この人を失ったらどうなってしまうんだろう。

　思ったら、急に怖こわくなった。

「あ……」

　ぶるっと体が震ふるえた。

　神父と視線を合わせ、もしこの瞳が閉とざされて永遠に開かなくなったら……と思うと余計に涙が溢あふれてきた。

（いやだ、怖い！）

　急いで神父の雄を自分から引き抜ぬいた。

「アンジェロ」

　神父の声はいつも静かだ。

「ご、ごめんなさい、神父さままだ中ちゆう途と半はん端ぱで……」

　アンジェロの体液で濡ぬれた男根は、天を向いたまま屹きつ立りつしている。

「構わないよ。もういいから、縄なわを解きなさい」

　言われるまま、神父を拘こう束そくしていた縄を解いた。

　母親とはぐれた迷子のようにぐすぐすと泣き続けるアンジェロを、神父はそっと両りよう腕うでで包み込む。

　こんなふうに泣くのはいつ以来だろう。うんと幼い頃ころでさえ記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　両親の腕はアンジェロをやさしく抱ほう擁ようしてくれるものではなかったから。泣いても助けてくれる人なんかいなかったから。

「愛しているよ、アンジェロ」

　温かい唇くちびるが額に触ふれる。その体温に心から安堵して目を閉じた。

　愛している────おまえがいつか誰かを愛したときに、その言葉を知らないなんてことがないように。ちゃんと言葉にして伝えられるように。

　そう言って神父はアンジェロに愛していると繰くり返す。

　アンジェロは誰を愛すればいい？

　誰とも愛し合ったりできないと思っていた。自分を抱いた男は死んでしまうのだから。女は抱いたことがないから知らない。でももし好きになった人を抱いて死んでしまったら、自分はどうすればいいのだろう。絶望しか残らない。

　だから誰も好きになってはいけないのだ。好きな人ほど欲しがってはいけない。

　この……、神父以外は。

　好きになってもいいのだろうか。

　こんな呪のろわれた体に、神さまが唯ゆい一いつ遣つかわしてくれた天使だと思っていいのだろうか。

　滑こつ稽けいだ、いままでただの一度も神さまなんて信じたことはないくせに。いるとしても、アンジェロや自分の周りにいるような人間のためじゃない。一部の恵めぐまれた人間のために存在しているのだと思っていた。

「しん……、ぷ、さま……」

　しゃくりあげながら、神父の胸に縋すがりついた。

「なんだ、アンジェロ」

　愛だとか恋こいだとかはわからない。ただ失いたくなかった。

「神父さま……、神父さま……」

　ひたすら神父に縋っていたかった。何度でも呼びかけ、そのたび自分の名前を呼んで欲しい。彼のことが知りたい、と初めて思った。

「神父さまの……、名前、教えて……」

　神父は泣き濡れるアンジェロの頰ほおを両手で包むと、自分の方を向かせた。

　緑のはずの神父の瞳が、金色に光った気がした。

「覚えていないか？　昔、教えたことがある」

「むかし……？」

　神父と出会ったのは数か月前。その日に名乗ったのかもしれない。すぐに消える相手だと思っていた自分は、神父としてしか認にん識しきしなかったけれど。

「……ごめんなさい」

　素す直なおに覚えていないと謝った。

「もう一度教えて」

　神父はやさしくほほ笑えむと、ぎゅっとアンジェロを抱だきしめた。

「やっと私に興味を持ってくれたな。嬉しいよ。急がなくていい、思い出してくれるまで待とう。愛しているよ、アンジェロ」

　名前を教えてもらえないのは寂さびしかったけれど、仕方ないと思った。忘れてしまった自分が悪いのだ。

　それでも温かな腕は気持ちがよくて、アンジェロは頰をすりつけた。

　神父がアンジェロに言う「愛してる」はもしかして誰にでも向けられるものじゃなく、特別な意味の「愛してる」ではないのかと思ったら、胸がどきどきした。

　突とつ然ぜん恥はずかしくなってきて、ぎゅっと目を閉じた。

　これまで神父の部屋に泊とまることはなかったが、今日は帰りたくない。追い出されないならこのまま眠ねむってしまおう。

　とろとろと眠りに引き込まれていくアンジェロの髪かみを、神父がやさしい手つきで撫なで、額にキスをする。

　いつかもこんなふうに誰かの腕の中で眠った気がする。記憶にも残らない、はるか昔……。
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　町で買ったソーセージを手に、アンジェロは教会へ通う。

「おいでブルーノ」

　自分の手からソーセージを食べる仔こ犬いぬが愛らしい。

　目の見えないブルーノでも追いかけられるよう、やわらかい布をボール状にして、中に鈴すずを入れた音の出るおもちゃを手作りした。

　ひとしきり遊んで、ブルーノを腕に抱いて頭を撫でる。耳をぴくぴくと震わせて目を閉じる仕草がたまらなく可愛かわいい。

　アンジェロが動物を好きなのは、彼らが抱いたり抱かれたりする対象ではないからだ。人間と違ちがって性的な欲望に目をぎらつかせることもなく、安心してつき合える。

「神父さまはおまえによくしてくれてるんだね。毛並みがすごくきれいになった」

　汚よごれているだけでなく栄養失調でぱさぱさだったブルーノの毛は、艶つややかに輝かがやいている。弱々しく鼻を鳴らすだけだったのに、いまは元気に走り回って、いろいろなところにぶつかりはしないかとアンジェロが心配するほどだった。

　腕の中でうとうとする仔犬を撫でながら、独り言のように語りかける。

「ねえブルーノ。神父さまの名前なんて言うのかな」

　ずっと考えているけど思い出せない。

　出会った日のことを何度頭の中で繰り返しても、名前を聞いた記憶がないのだ。アンジェロの名前は聞かれたけれど、自分は聞き返した覚えがない。興味がなかったから。

　誰だれかに興味を持つこと自体初めてで、自分の感情に戸と惑まどう。

　アパートにいても、いつも神父のことが気になって頭から離はなれない。考えると胸が騒さわいでうるさいし顔が熱くなるからあまり考えないようにしようと思っても、気づくと神父のことばかり考えている。

　顔が見たくて、ブルーノを言い訳にして毎日のように教会に通ってしまう。いや、ブルーノに会いたいのは噓うそじゃないけれども。

「……神父さま、おれのこと好きかなぁ」

　つぶやいたら、顔が真っ赤になった。

　愛してるとは言ってくれる。でもそれが万ばん物ぶつに向けられる言葉だとしたら、自分は特別ではないのである。はっきり聞いてしまえればいいのに、怖くて尋たずねられない。

　好きになってもらいたい、なんて。

　誰にも思ったことがないから、どうしていいかわからない。

　アンジェロが誘さそわない限り、神父が手を触れてくることはない。彼から求めてくれたことがないから、そういう意味で好かれているという自信がないのだ。

　それに泣いてしまって以来、もし神父が他ほかの人間と同じように心臓を止めてしまったらと思うと、怖くて体を繫つなげなくなった。

　どうして自分はこんな体に生まれてしまったんだろう。いったいなんの罪で。

　考えると悲しくて、胸が苦しくなった。もし好いてもらえたとしても、自分が神父を殺してしまうかもしれないと思うと不安でたまらない。

「アンジェロ？　早かったな、もう来てたのか」

　壁かべに背を預けて座り、ブルーノを抱くアンジェロを見つけて、神父は穏おだやかな笑みを浮うかべる。その笑顔に胸の奥がきゅんと絞しぼられた。

　これが「好き」っていうことなのかな、と思った。
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「アンジェロ、つぎのターゲットだ」

　ジャンがひらりと一枚の写真をアンジェロの前に落とした。

　写真には口くち髭ひげをたくわえた中年の男が写っている。

「髪は黒に染めていけよ」

　しばらく前に数件続けて仕事をしたので、最近はのんびりしたものだった。アンジェロの赤毛は目立つし、うわさになると仕事がし辛づらくなる。ときには数か月も間を空け、髪の色を変えて仕事をすることも多かった。

　写真の男を見て、複雑な感情に囚とらわれる。彼にも家族や愛する人がいるのかもしれない。

　それになにより、神父以外の男に触れられると思うと吐はき気がした。

「ジャン……」

　やりたくない。そんなことを思うのは初めてだった。

「ん？」

　ジャンはコーヒーを飲みながら、雑誌のページをめくっている。ジャンは組織と契けい約やくしてアンジェロに仕事をさせるようになって時間ができた。組織との連れん絡らくのため必要に駆かられて勉強し、文字も読めるし計算もできるようになっている。時間に余よ裕ゆうができた最近は本が好きなようで、いろいろな本が机に載のっていた。

「あの……、あのさ……。もうこういう仕事、やめない？」

「は？」

　まるで異国の言葉を聞いたように呆ほうけた顔で、ジャンがこちらを向く。

「普ふ通つうにさ、は、働いて……、パン屋の下働きとか、郵便配達とか、なんでもいいよ。人……、殺したりするの、やめない……？」

「なに言ってんのおまえ、いまさら。そんで雇やとい主に毎日殴なぐられながら小こ銭ぜにもらってひもじい思いして過ごすのか。どうせすぐに体売る生活に逆ぎやく戻もどりだぜ」

　ジャンの言うこともわかる。簡単に想像できる未来に、アンジェロもうなだれるしかない。

　ジャンはアンジェロの肩かたに腕うでを回し、機き嫌げんを取るように額をこすりつけてきた。

「なんかあったのか？　今回の相手に気が乗らねえか？　それとも報ほう酬しゆうが不満か？　なんかあるなら俺から上の人に相談してやるから言ってみな」

　どれでもない。

　自分が暗殺をしていることを神父に知られたくない。過去を消せるわけではないけれど、少なくともこれ以上罪を重ねたくないのだ。

「不満なんかないよ。でももうやりたくない」

「なあ、わがまま言うなよ、頼たのむから。疲つかれたんなら少し休んでもいい。俺から組織にお願いしとくから、今回の相手はパスしてもらう。な、いい子だからやめるなんて言うな」

　アンジェロは唇くちびるを嚙かんだ。

「……もうやめる」

　ジャンは鼻の頭に皺しわを寄せた。

「おい、いい加減にしろよ。俺の立場だってあるんだぜ。楽に暮らせすぎて少しわがままになっちまったか。お仕置きなんて嫌いやだろ」

　ジャンの言葉にカッとして部屋を飛び出した。

「もうぜったいやらないから！」

「ちょ、アンジェロ！　待て！」

　不満に思ったことはなかったが、ジャンは組織と連絡を取ってアンジェロを動かすだけで、自分はほとんど働かない。

　アンジェロの手を引いて連れ出してくれた兄貴分だ。そのことに感謝はしているけれど、もう充じゆう分ぶん恩は返したと思う。自分が嫌なのに、これ以上従う義務はないはずだ。

「待てったら！」

　追いすがってくる声を振ふり切り、アンジェロは夕暮れの町を駆けていった。










　走って、走って、教会へたどり着く。

　すでに日は落ち、うす曇ぐもりだった空はアンジェロが教会に近づくにつれ涙なみだのように雨を落とし始めた。

　神父はいつも裏口の鍵かぎをかけない。ずぶ濡ぬれのままドアノブに手をかけると、一匹ぴきの蛇へびが足もとを横切っていった。

　静かに扉とびらを開けると、アンジェロに気づいたブルーノが足もとにすり寄ってくる。

「ブルーノ」

　すんすんと鼻を鳴らして甘えるブルーノの額を引っかいて撫なでていると、神父が奥から出てくる。

「どうしたアンジェロ、こんな時間に」

　顔を見たら、やっぱりこの人でなければ抱かれたくないと強く思った。

「アンジェロ？」

　神父の手が、雨で冷えたアンジェロの頰ほおを包んで顔を覗のぞき込む。

　自分は泣きそうな顔をしているのだろう。温かい指が目め尻じりをそっと撫でた。

　胸が抉えぐられたように痛い。愛いとしくて、愛しくて、どうしてもこの人の傍そばにいたいと思った。

「神父さま……」

　自分から唇を重ねた。

　軽く押しつけ、それから舌を挿さし入れた。嫌いやがられるだろうかと怯おびえながら、こわごわ口内を探さぐる。

　神父の舌が絡からんできて、嬉うれしくなって口づけを深めた。

　滑なめらかな舌の表面をすり合わせ、きれいに並んだ歯列を舌先でなぞる。ひとつひとつが愛おしくて、上の歯も下の歯も順に確かめた。

　神父の舌がアンジェロの上口こう蓋がいをやさしく撫で、あまりの気持ちよさにうっとりとする。

「ん……」

　抱だきしめあい、舌を絡めあう。まるで恋こい人びと同士のキスだ。

　吐と息いきに紛まぎらせ、神父が囁ささやく。

「愛しているよ……」

　言葉が素す直なおに胸に滲しみた。きっとこれは特別な愛だと信じられた。

　愛してる。多分自分も。

「……おまえは？　私をどう思っているか言ってくれないのか？」

　まだ伝えられない。せめてあんな仕事を辞やめ、神父に顔向けができるようになってから言いたい。

「あのね……、明日あした……。明日、言うから……。全部、ちゃんとしてから……」

　こんなのもう、告白したも同然だ。それでもきちんと、自分なりのけじめをつけてから愛を伝えたい。

　唇を触ふれ合わせたまま、うすく目を開いて視線を合わせた。神父も自分を見つめ返してくれている。思わずほほ笑えめば、神父も頰を緩ゆるませた。

　蕩とろけそうな甘い空気が漂ただよって、胸が苦しいほど幸福感で満たされていく。

（愛してる）

　口に出さなくても伝わったように、目を細めた神父がもう一度唇を触れ合わせた。

　見つめ合い、触れては離はなれる長い長いキスを交かわし、夜中唇を温めあった。










　朝の光はすべてを浄じよう化かしてくれる気がする。

　道みち端ばたに落ちたゴミも壁の落書きも、人も歩いていないような早朝では不思議と汚よごれたものに見えなかった。自分も今ならきれいでいられるんだろうか。

　アパートに戻もどるとジャンの姿はなかった。

　昨日はけんかのようにして飛び出してしまったから、あらためて話をしたい。

　神父にはまた戻ってくるからと言い置いて、ジャンと話をしに一いつ旦たん帰ってきた。

　自分の気持ちは変わらない。いまの仕事を辞め、神父が安心してくれるような仕事に就つきたい。

　ただ待っているのは落ち着かなかったので、手紙を書くことにした。

　覚えた文字はまだたどたどしく下手へたくそで、単語も少なく間ま違ちがっているかもしれないけれど。

　一通は神父へ。

　迷った末、「愛しています。ずっと一いつ緒しよにいたいです」とだけ書いた。

　自分で書いた字じ面づらを読んだだけで顔が赤くなる。でもとても幸せで、好きな人に手紙を書ける幸福を嚙みしめた。小さく折りたたみ、胸のポケットに忍しのばせる。

　もう一通はジャンへ。

　自分の面めん倒どうを見てくれて感謝していること。二人で暮らした日々は楽しかったこと。これからは別々に暮らすだろうけれど、元気でいてほしいこと。

　慣れない手紙はすごく時間がかかった。

　ジャンの机に置いておこうと歩いていき、机の上に載った一冊の本に目を留める。

　なぜか吸い寄せられるようにその本を手に取った。

「伝説……？」

　美しい挿さし絵えとともに、世界各地の伝説や妖よう精せいなどが紹しよう介かいしてある本だった。

　なにげなくページを繰くり──。

「……！」

　人間の上半身に、蛇のような下半身を持つ竜りゆう神じんの姿が描えがかれていた。

　頭の中に洪こう水ずいのように記き憶おくが蘇よみがえる。




　──生まれ変わっても、私を愛してくれるか？

　──どこにいても探し出し、おまえを愛すると約束する。




　これは……この光景は……。

　豊かな銀の髪かみ、金色の瞳ひとみ。完かん璧ぺきに整った顔立ちは冷たく、自分を拒きよ絶ぜつする。けれど奥底では求めてくれていて……。




　──どうかロカ、この口づけを覚えていてくれ……。




「あ……」

　いつも口づけられていた額が温かく熱を持つ。

　ぼろっ、と涙が零こぼれた。

（ヴリトラさま──！）

　竜神と神父の面おも影かげがぴたりと重なる。

　神父だ。あの神父がヴリトラだ。

　自分を探し出し、愛してくれた。記憶が戻るまで待っていてくれた。

　驚おどろきで息が止まるかと思った。うまく呼吸が継つげない。

「……ぅ……」

　ぎゅっと胸むなもとを押さえた。心臓が痛いほど波打っている。

　あまりの衝しよう撃げきに声が出ず、呼吸が苦しくてぱくぱくと唇くちびるを閉じ開きした。

　とにかく戻ろう、神父のところへ。

　全身に汗あせをかき、水の中を歩いているように足がもつれた。早く早くと思うのに、足はちっとも前に進んでくれない。

　かろうじて玄げん関かんまでたどり着いたとき、外からドアが開いた。

「……ジャ……ン……？」

　見たことのない男だった。黒いスーツにサングラス。

　組織の男だ、と直感的にわかった。

　胸に突つきつけられた黒いものがなんだか一いつ瞬しゆんわからなかった。ぴたりと当てられた銃じゆう口こうが火を噴ふき、銃じゆう弾だんが自分を貫つらぬくまで。

　後方に弾はじき飛ばされたアンジェロの体は、テーブルにぶつかって床ゆかにうつぶせに倒たおれた。胸が焼けるように痛い。

「おまえは生かしておくには危険すぎる」

　それだけ言って、男は部屋を出て行った。

　こうなることを全く考えなかったわけではない。組織を抜ぬけるには危険が伴ともなうだろうと思っていた。けれどまさか、こんなに早く──。

「……ヴ……、ごほっ、ぐ、ふ……っ」

　咳せき込んでしまい、呼びかけた名はちゃんと音にならなかった。

（手紙……、せめて手紙を……）

　震ふるえる手で取り出した神父への手紙は銃弾で穴が開き、血で汚れ、読める状態ではなかった。悲しくて、また涙なみだが溢あふれた。

　愛しています、ずっと一緒にいたいです。

　たったそれだけの言葉なのに、伝えることもできない。

　ゆらゆらと記憶がうつろう。

　自分の体が抱いた人間を殺あやめるのは呪しゆをかけられたからだ。竜神の腕うでの中で、二度も息絶えた。ああ、今生も竜神を悲しませてしまう。

　必ず戻ると約束したのに。今朝だって、また戻ってくるからと固く誓ちかってキスをした。

　やっと思い出したのに、どうして。

　──何度転生しても不運に見み舞まわれ、短い生を送ることになろう。淫いん婦ぷの子にはふさわしい罰ばつよ。

　これが淫花の力なのか。自分がなにをした。

（神父さま……、ヴリトラさま……！）

　また忘れるのか。この卑いやしい魂たましいは愛する人を忘れて転生するのか。

　長い刻ときを一人、いつどこに転生するかわからない自分を待ってくれる竜神。

　忘れたくない。せめて愛していると伝えたい。

「……ぃ、……っ」

　最後の力を振ふり絞しぼり、血で汚れた指で床に「愛」という単語を書いた。それが精せい一いつ杯ぱいだった。

　霞かすんでいく視界に神父の穏おだやかな表情が映る。

　──愛いとしい人に手紙を書くこともできる。

　ああ、そうだね神父さま。文字を教えてくれてありがとう。

　心から感謝して、まぶたを閉じた。これを見て伝わるといいと願う。

　朝の光が温かく自分を包む。竜神のキスみたいだ、と思った。

　ブルーノと神父と、家族のように暮らしている画えがまぶたの裏に浮うかぶ。とても幸せで、自然と唇がほほ笑えみの形に刻まれた。

　叶かなうことのなかった幸福な未来の幻まぼろしを見ながら、アンジェロはゆっくりと深い闇やみに堕おちていった。
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　待つだけではだめなのだと悟さとった。

　やさしいだけでは間に合わない。

　これ以上おまえが自分の咎とがでないことで傷ついたり、傷つけられたりするのを見たくない。

　それならいっそ、強ごう引いんにでもおまえを手に入れ、内に囲い、縛しばりつけてしまおう。

　恨うらまれても憎にくまれても、おまえが傷つくよりマシだ。

　だが……、だが……、なぜ思い出してくれない！

　怯おびえていると知りながら身勝手を押しつけて無体を働く自分を厭えん悪おする。なのに止められない。

　おまえと初めて出会った晩に見たときと同じ月に向かい、今日も一人涙なみだを流す。

　愛してほしい、愛してほしい、思い出してほしい──。









　体の奥深くまで突つっ込まれたバイブの動きが変わり、夏なつ季きは腰こしを躍おどらせた。

「ひゃうっ……！　あ……っ！」

　遠く霞かすみ始めていた意識が強引に引き戻もどされる。

「あ……っ、ああっ……、やっ、あっ……、ぃ、ぬい…、抜ぬいてっ、桐生きりゆうさん……っ！」

　うねうねとボディをくねらせるバイブの先がちょうど前ぜん立りつ腺せんに当たっている。

　両手をベッドに括くくりつけられたまま裸はだかの体を跳はねさせる夏季は涙を散らしながら、傍かたわらのソファで酒を飲む桐生に許しを乞こうた。

　脚あしは膝ひざを折った状態で腿ももと脛すねを革かわベルトでぐるりと巻かれ、Ｍ字に開くよう固定されている。局部も秘ひめられた蕾つぼみも晒さらす屈くつ辱じよく的な格好だ。

　硬かたく勃たちあがった陰いん茎けいにはリングプラグが挿そう入にゆうされ、射精は許されない。夏季の性器の横には花のような形の痣あざが赤く浮ういていた。

　もうどれくらい拘こう束そくされているのだろう。大学が夏休みに入ったばかりのいま、明日あしたを気にすることもなく、このまま休みが終わるまでこうされているのではと不安になる。

　もっとも桐生は、夏季に学校があろうがあるまいが気にするような男ではないが。

　自動で動くよう設定された極ごく太ぶとのバイブが、同じ動きに慣れた夏季が意識を飛ばし始める頃ころにまた動き方を変える。

　それでも達してしまえればまだ楽なのに、精道に挿ささったプラグのせいでそれもできない。苦痛と快感の入り混じった感覚が夏季を狂くるわせる。

　桐生はやっと立ち上がり、ベッドの傍らに立って夏季を見下ろした。

　昼の間は頭の形に添そって撫なでつけられている黒い髪かみは、シャワー後の今は頰ほおまで垂れさがっている。そうすると四十代に手が届くであろう桐生の容よう貌ぼうが少し若く見えた。薄うすいガウンの下でたくましい筋肉が盛り上がっているのがわかる。

　髪の間から覗のぞく瞳ひとみが眇すがめられ、桐生は冷たい笑みを浮かべた。

「抜いてぇ……っ！」

　腰が跳ねるたび、これみよがしにリングの先につけられた鈴すずがちりちりと音を立てた。その音が聞こえると、自分はこの男にとって玩具おもちやでしかないのだと思い知らされる。

　だが屈辱よりも、今はこの状態から解放されたい。

「充じゆう分ぶん反省したか、夏季」

　夏季は涙で曇くもる目で桐生を睨にらみあげた。

　なにを反省するというのだ。悪いことなどしていないのに。

「まだそんな反はん抗こう的な目ができるのか。どうやら自分が悪いとわかっていないようだな。このまま朝まで放置されたいか？」

　言いながら、桐生がリングに指を引っかけ軽く持ち上げる。

「ひゃあ、ぅっ……！」

　夏季のつま先がシーツに喰くいこみ、陰茎を吊つり上げられる奇き妙みような感覚につられて腰が浮き上がった。

「もう二度と他ほかの男に色目は使いません、だ。言ってみろ夏季」

「……て、ないっ。してない、そんなこと……っ！」

　桐生の指がリングから離はなされ、夏季はベッドに腰を落とした。そんな刺し激げきにさえ、膨ふくれきった陰茎はびくびくと震ふるえてしまう。

「いつも言っているだろう。男に襲おそわれるような隙すきを作るおまえが悪い。誘さそったも同然だ。だいたいなぜ仕事先に男が入ってきたことを私に隠かくしていた。浮うわ気きしたい気持ちがあったからだろう？」

　違ちがう。

　たしかにバイト先に二十代の男性が入ってきた。けれどとても気弱な人で、まさか襲われそうになるとは思わなかったのだ。夏季的には男としてノーカウントだった。だから桐生に報告することはないと思ったのだ。

「バイトは辞やめさせる。やっぱりおまえは家の中にいるのが似合いだ」

　ああ……、と夏季は心の中でうなだれた。

　それでなくとも桐生にがんじがらめの生活をさせられている夏季が、少しでも息をつける場所だったのに。

　夏季は幼い頃からなぜか男の目を引いてきた。稀まれに見る愛らしい顔立ちはしていたが、それにしても不自然なほどだった。

　男性に話しかけられることはよくあったし、連れ去られそうになったことや悪戯いたずらをされそうになったこともある。そのたびに助けてくれたのはこの桐生だった。

　初めて危ない目に遭あった夏季を偶ぐう然ぜん助けて以来なにかと気にかけてくれ、気づけばいつも側そばにいた。自分も本当に信用して懐なついていたのだ。

　それなのにこの男は……。

「言え。おまえは誰だれのものだ」

　夏季の顔の横に手をついて顔を覗き込んだ桐生が、指の背で夏季の頰を撫でる。

　反抗的な気持ちから思わず顔を逸そらした。それが気に入らなかったらしい。

「この孔あなは誰の専用だと訊きいているんだ」

　ぐい、とバイブをつかまれ、孔を抜き挿しされる。

「ひゃっ、あああうっ、っ、ああっ……！」

　ただでさえ動き回るバイブが、肛こう壁へきをこすりながら移動する感かん触しよくは強きよう烈れつだった。思わず浮かせた腰が前方に突き上がる。

「いっ……、や、やめ……！」

　激しく前後され、すでにぐず濡ぬれのそこがぐちゃぐちゃと音を立てた。

　プラグを挿入されたままの陰茎が左右に揺ゆれる。硬い芯しんを含ふくまされた茎くきをつかまれて力まかせにすり立てられ、視界に火花が散った。

「いいいぃぃぃっ……、いああぁぁぁ──……ッ！　ゆる、ゆるしてぇ……っ、っ、っ！」

　壊こわれた人形のように頭を左右に振ふり立てる。

「答えろ」

「きっ…、桐生さんっ！　きりゅ、さ……、せんよう、の、あなっ……！」

　快楽と痛みが同時に夏季を襲う。

「他の男に色目は使いません、だ」

「つ、つかわな……っ、ほかの、おとこ……、にっ…、いろめ…、つかわな、からぁ……っ！」

　桐生の唇くちびるが満足げに歪ゆがむ。

「はぅっ……」

　ずるっとひと息にバイブが抜かれ、夏季は汗あせばむ背を丸めた。

　はぁ、はぁ、と荒あらい息をつく夏季の前髪をかき上げ、桐生は額に口づける。

「それでいい。おまえは私の言うことだけを聞いていろ」

　夏季の胸にひたひたと絶望と諦てい観かんが満ちていく。結局この男の言うなりになってしまう。

　巨きよ大だいな異物を抜かれた後蕾が口を開いたままひくひくと震えた。さんざん嬲なぶられた肉にく筒づつが熱を持って、じんじんと痺しびれている。

「悔くやしいか？」

　桐生の口もとが楽しげにつり上がった。

　夏季は濡れた瞳に力を集め、桐生を睨みつける。

　悔しい。でも絶対に口には出さない。そんなことをしたら自分が余計みじめになるだけだ。

「おまえのその強情な顔がたまらないんだよ」

　桐生は暗く笑うと、夏季の膝を胸につくほど押し上げた。尻しりが持ち上がり、くぱっと開いた淫いん孔こうが上を向く。

　ガウンを割って出た男根はすでに隆りゆう々りゆうとした硬さを持ち、凶きよう悪あくな角度で天を衝ついていた。

「こ……、このまますんのかよ。ほどいて……、ひっ！」

　ぬぐ…、と切っ先が夏季に潜もぐり込む。

　すでにやわらかくほぐれきっていたそこは、強ごう引いんな侵しん入にゆうを易やす々やすと許してしまう。だがバイブと違って生身の男はひどく熱い。

「あ、あつ……、き、りゅう、さん……、やだ……」

　ぐっと腰を押しつけられ、男の濃こい下生えが皮ひ膚ふをこするほど深くまで吞のみこまされる。

「くるし……、せ、せめて、まえ、の……、とって……」

　リングプラグの鈴が、ちり、とかすかな音を立てた。

「まだお仕置きの途と中ちゆうだ。二度と変な気を起こさないようにな。私が達いくまで抜いてやらないから、せいぜいいい声で啼ないて私を煽あおれ」

「そんな……」

　覆おおいかぶさってきた桐生が、小さな錠じよう剤ざいを口移しで夏季に飲ませる。

「ん……、や……」

　この薬はいやだ。媚び薬やくの類たぐいらしいが、体が敏びん感かんになるのはもちろんのこと、ありえない幻げん覚かくを見てしまうのだ。自分が桐生ではないものとまぐわっているような。

　大たい抵ていは大だい蛇じやか見知らぬ長い銀ぎん髪ぱつの外国人、もしくは体の一部分が蛇へびになった半人半はん獣じゆう。

「んぅ……」

　すぐに体が火ほ照てってくる。

　ただでさえ熱くなっていた体に、あっという間に快楽のうねりが押し寄せる。

「あ……、あ……、ああ…………」

　男を咥くわえこんだ粘ねん膜まくが蠕ぜん動どうし、淫みだらな吸着を始める。動かれてもいないのにぐずぐずと煮にえるように肉が爛ただれ、精を飲みたがってきゅうきゅうと締しめ上げた。

　思考が音もなく崩くずれ落ちていく。

　目の前の傲ごう慢まんな男で脳内が埋うめられていく。

　肌はだが粟あわ立だち、体が触ふれあっている部分が泣きたくなるほど感じた。

「熱いな……、挿いれただけで気持ちいいか」

　乾かわき始めた半開きの唇を舐なめられ、桐生の唾だ液えきで濡らされる。

　媚薬を飲まされた状態で舌を嬲られる感覚が信じられないほどいいことを知っている夏季は、無意識に自分から口を開いて求めた。

　すぐに桐生が侵入してきて、太い舌を絡からませてくる。

「んう……、ふ、う……、ん……」

　すり合わされる舌が甘い。甘あま嚙がみされるだけで下か肢しに快感が滑すべり落ち、漏もらしてしまいそうになるほど感じる。でも蓋ふたをされていて漏らすこともできない。

　陰いん茎けいをふるふると震わせ、後こう腔くうにはまり込んだ雄おすを搾しぼり上げながら、快感の涙なみだを零こぼした。

「き……りゅうさ……、きりゅう、さん……」

　なにも考えられなくなる。

　体中が熱い。頭の中にどろどろと白い膜が垂れ落ちる。

　肌全体が裏返って神経がむき出しになってしまったかのように、ほんの少しの刺激にも強烈に感じてしまう。媚薬で濁にごった思考はただただ達することしか考えられない。

「い……、う……、あん、……あ……、あ、ああ、あ……、ここ、いい……っ」

　正常な感覚を失った夏季は、もはや快楽の奴ど隷れいだった。自分から腰を揺り動かし、最さい奥おうの壁かべをぐりぐりとこすりつける。目を閉じて熱心に快感だけを追う。

　桐生はちっとも動いてくれない。もっと、もっと強い刺激が欲しいのに。

　腫はれ上がったような狭せまい内腔を押し分け、搔かき乱し、こすり上げて欲しいのに！

「はやく、いかせて……っ！」

　もどかしさに泣き叫さけんだ。

　瞬しゆん間かん、ずるっ！　と冷たいものが肌を滑る感触がして、夏季はハッと目を開ける。

「ひ……」

　思わず息が止まった。

　無機質な冷たい目が、自分を見下ろしている。

　つるりとした丸い顔の中でガラスのように光る、蛇へびの目が。

「い……、ひ、いや……」

　いつの間にか夏季と交わっているのは、青白い鱗うろこを持つ大蛇だった。

　脈打つ男根は人間の感触と変わらないまま。

　長い胴どうをくねらせ、夏季の脚あしといわず首といわずぐるぐると巻きついてくる。ひらひらと動く先の割れた舌で唇を舐められ、うす気味悪さに総毛立った。

「いやっ、いやだっ……！」

　これは幻覚なのだ。媚薬が見せる恐ろしい悪夢。

　頭の片かた隅すみではそう思っているのに、実際に夏季の目には本物にしか見えず、触れている鱗はリアルすぎた。何度経験しても異形の生物と交合する恐きよう怖ふは消えない。

「やだっ、やだっ、こわい！　桐生さ……、桐生さん！　やめて……！」

　でも知っている。この悪夢は朝目覚めるまで終わらないことを。

　そして、窒ちつ息そく寸前まで締め上げられながらする異常なセックスが恐ろしく気持ちがよくて、いつしか自分が溺おぼれきってしまうことも。

　それでも泣かずにいられなかった。叫ばずにいられなかった。

「やだあああぁぁぁぁぁ────……っ！」

　暴れる夏季を押さえつけるように大蛇がのしかかる。耳じ孔こうをちろちろと出入りする舌の感触にゾッとする。

（思い出さないか……、まだ……、まだなのか……）

　大蛇が囁ささやいた気がする。

　だがそれも自分の悲鳴にかき消され、よくはわからなかった。

　夏季が体をよじるたび、ちり、ちり、と鈴すずが音を立てる。それだけが唯ゆい一いつ、真実のような気がした。

「ああああっ、ああ、ぅ、あっ、ああぁ……！」

　涙をまき散らしながら、夏季は快楽の渦うずに吞みこまれていった。
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　夏季が桐生の愛人になったのは二年前だった。




　工場が併へい設せつされた、自宅のリビング。衣ころも替がえで夏服に替わったばかりの夏季は、帰宅すると真っ直すぐそこへ向かった。なにか言い争うような声が聞こえたからだ。

「そんなことできるわけないでしょう桐生さん！　あ、あなたは信用できる人だと思っていたのに……！」

　父の声で桐生が責められるのを聞いてどきりとした。しかもなにやら激げき昂こうしている声こわ音ねである。

　桐生とは夏季が幼い頃ころに攫さらわれかけたのを助けてもらって以来、家族ぐるみでつき合ってきた。船せん舶ぱくを中心とした海運産業の社長であるという桐生と、小さな町工場の自分たちとは住む世界が違ちがう。だが桐生はなにかと気にかけてくれ、夏季自身とても懐なついている。

　歳は二回りほど離はなれていたが、仲のいい叔父おじのような気持ちでいたのだ。とにかく大好きで、遊びにきてくれると纏まとわりついて離れないほどに。

　こんな男ひとになりたいと憧あこがれて……いや、もっとはっきり言えば、ほのかな恋心さえ抱いだいていた。

（なにを話してるんだろう？）

　普ふ段だん温おん厚こうな父が、それも桐生に向かって声を荒らげるなど尋じん常じようではない。不ふ穏おんな空気にすぐに入っていくのもためらわれて、ドアの外から聞き耳を立てた。

「ではまさか一家心中でもするつもりだとでも？　夏季と引き換かえに借金をすべて肩かた代がわりすると言っている。悪い話ではないはずだ」

　え？

（おれと引き換えって……）

　母の困こん惑わくした声が聞こえる。

「でも……あの子を愛人にしたいなんて、子どもを売るようなことは……。それに、そもそも夏季は男の子ですよ」

「そんなことは知っている」

　背筋が冷たくなるような低音の声で、桐生が言う。本気だ、と嫌いやでもわかった。

　心臓が大きく跳はねた。

　愛人……？　借金を肩代わり……？

　工場で作った部品に欠けつ陥かんがあり、組み込んだ電子製品がすべて回収、損害賠ばい償しよう請せい求きゆうという事態に陥おちいったことは夏季も知っている。そのことで両親が奔ほん走そうし、夜もろくに眠ねむっていないことも。

　小さな町工場は銀行にも見放され、父はどうやら通常の貸し付けではないところから金を借りたらしい。その額が、もう返済できないほど膨ふくれ上がっているという。取り立ても厳しく、このままでは両親は首をくくるしかない。

　じわじわと、両親と桐生の話が脳に滲しみこんでいった。

　桐生が援えん助じよを申し出ているのだ。夏季を愛人にするという条件と引き換えに。

　気温は暑いくらいなのに、手足が冷えていくような気がした。

　愛人になる？　幼い頃から親しんだ桐生の？　あの厚い体に組み敷しかれ、あられもない喘あえぎを上げる──？

「とにかく断る！　帰ってくれ！」

　大声など出したことのない父が掠かすれた怒ど声せいを上げた。

　ハッとして思わずリビングに飛び込む。

「ま、待ってお父さん……！」

　三人は一いつ斉せいに顔を夏季の方に向けた。

　小こ柄がらな両親に向かい合う位置で、桐生はソファに腰こしかけている。見慣れた光景のはずなのに、狭い自宅に大柄な桐生の姿は今日はものすごく威い圧あつ感かんがあるように感じた。

「夏季……」

　両親が憔しよう悴すいした顔で夏季を見る。

　学生服を着たままの夏季は、ごくりとのどを鳴らした。桐生はにこりともしない。

「桐生さん……、今の話……」

「聞いてたのか、ちょうどいい。おまえが選べ。無む理り強じいはしない」

「やめてくれ桐生さん！」

　父が悲痛に叫ぶ。

「待って！　ちょっと……、ちょっと考えさせて……！」

　自分が桐生の愛人になる。そうすれば両親と工場は助かる。

　実感が湧わかなかった。だがやせ細り青白い顔をした両親を前に、断るという選せん択たく肢しなどあろうはずもない。このままでは本当に一家心中の道もあり得るのだ。

　父を見て、母を見て、最後に桐生に目を留めた。

「……ひとつだけ聞いていい？　どうしておれを？」

　視線が交わり、体の芯しんに電流のようなものが走り抜ぬける。強い眼光に貫つらぬかれた気がした。

「ずっと前からおまえを手に入れたかった」

　その言葉は、夏季を真っ暗な穴に吞のみこんでいくようだった。

　幼い頃から男たちに襲おそわれそうになってきた。そのたびに助けてくれた桐生も、夏季を狙ねらっていたとは！

　桐生の視線が、蛇のように全身に絡からみつく心持ちがした。

　自分のものにするために近くでチャンスを窺うかがっていたのか。桐生だけは違うと思っていたのに。

　裏切られた痛みが胸に広がっていく。信しん頼らいしていた分だけ、目の前の男が憎にくくなった。淡あわい恋心は粉々に砕くだけ散った。

　それでも。

「おねがい……します……」

　奥歯を嚙かみしめながら、それだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　悔くやしくて泣きそうになる顔を見られたくなくて頭を下げる。夏季を無ぶ遠えん慮りよに眺ながめた桐生が、立ち上がって腕うでをつかんだ。

「では早さつ速そくもらっていくぞ。生活に必要なものはこちらで用意する。借金はすべて片をつけておくから心配するな」




　以来、夏季は桐生の監かん視し下で生活を共にしている。

　桐生は独どく占せん欲よくが強く、夏季から目を離したがらない。夏季が男を引き寄せるという性質のためか、他ほかの男と接せつ触しよくすることを禁じられ、通学も専用の車と女性運転手がつけられた。通いの家政婦も祖母のような年ねん齢れいだ。

　アルバイトなどもってのほかで、部活動すら辞やめさせられた。授業が終わればすぐに家に連れ帰られる。

　それでも大学に入ったのを機に、どうしても外でバイトがしたいと桐生に頼たのみ込み、女性しかいない小さな事務所で働けることになった。平日の週に三日、放課後のほんの数時間だが、夏季にとっては息抜きになる時間だった。

　それなのに新しく入った男性に襲われそうになるなんて。桐生は二度と夏季のバイトを許してくれないだろう。

　つき合いの悪い夏季はろくに友人も作れず、今まで通り大学と家を往復するだけの日々を送ることになる。大学の夏休みが終わるまでは、桐生のつき添そいなくしては一歩も外に出してもらえないかもしれない。

　逃にげることなど考えないけれど、もう少し自由が欲しい。

　せめて夏季のことをもっと信じてくれたなら──。










　月の光がまぶしくて目が覚めた。

　カーテンが開いたままになっており、満月の光が煌こう々こうと室内を照らしている。

「ごほっ、ぅ……」

　のどが痛くて咳せき込んだ。

　媚び薬やくを使われたあとはいつもこうだ。叫さけび、喘ぎすぎて声が嗄しわがれる。

　気を失うまで感じさせられ、いつもは朝まで目覚めないのだけれど、今夜はめずらしく夜半に起きてしまった。体が媚薬に慣れてきているのかもしれない。

　夏季が意に沿わぬことをすれば容よう赦しやなく仕置きを与あたえるけれど、基本的に桐生はベッドでは甘やかしてくれる。初めて体を開かれたときも、夏季が怯おびえないよう、焦じれるほど時間をかけて慣らしてくれたほどだ。

　だがどちらにしろ彼の所有物だと思うと心を預ける気にはなれない。こうやって凌りよう辱じよくされるとその気持ちはますます強くなった。

　桐生の姿はもうなかった。私室は分かれているので、自分の部屋に戻もどったのだろう。

　なにか飲もうと起き上がり、凌辱の余よ韻いんでふらつく足でキッチンに向かう。

　桐生と夏季が暮らす家は都心郊こう外がいにあり、二人で使うには敷しき地ちがいささか大きすぎる。広い庭にはプールや庭園があり、金に糸目をつけない贅ぜい沢たくな作りだ。桐生は海運産業という仕事柄からか、水関係のものを特に好む。

　家の中には大きな水すい槽そうや、庭にはプール以外に噴ふん水すいや鯉こいの泳ぐ池もあった。

　夏季がリビングを通りかかると、掃はき出し窓から直接出られるようになっているプールサイドに、桐生が佇たたずんでいるのが見えた。ガウンのまま月を見上げている。

　窓まど際ぎわまで近づき、観葉植物の陰かげからそっと外を覗のぞく。桐生の横顔を見てどきりとした。

（泣いてる──！）

　銀色の糸のような涙なみだを零こぼしていた桐生は、やがて下を向き、両手で顔を覆おおった。嗚お咽えつをこらえるように肩かたを震ふるわせている。

　心臓がばくばくした。

　どうしよう。いけないものを見てしまった気がする。

　桐生の弱っている姿なんて初めてだ。いつも自信たっぷりな言動を隠かくしもしない男である。

　驚おどろくほど胸が痛んだ。思わず心臓の上を手のひらで押さえる。

　なにがあったのだろう。

　自分が出て行っていいものか。泣いている理由を話してくれなんて思わないけれど、側そばにいて少しでも慰なぐさめられたら──。

　そこまで思ってハッとした。

（慰めたい……？）

　自分の気持ちに動どう揺ようした。今しがたあんなことをされたばかりなのに。

　桐生には玩具おもちやか、せいぜいペット扱あつかいされている身だ。囲われ者として自由を奪うばわれ、さっきみたいに難なん癖くせのように理由をつけて無体を働かれることもある。憎く思いこそすれ、心配なんてしてやる義理はない。

　でも……。

　桐生はあまりに悲しげで辛つらそうだ。知り合って十年以上経たち、二年も一いつ緒しよに暮らしていて、こんな彼を知らない。手のひらがじっとりと汗あせばんだ。

　どうしても見過ごす気にならず、一歩足を踏ふみ出したときだった。

　桐生が顔を上げ、ガウンを脱ぬぎ捨ててプールの縁ふちに立つ。見る間に髪かみの色が変わり、地面につくほど長く伸のびていった。

「……！」

　声を出してしまわなかったのが不思議なほど驚いた。思わず手のひらで口を覆う。

　桐生は銀色の髪を波打たせ、もう一度月を見上げる。下半身が蛇のごとく長く尾おを引いていることに気づいた。

　幻げん覚かくで見る半人半はん獣じゆうだ。心臓がどくりと波打った。

　まさか……、まさか……。

　桐生はするりとプールに滑すべり込むと、水の中に姿を消した。ややして水面に顔を出したのは、白い鱗うろこをきらめかせる大だい蛇じやだった。

「……うそ」

　夢ではなかろうか。

　目をこすったり、自分で頰ほおを叩たたいたりした。夢ではない、絶対に目が覚めている。

　頭の中がぐるぐるした。

　媚薬による幻覚だと思っていたのは、桐生の真の姿だった？　自分はいままで知らずに異形と交わっていたのか？

　思わず自分を抱だきしめた。恐きよう怖ふより、なぜか痛いほどの切なさが身を焼き焦こがす。

　なにかを思い出しかける。けれどそれがなんなのかわからない。

　どくり、どくりと、心臓が奇き妙みような鼓こ動どうを刻む。

「いた……」

　急に頭がズキズキとした。記き憶おくの殻からを破ってなにかが生まれてきそうな……。

　だめだ、桐生の姿を見ていられない。

　こんな非現実的なことが夢ならいいと思いつつ、リビングボードの引き出しからペンを取り出し、手のひらに小さく星のマークを描かいた。朝起きてこの印があれば夢ではない証しよう拠こになる。

　怖こわさ半分、期待半分で手のひらを見つめ、夏季はふらふらとベッドへと戻った。
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「おかえりなさい、桐生さん」

　翌晩、仕事から帰ってきた桐生がリビングのソファに座ったところで声をかけた。

　心臓が早はや鐘がねを打っている。

　あのあと眠ねむれもしなかったから夢ではないとわかっていたが、手のひらに星のマークは残っていた。

　桐生はいつも通り尊大な視線で夏季を見る。ロボットのように冷たく見えるこの顔が昨夜は泣いていたかと思うと、夏季の胸の奥がずき、と痛んだ。

　夏季が愛人になってからほとんど笑わなくなったせいで、もともと表情が豊かとはいえなかった桐生もさらに態度が冷たくなった。だがどれだけ冷めた間あいだ柄がらであろうと、一緒に暮らしていればそれなりの情は湧わく。それに二年前まではとても懐なついていたのだ。

　座る桐生の前に立ち、少しためらってから、そっと屈かがみこんで口づけた。

「……どうした」

　命令されもしないのに夏季からキスをするのは初めてだった。桐生の口調に動揺は見られないが、意外に思ったようだ。

「キスしたくなったから」

　桐生が異形だと知っても、恐怖は感じなかった。むしろ昼の間は、プールで見た姿を思い出すと懐かしさが込み上げて、また見たいと思った。

　この想おもいはどこから溢あふれてくるのだろう。

　もう一度唇くちびるを重ね、桐生の頰から首筋に唇を押しつけていく。男らしい汗の匂においに強く欲情した。

　スーツのジャケットは脱いでいるものの、ネクタイはきっちりと締しめたままだ。

　着衣のままでもいいが、桐生の肌はだが見たい。シャツの下ではあの大蛇と同じように白い鱗が波打っているのではないかと、ふと思った。

　普ふ段だんは桐生がさっさと脱いでしまうから、夏季は慣れない手つきで不器用にネクタイを弛ゆるめる。ネクタイを外すという行こう為いが、とてもいやらしいことをしているようで顔が熱くなった。

　シュッと音がしてネクタイを抜ぬき取ったときは、自分が桐生を脱がせているのだと妙な興奮に包まれた。

　ひとつひとつボタンを外してシャツを開くと、象ぞう牙げ色の滑なめらかな皮ひ膚ふが現れる。鱗じゃないんだと思いながら吸い寄せられるように唇を寄せ、赤い痕あとを散らした。　>>>♥

　キスマークをつけるのも初めてだ。つけられたことはあるけれど。

　自分の所有の証あかしのようで、くすぐったい喜びが湧き上がってくる。

「桐生さん……」

　うわごとのように名を呼びながら、桐生の服を剝はいでいく。

　絨じゆう毯たんに両りよう膝ひざをついてベルトを外し、トラウザーの前を寛くつろげた。下着を通してすでに昂たかぶり始めた桐生の男根に口づける。

　雄おすの匂いがいっそう強く香かおり、夏季の下腹がじゅん、と濡ぬれた。

　下着越ごしに男根を甘あま嚙がみする。仔こ猫ねこのようにかぷかぷと何度も歯を立てると、それはたちまち硬こう度どを増した。

　下着をずらすと、黒々とした下生えの中から、存在感のある雄が半勃だちで飛び出す。

「シャワーを浴びてないぞ」

「いいよ」

　逆に桐生の匂いが濃こくて興奮する。

　彼は夏季に不衛生なことを強要しない。互たがいに体の汚よごれをきれいに落とし、きちんと準備をしてから夏季を抱く。

　初めはその準備が恥はずかしくて仕方なかったけれど、大事にされてるんだ、といまさら気づいた。胸の奥が甘く引き攣つれ、泣きたいような気持ちになる。

　涙を見てしまったから同情しているだけなのだと思った。なのに……。

「ふ……、うん……」

　いままでこんなに愛いとしいと感じながら口こう淫いんをしたことがあったろうか。

　いつもいやいや口にしていた。舌ぜつ戯ぎを仕込まれ、上手にエクスタシーに導けるようになっても、心の中では拒きよ絶ぜつしながらだった。

　それなのに、今日はとても奉ほう仕ししたい気持ちになっている。目を閉じれば、まぶたの裏に涙を流していた桐生の姿が浮うかぶ。

　桐生の好きな順番と、桐生の好きな強さで。彼を慰めてあげたい。砕くだけ散ったはずの恋心が、きらきらと光の粒つぶのように胸に降り注ぐ。

　雁かり首くびの張り出しを輪にした指で刺し激げきしながら、裏筋を丁てい寧ねいに舐なめ上げる。先せん端たんの孔あなから滲にじむ体液を指の腹を使ってくるくると亀き頭とう全体に塗ぬり広げ、ときおり蜜みつ口ぐちに爪つめを立てた。そのたびびくんと震える桐生の分身を、とても可愛かわいく思う。

　肉にく茎けいの根もとから強い力で扱しごき、溢れる蜜液を舐めつくすように先端を唇で覆い、きつく吸い上げた。

「夏季……」

　掠かすれる桐生の声が、感じてくれてるんだとわかって嬉うれしい。夏季の頭を撫なでる手が大きくて温かくて安心する。

　ちゅぽ、ちゅぷ……、と音が立つのが恥ずかしくて耳が熱くなった。その耳じ朶だを桐生の指で挟はさんで弄もてあそばれると、くすぐったさで肩を竦すくめてしまう。

　雄を口に含ふくんだまま欲情で目の縁を赤く染めながら見上げれば、やはり獣欲に濡れた桐生と視線が絡からんだ。

「ベッドに行くか」

「ここでしたい……」

　ベッドまでなんて待てない。

　夏季は下着ごと下した穿ばきを脱ぎ捨て、桐生の腿ももを跨またいで膝でソファに乗り上がった。

「準備は？」

　後腔をほぐしてあるのかと聞かれているのだ。

　自分でしてみせろと命令されなければ、大たい抵ていは桐生がしてくれる。互いの性器を愛あい撫ぶする形を取って、唾だ液えきやローションで濡らして充じゆう分ぶんに拡ひろがるまで。

「……さっき自分でした」

　自じ慰いの告白のようで恥ずかしかったが、桐生は安心したようだ。

　いつもソファでするときは後ろから抱きしめられる形で突つき上げられる。でも今日は互いの快感に濡れる表情を見つめ合いながらしたい。

　下を向けば、自分のシャツを押し上げた陰いん茎けいの先端から滲む体液で布に小さな染しみができていて、羞しゆう恥ちで頰を染めた。

　シャツの裾すそをめくると若い雄は弾はじけるように飛び出し、桐生の先端とぶつかる。かすかに感じ取った体温に、陰茎が痛いほどズキズキと張りつめた。

　片手を桐生の肩かたに置き、もう片方の手で太い肉茎を支えて自分の秘所にあてがう。

「ん……っ！」

　ズッ、と腰こしを落とし、先端を吞のみこむ。

　あとは自重でゆっくりと収めていった。巨きよ大だいな雄が肉にく壁へきを割り進む感かん触しよくに背がしなる。

「あ……、ああ…………」

　反り返っていく腰を、たくましい桐生の腕うでが支えた。夏季からの初めての自発的な愛撫に感じてくれたのか、桐生の雄も通常より昂っている。

　桐生の手が夏季のシャツの中に潜もぐり込み、直接乳ち首くびを弾はじかれてぎゅっと雄を締めつけてしまう。桐生の口から熱い息が漏もれた。

「んっ……、ん……」

　怖いぐらい奥まで届いた楔くさびが、どくどくと脈打っているのを粘ねん膜まくで感じる。ともすれば力が抜けそうになる脚あしを叱しつ咤たし、硬かたい雄肉をやわらかい粘膜で扱き始めた。

「ああ……、う…、ん、んあ……、っ」

　両腕を桐生の首に回して縋すがり、夢中で腰を上下する。

　温めたい。慰なぐさめたい。

　どんな悲しいことがあったのかわからないが、少しでも自分が癒いやしてあげられたら──。

「き……りゅうさ……ん、きりゅ、……さん……」

　目を閉じて快感に集中する夏季の耳に、桐生の唇が触ふれる。ぞくりとした瞬しゆん間かん、艶つやのある低音が耳に吹ふきこまれた。

「なにが欲しいんだ？」

　言葉の意味がわからず、思わず目を開けて桐生を見た。

「え……？」

「なにか欲しいものがあるんだろう？　なんでも買ってやるから言ってみろ」

　胸を刃は物もので抉えぐられるような気がした。

　まさか夏季が金品をねだりたくて媚こびを売っているのだと、桐生に思われた？

「ち……がうよ……。やめて、そんなこと言うの……」

　桐生の目に蔑さげすみはないが、夏季がそういうことをするのが当たり前と思われたことにショックを受けた。これまで一度だってものをねだったことなどないのに。

「違ちがうのか。ではどうして急にこんな？」

　二年も一いつ緒しよに暮らしていても、金目当てとしか思われていないのか。

　たしかに可愛い愛人ではなかったかもしれない。甘えもせず、媚も売らず。でもだからといって──。

　こみ上げる痛みと悲しみで涙なみだが滲んだ。

　子どもの頃ころから知っているくせに。

「ひどい……。おれだって傷つくよ、桐生さん……」

　初めて桐生が困こん惑わくした表情をする。かすかに眉まゆを寄せ、大きな手のひらで夏季の頰ほおを包んで親指で目め尻じりをぬぐった。

「泣くな。悪かった」

　泣き顔を見られたくなくて、桐生の肩に額をつける。それでもぐすぐす鳴る鼻と震ふるえる肩は止められない。

　桐生は夏季の背を撫でながら、首筋にキスを落とした。

「悪かった。おまえから来てくれるのは初めてだから、どう思っていいかわからなかった。おまえはもっと私に甘えていいんだ。物以外でもいい、して欲しいことでもなんでもねだって甘えていいんだ。だから……」

　泣くな、と夏季の顔をあげさせ、視線を合わせる。あまりにやさしい瞳ひとみに胸の中が温かくなっていった。

　この人はいつもこんな目で夏季を見ていたんだろうか。自分が心を寄せなかったから気づかなかっただけ？

　そういえば、愛人になる前の桐生は無口だけれどやさしかった。拒絶の気持ちが大きくて、すっかり忘れてしまっていたけれど。

　ずっと心を近づけまいとしてきた。しょせん彼は自分を金で買った男だと、夏季を玩具おもちやとして飼っているだけなのだと思ってきたから。

　懐なついていた分だけ裏切られた気持ちは大きかった。

　どうせ飽あきたら捨てられるなら、最初から心を許したりしない。どんなに束そく縛ばくされてもやさしく抱だかれても、所有物に対する扱あつかいだと信じていた。

　でも桐生も甘えて欲しかったのかもしれない。

「桐生さんは……、おれのことどう思ってんの」

　無む性しように聞いてみたくなった。

「どう、とは？」

「ただの愛人？　それともペットかおもちゃ？　少しは……好き？」

「嫌きらいだったら傍そばにはおかない」

　それはそうだ。桐生の立場なら愛人などよりどりみどりで、嫌いなら夏季にこだわる必要はない。

　夏季がもの足りない顔をしたのが伝わったのか、桐生の瞳が深い色を帯びる。夏季の唇くちびるを親指でなぞり、少しだけためらったあと──。

「愛している、と言ったら信じるか？」

　どくん！　と心臓が鳴った。

　突とつ然ぜん体の奥底から震えがこみ上げ、桐生を咥くわえこんだ肉にく洞どうが痙けい攣れんした。なにか熱いものがせり上がってくる。

　──愛している。

　そんな言葉は聞いたことがないのに、どこか奥の方に刻みつけられている気がする。どうしてだろう。気持ちが、心が、揺ゆれて止まらない。

　涙が零こぼれ、どうしていいかわからなくなって桐生の首筋に縋りついた。

　信じるかと問われれば、信じられない。でも……、でも……。

「……して。抱いて……」

　たまらなく、桐生がほしい。

　自分が慰めようと思ったのに、桐生に動いてほしいとねだってしまった。

　桐生は夏季の涙を唇でぬぐい、そのままキスをしてから両手で腰骨をつかんだ。

「あ……」

　ゆったりと腰を回され、奥をこねられて甘い喜びが湧わき上がってくる。

「桐生さん……、桐生さん……」

　いつになく名を呼びながら甘えた。無む邪じや気きに懐いていた子どもの頃に戻もどったようだった。

　溢あふれるほどの愛いとしさがこみ上げてくる。体の深い部分が、桐生を求めて腕を伸のばしている。

「桐生さん……！」

　わけもわからず、感じて泣いた。

　突き上げられるたび、夏季の中にあるなにか硬い殻からのようなものを内側から叩たたかれるみたいな感覚。

　なにか思い出しそうなのに……なにか……。あと少し……。

「き……りゅ……さん……」

「……なんだ」

　誘さそうように唇をうすく開いた桐生のすべてが知りたくなった。

「桐生さんの……、ほんとう、の……、姿が、見たい……」

　桐生は動きを止め、言っている意味がわからないという表情をした。

　夏季は乱れた息を零す唇をきゅっと嚙かみ、桐生に触れるだけのキスをした。

「見たんだ昨日、プールで。桐生さんが髪かみの長い男になって、それから蛇へびになるとこ」

　桐生が瞠どう目もくする。緊きん張ちようを露あらわにした桐生を、宥なだめるように首筋に縋った。

「おれ、怖こわくないよ。その証しよう拠こにほら、今だって桐生さんに抱かれてる。びっくりはしたけど、きれいだと思った。おれがずっと薬の幻げん覚かくだと思ってたの、違ったんだ。ね、見せて。桐生さんのこと、もっと教えて」

　自分で言っていて納なつ得とくした。知りたかったのだ、桐生のことを。

　桐生のためらいが手に取るようにわかった。もう一度、キスをする。

「桐生さんのこと、知りたいよ」

　自分が一緒にいるこの人は誰だれなんだろう。人間ではないこの人が、どうして夏季に執しゆう着ちやくするんだろう。

「桐生さんは何者で、おれは桐生さんのなんなの？」

「夏季」

　見つめ合ううちに、瞳に吸い込まれそうになる。

　催さい眠みん術にかかったようにしばらく意識がぼんやりとして────気づけば、金色の瞳を覗のぞき込んでいた。

　切れ上がったまなじりと、きれいな形の鼻筋。男らしく精せい悍かんな顔立ちは桐生のものなのに、流れ落ちる銀の髪と金の瞳の色合いが不思議だった。

　これが、本当の桐生。

　夏季の心の殻に、大きなひびができる。今にも二つに割れて、中からなにかが顔を出しそうだ。

「……我が土地を離はなれてしまえば、私にはさしたる力はない。離れれば離れるほど力は弱くなる。せいぜいがところ人間に擬ぎ態たいし、おまえの魂たましいの匂においをたどる程度しか」

「魂の匂い？」

「転生前のおまえの魂に、目印として私の鱗うろこの匂いをつけた。おまえは私の……、想おもい人の、生まれ変わりだ……」

　生まれ変わりという単語が、なんの抵てい抗こうもなくすとんと受け入れられた。自分の中で感じていた違い和わ感かんや既き視し感かんが、ぴたりと当てはまる。

　だが想い人、と言う前に多少の間があったのが気になった。

「恋こい人びとじゃないんだ」

　異形である桐生が、切なげな顔をしながら夏季の髪を撫なでる。

「どうだろうな。最さい期ごに私を恋人と思ってくれたかどうか……」

「好き合ってたなら恋人じゃないの？」

「そう思ってくれるか？」

　真しん摯しな瞳で尋たずねられ、どきりとした。

　そうだ、桐生にとっては自分こそがその相手なのだ。

　夏季は居い心ごこ地ち悪く、もじもじと体を揺ゆらした。

「わかん……ないよ、ごめん……」

　桐生が悲しげにほほ笑えむ。見ているこちらが苦しくなるような笑みだった。

「でも……」

　桐生の手を導き、夏季の心臓の上に当てさせる。自分の手を重ね、鼓こ動どうを感じさせた。

「わかる？　すごいどきどきしてる。今日ずっと考えてた。おれ、桐生さんのこと好きなのかも。泣いてるの見て慰なぐさめたいって思って、桐生さんが人間じゃなくても怖くないなって」

　金色の瞳がかすかに揺れる。

「して。そのままの姿で。本当の桐生さんと……、あ、桐生さんの名前、本物？　本当の名前ある？」

　桐生の目が切なげに細められた。

　と思った瞬しゆん間かん、嚙みつくように口づけられる。

「ヴリトラ……！」

　迸ほとばしるように告げられた名に、魂が揺れた、と感じた。

　硬かたい殻が崩くずれ、中からなにかが顔を出すイメージが頭に浮うかぶ。

「あ……っ！」

　同時にきつく抱だきしめられ、激しく突つき上げられる。

「あ、あ……、ああああ……っ、あああ──……っっ！」

「ロカ……、ロカ……！　愛している、ロカ……！」

「やあああぁっ──！　あ、あああっ……！」

　濁だく流りゆうのように記き憶おくが蘇よみがえってくる。渦うずを巻いて、脳内をあらゆる映像が駆かけ巡めぐった。




　──これよりおまえは何度転生しても不運に見み舞まわれ、短い生を送ることになろう。

　男と不運を呼び寄せる淫いん花かがつけられた。

　──生まれ変わっても、私を愛してくれるか？　つぎこそ私もおまえの心に応こたえると誓ちかう。

　悲しまないでほしい。生まれ変わっても、必ず思い出して愛するから。

　──逃にげますか、どこか遠くへ。誰も知らない場所へ行って暮らしますか。

　黒髪のアルラーン。あれは彼の心からの願いだったのだ。

　──愛しているよ、アンジェロ。

　神父さま、最期にひと目会いたかった。愛していると伝えたかった。冷たくなった自分を見て泣いただろうか。ブルーノは最期まで可愛かわいがってもらえたんだろうか。せめて床ゆかに書いた愛の文字にだけでも気づいていたらいいのに。




　どの生でも。

　竜りゆう神じんは姿を変え、自分の傍にいた。

　ロカの魂を宿した体を見つけ出し、記憶が戻るのを待ち、再び失ってどれだけ落らく胆たんしてまた彷徨さまよったんだろう。

　胸が痛い、痛い。壊こわれそうだ。

　でも自分よりも、竜神の痛みの方がずっと深い。

「桐生さん……、ヴリトラ……さま……」

　竜神の名を呼ぶのが不思議な感じがした。初めてなのに、懐なつかしい。自分の口を借りてロカがしゃべっているみたいだった。

　竜神の目から涙なみだがしたたり落ちる。

「夏季……、ロカ……！」

　唇を貪むさぼられれば幸福に包まれた。キスを通して竜神の喜びが流れ込んでくる。

「愛している……！」

「ん……」

　愛情が溢れてくる。

　この気持ちはロカのものなんだろうか。ロカと、リーアムと、アンジェロの。

「あぁ、ん……、ふ……、ああ…………」

　自分であって自分ではない。不思議な感覚だった。

　それぞれの恋が混じり合って、魂の恋人をとてつもなく愛おしく感じながら、夏季は精を噴ふき上げた。




　　　＊




　夏季が出かけるときは必ず桐生に許可を取らなければならない。

　どんな用事でどこへ行くのか、何時に戻るのか。

　もちろんＧＰＳつきの携けい帯たいを持たされるし、桐生からの連れん絡らくは確実につくようにしておく。

　それでも大抵どこへ行くにも送り迎むかえがつくし、場合によってはボディガードのような腕うでの立つ女性がついてくることもある。単独での行動はほとんど許されない。

　必要なものは家にいながら桐生がなんでも用意してしまうから買い物に出ることはなく、ひとりで観みる映画も味気なくてすぐに止やめてしまった。

　そうまでして愛人の行動を監かん視ししたいのかと以前は息苦しく感じていたけれど、すべては夏季のためを思ってだということがわかってからは、むしろ束そく縛ばくを嬉うれしく感じる。

　呪しゆを刻まれた夏季を抱く男がいたら命を失ったはずである。そうしたら夏季はとても傷つく。悪ければ心を壊してしまったかもしれない。

　だから桐生は力ずくで夏季を縛しばりつけていた。自分が呪のろわれた身であると知ったショックは大きいが、そのぶん桐生の存在が嬉しい。

　そして最近は。

「桐生さん、水族館に行こうよ」

「今日か」

「うん」

　桐生が休みの日は、ときどき夏季が誘さそって一いつ緒しよに出かけるようになった。桐生の運転であちこち連れて行ってもらう。

　記憶が戻もどる前は桐生と外で過ごしたことは二年の間ほとんどない。食事に連れ出されることはあったけれど、デートなどという甘い雰ふん囲い気きのものではなく、夏季にとっては愛人の務めのひとつに過ぎなかった。

「特別展示のカエルがいるんだって」

　パンフレットを見ながらぶらぶらと館内を見て回る。普ふ通つうの恋人同士のような時間がくすぐったかった。

　人前で肩かたや腰こしを抱いてくることはないが、常に桐生の体温を近くに感じる。

「のど渇かわいちゃったな。飲みもの買ってくるから、桐生さんは座って待ってて」

「私も行く」

　ほんの片時でも夏季から目を離はなそうとしない。

　前はいやでいやで仕方なかったこの束縛が、もう夏季の中で別の意味を持っている。愛されていると思うと頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　二人でとある水すい槽そうの前で足を止めた。ミニチュアの古代神しん殿でんのような置物に苔こけを生やし、水に沈しずんだ文明を模した作りをしている。

　ゆらゆらと水草が揺れる間に、神殿のすき間に、数匹ひきの水みず蛇へびが絡からまり合ってじっとしていた。竜神の棲すみ処かを思い出す。桐生も同じようだった。

　桐生は懐かしげなまなざしをする。彼にしてみれば竜神の故郷を遠く離れ、寂さびしいに違ちがいない。

　桐生が夏季に一緒に水みな底そこに帰ろうと持ちかけたことはない。誘われたら、自分は行くだろうか。

「元の棲み処に帰りたい？」

　自分だったらの仮定もわからないくせに、こんなことを聞くのはどうかなとも思う。

　桐生は小さくほほ笑んで、夏季の頭をくしゃりと撫でた。

「おまえのいる場所が私のいたい場所だ」

　きゅん、と胸が鳴った。

　言葉が、気持ちが甘くて、喜びで胸がいっぱいになる。

　途と端たんに、あの水底の神殿に帰りたくなった。

　ずっと二人だけで過ごしたい。誰だれにも邪じや魔まされず、昼も夜もわからない中でひたすら体を繫つなげて桐生と愛し合えたら──そんなことを考えたら、すごく桐生が欲しくなってしまった。

　目もとに朱しゆを刷はきながら桐生のシャツの裾すそを引っ張る。

「えっと……もう帰りたい」

　やたらと赤面して、早足でその場を離れた。

　車に戻り、桐生を見られなくて窓の方を向く。

「ご……、ごめん、急にわがまま言って」

　はしたなくも、もう体が反応してきてしまっている。

　桐生の長い指が夏季の頰を撫なでた。そんな小さな熱に心臓がびっくりしてしまう。

「私を欲しいと思ってくれたんだろう？　そんなわがままなら大だい歓かん迎げいだ」

　なにも言わなくても伝わっているのが恥はずかしくも嬉しい。

　桐生は慈じ愛あいと喜びの混じった目で夏季を見ていた。










　ひとしきり汗あせをかき、二人でベッドに沈みこむ。

　もっともっとと求める夏季に、桐生は際限のない体力で応え続けてくれた。

「足りないか？」

　夏季の前まえ髪がみを弄いじりながら桐生が問う。

「もういっぱい。これ以上できないよ」

　桐生はほほ笑えむと、一度目を閉じ、再び開けた。

　金色の瞳ひとみが夏季を見つめていた。長い銀色の髪がベッドに広がり、白く輝かがやく竜神の体を覆おおって優美な魚のように見せる。

「元の姿でいる方が楽？」

「おまえが嫌いやなら戻らない」

「ううん、すごくきれい。どっちも好きだよ。桐生さんがその方が楽なら二人のときはそれでいて」

　竜神の姿に戻った桐生は、愛いとしげに夏季の髪を撫でた。

「もしもおまえが嫌でなかったら、二人のときはヴリトラと呼んでほしい」

「ヴリトラ……さま？」

　誰かをさまづけで呼ぶことなどなかったので呼び慣れない。桐生が夏季に甘えるようなことを言うのは初めてなのでぜひ叶かなえてやりたいが、やはり違い和わ感かんがある。

「呼び捨てで構わん」

　夏季の言いにくさを理解してか、竜神はそう言ってくれた。

　正直、めったに会わない貴人やバイト先での客ならともかく、敬語を使うこともなく一緒に暮らしてきた桐生だと思うとさまづけは呼びにくいことこの上ない。ロカの記き憶おくが残っていても、こういうところは現代日本で生まれ育った夏季自身なのだなと思った。

「ヴリトラ」

　これはこれで失礼な気にもなる。かといって容姿的にさんづけも微び妙みような気がするので、もう割り切って呼び捨てしよう。恋こい人びとだったら他人行ぎよう儀ぎでなくてもいいはずだ。

「もう一度」

「ヴリトラ」

　夏季が名を呼ぶと、竜りゆう神じんはとても嬉しそうな顔をした。夏季に覆いかぶさってキスをする。

　角度を変えて何度も唇くちびるをついばみ、夏季が舌を差し出すとやさしくからめ合わせた。

　舌を解いてからも顔中にキスを降らせ、前髪をかき上げて額にも唇を落とす。その仕草がとても愛しげで、くすぐったいほど恥ずかしくなった。

　いつの生でも、額へのキスは竜神の愛情の表れだった。

「今生は早い時期におまえを見つけられてよかった。ずっとおまえを見守っていた」

「うん……。ありがとう」

　慈いつくしむようなまなざしで見つめられ、体の芯しんがむず痒がゆくなる。陰かげからずっと見守っていてくれた。

　あらためて夏季の中に華はなやかな愛情が広がる。近くで見つめ、夏季が育つのを待っていてくれたのだ。

　だが竜神は夏季の髪をゆっくり撫でながら、罪の告白をするように重い口調でぽつぽつと語り始めた。

「今生こそ早かったが……」

　竜神は転生したロカを簡単に見つけられるわけではない。自我が芽生え、魂たましいが形を作り出すと匂においが強くなる。彼はそれをたどってロカの魂を探すのだという。

　魂には殻からがあり、無理に壊こわすと中の魂を傷つけてしまうらしい。殻の厚さはそれぞれで、薄うすいときもあれば厚いときもある。

　ヴリトラは王子であったリーアムの傍そばに行くために軍人になった。

　体を売っていたアンジェロに自然に近づくため神父の姿を取った。

　その時その時のロカの生まれ変わりの人生を大事にしたい気持ちと、強ごう引いんに攫さらって自分のものにしてしまいたい気持ちの間でいつも葛かつ藤とうしている。

　そして結局心通わせられぬままロカを失い、絶望して心を傷だらけにしてきた。

「今生のおまえの魂はとても殻が厚かった。柔じゆう軟なんなのになかなか壊れず……おまえに苛いら立だちをぶつけてしまったこともある。すまなかった」

　桐生は力ずくで夏季を縛りつけた。もちろん夏季が誰にも襲おそわれないように自警させるためという理由がいちばんだったろうが、乱暴に抱くときには、いつまでたっても報むくわれない想おもいへの苛立ちもあったのだろう。

　月を見上げて涙なみだを流していた姿を思い出したら、そんな荒あら々あらしさすら愛おしく感じる。桐生も苦しかったのだ。

「いいよもう、そんなの」

　自分から竜神の首を引き寄せて口づけた。

　竜神の甘い唇は頰から首筋、胸、腹と、夏季の体を下へ下へとなぞっていく。やがて夏季の性器の隣となりに咲さく淫いん花かの上で止まった。

「……この淫花のせいでおまえは男を惹ひきつけてやまない。今生で必ず消してやる」

　淫花の上から新しい痣あざをつけるようにきつく肌はだを吸い上げられると、ちくんとした痛みとともにぞわりとする官能が脚あしのつけ根から上がってきた。

　竜神は痛みをほぐすように舌で淫花をなぞった。

「この花と同じ匂いが近くでしている。術者の生まれ変わりがこの辺りにいるはずだ」

「術者の生まれ変わり……？」

　そうだ、と竜神は頷うなずいた。

「おまえの魂が転生するのと同様に、他ほかの魂も転生を繰くり返す。時代も場所も様々だ。だがこの淫花の香かおりと同じ魂の匂いが近くにある。こんなチャンスはめったにない。呪しゆはかけた者にしか解き方がわからない。必ず探しだし、術者の記憶を呼び出してやる」

　普ふ通つうの体になれるのだと期待したら、夏季の背がぞくりと震ふるえた。呪のろいなど早く解いてしまいたい。

「もうすぐだ……」




　　　＊




　大学の夏休みは長い。

　本当の姿を現してからの桐生はできるだけ夏季と一いつ緒しよにいてくれるが、それでも会社社長という立場上どうしても出勤しなければならないときもある。

　竜神が人間社会にまぎれるために、人間になりすまして仕事までしているのがなんだかおかしかった。

　それもこれも夏季のためだと思うと嬉うれしくてにやにやしてしまう。

　去年までは夏休みでもそれぞれ自宅で好きなことをして過ごしていた。桐生は夏季が側そばにいることを強要しなかったし、食事と抱だかれるとき以外はあまり関かかわっていなかった。

　とはいえ監かん視しなしで自由に外出もできなかったから、夏季が一人でできたことといえば読書、テレビ、ネット、勉強くらいだ。

　いまは自分が呪いによって男を惹きつけてしまうことを知っているから、一人で外に出ようとは思わないけれど。

「つまんない……」

　桐生がいないだけでこんなに寂さびしくて退たい屈くつだなんて。

　逆に言えば、桐生がいてくれれば他にはなにもいらない。

　そんなことを考えて一人で赤面する。

　音がないのが落ち着かなくてつけていたテレビで料理番組が始まったとき、夏季の脳のう裏りにロカが食事をするのを興味深げに眺ながめていた竜神の姿がよみがえった。

　ふとした瞬しゆん間かんに前世の記憶が頭を掠かすめることがある。

　魂の殻が割れたからといって、全員の人生すべてが克こく明めいによみがえったわけではない。映像や会話の断だん片ぺんが浮うかんで、まさに「幼い頃ころのことをなにかのきっかけで思い出す」ような状態なのだ。

　記憶が戻もどるたび、かつての恋れん情じようが胸を焦こがす。いま夏季が感じている桐生への愛しさが、この記憶からくるものなのか純じゆん粋すいに夏季自身のものなのかわからなくなる。

　不安が芽生えた。

　過去の記憶がなくても自分は桐生を好きだろうか。そして────桐生は本当に、夏季自身を好きなのだろうか。

　思ったら、ぶるりと震えた。胸が重苦しく塞ふさいで、心臓の上でぎゅっと拳こぶしを握にぎった。急速に膨ふくれ上がっていく不安を払ふつ拭しよくするようにぶるっと頭を振ふる。

「ばーか」

　くだらない感情を切り捨てるように、自分に悪態をつく。

　桐生になにかしてあげよう。

　考えてみれば、好きになってもらえるようなことをなに一つしていないではないか。それで好いてもらおうなどと傲ごう慢まんすぎる。

　してもらうばかりではなく、愛される努力をするべきだ。夏季ができることなど限られているけれど、その中でできること。

「……とりあえず、料理とか？」

　料理番組でパンナコッタを作っているのを見て、これにしようと思った。夏季でも簡単に作れそうだし、材料もキッチンにありそうだ。

　冷蔵庫や食品庫を漁あさってみると、材料はすぐに見つかった。書きとめたレシピを参考に、慣れない手つきで順番に材料を混ぜ合わせていく。

　ゼラチンを水でふやかし、鍋なべに牛乳と生クリームと砂糖を混ぜて火にかける。

　甘い香りが漂ただよって、ふわんと幸せな気分になった。

（少しは喜んでくれるかな）

　好きな人のためになにかをする、ということに胸が疼うずくような幸福を感じる。さっき感じた不安が幸福に流されて心の奥の方に押しやられていった。

　上手にできたら、これから少しずつ料理を覚えるのもいいかもしれない。あまり外に出られない夏季には有意義な趣しゆ味みになるだろう。それでもし桐生が喜んでくれたら言うことはない。

　器うつわに流し込み、冷蔵庫に入れたところでちょうど桐生が帰宅した。

「おかえり、桐生さん。いまデザート作ってたんだ。食後に二人で食べようよ」

　お留守番犬が主人に飛びつくように走っていって言うと、桐生は目を細めた。

「おまえが私のために？　それは嬉しいな」

　笑うと歳相応の細かな皺しわのできる目もとがすごく好きだ。

　素す直なおに嬉しいと言ってもらえて夏季も嬉しい。目を見合わせると自然に互たがいに笑えみが浮かぶ。

「一時間くらいは冷やさないと。それまで夕食にする？　あ、先にシャワーかな。汗あせかいて気持ち悪いよね」

　桐生は見る間に竜りゆう神じんに姿を変えた。人間でいる桐生は普通に汗をかくけれど、竜神のときはいつもさらりとした肌をしている。もしかしたらそういう身体的な機能は人間に見せるためのカモフラージュなのかもしれない。

　最近では二人になるとすぐ竜神の姿に戻る。夏季の前でリラックスしてくれるのはとても嬉しい。

「夏季……」

　抱き寄せられ、唇くちびるを合わせられる。

　すぐに舌が潜もぐり込んできて、夏季の口こう腔こうをあますことなく味わい始めた。

「デザートが冷えるまで、おまえを食べていたい」

　うわあああ！

　と顔が赤くなった。

（これってお風呂ふろにする？　ご飯にする？　それとも……ってやつだ！）

　新しん婚こんさんみたい、などと思ったら一気に頭に血が上った。

　キスをしながら体に触ふれられると、夏季はすぐに蕩とろけてしまう。もともと桐生の巧たくみな手管は夏季を翻ほん弄ろうして止やまないのに、好きだと思ってからはより一層肌が敏びん感かんになった。

「あ……、あ……、きりゅ……、んあっ！」

　乳ち首くびをきゅっとひねられて甘い声が上がる。

　潤うるみ始めた目で竜神を見ると、そうじゃないだろうと視線で促うながされた。

「ヴリトラ……」

　竜神は満足げにほほ笑み、キスを深くする。

「愛している……」

　舌をすり合わせていると、竜神の愛情が流れ込んでくる。ひたひたと体が満たされて心ここ地ちいい。

「すき……」

　抱き上げてソファに連れて行かれ、宝物のようにそっと身を横たえられる。シャツを開かれ胸を晒さらされると、火ほ照てり始めた肌はだに空気が触れて気持ちよかった。

　竜神の唇は軽く胸の尖とがりをつまみ、夏季の体を下へ下へと移動していく。

　デニムの前を開かれたときに、この後に来る快感への期待で性器がぴくりと反応した。

　桐生に口淫をされても興奮するが、竜神の姿でされるといっそう昂たかぶってしまう。高貴な人にさせている、という認にん識しきがあるからだろうか。

「あ……っ」

　下着を引き下ろされ、淫花に口づけを受ける。

　すでに透とう明めいな露つゆを零こぼし始めた肉にく茎けいを扱しごきながら舌先で淫花をなぞられると、くすぐったさと快感が相まって下腹を波打たせた。

「ヴリトラ……、好きだよ……」

　竜神は金色の瞳ひとみを細め、たまらなくなったように淫花に嚙かみついた。

「ロカ……！」

　え。

　一瞬、夏季の中にぼかりと大きな穴が開いた気がした。真っ黒な穴を、すぐに滲にじむような甘さと痛みがじわじわと侵しん食しよくしていく。

　喜んでいる、自分の中のロカが。

　悲しんでいる、夏季自身が。

「ヴ……、桐生さん……」

　じわりと涙なみだが浮かんだ。

　押しこめたはずの不安が暗雲のようにむくむくと夏季の心に広がっていった。

「夏季……？」

　夏季の変化を敏感に感じ取った竜神が顔を上げる。

　どちらも自分だ。なのに竜神が夏季でなくロカの名を呼んだことが驚おどろくほど悲しい。今その腕うでに抱いているのは夏季なのに。

「……っ、やだっ！」

　とっさにシャツの前を搔かき合わせ、竜神の腕からすり抜ぬけて自室に逃にげ帰る。力いっぱいドアを閉じ、そのまま背を預けてずるずると床ゆかに座り込んだ。

　胸が痛くて、悲しくて、体が震ふるえる。自分自身を抱いて、立てた両りよう膝ひざの間に顔を埋うずめた。

（ばかみたいだ、自分に嫉しつ妬となんて……）

　ロカに嫉妬しているのだと気づき、自分自身でも呆あきれてしまう。でも昂った感情がどうにも収まらない。

　ドアの向こうから、竜神がそっと声をかける。

「夏季……、すまなかった。気分を害したなら謝る。誓ちかって、おまえを身代わりのように思っていたわけではない」

「ヴリトラが好きなのは、結局いつまでたってもロカなんだね……」

「夏季」

　ロカが羨うらやましい。妬ねたましい。

「ごめん、いま桐生さんの顔見たくない」

　ヴリトラではなく桐生と言ってしまったのは、無意識の反はん抗こうだったか。

　竜神は少しだけ間を空けて、

「愛しているよ」

　それだけ言うと、静かに気配は離はなれていった。

　声は淡たん々たんとしていたが、竜神が傷ついたことはわかった。

　長い長い間ロカの転生を待ち続け、やっと記き憶おくを取り戻もどした想おもい人と通じ合ったのだ。竜神がロカを恋こいしがったからといって責められるものではない。

　そう思ってもやっぱり悲しかった。

　はあ、とため息をついて前まえ髪がみをくしゃっと握る。

　だめだ、今日はこの家にいたくない。桐生に当たってしまいそうだ。一晩だけでいい、外に出てこよう。

　立ち上がり、重い足取りで部屋を出る。夏季の部屋から玄げん関かんへ行くにはリビングを通らねばならない。桐生と顔を合わせる前に外に出てしまいたいと、足音を忍しのばせて歩いた。

　ばしゃん！

　水を叩たたく音がする。

　リビングからプールを見ると、巨きよ大だいな蛇へびに身を変えた竜神が、水面を叩きながら潜ったり顔を出したりを繰くり返していた。

　つきん、と夏季の胸が痛む。

　きっと竜神は、辛つらいときには水に浸ひたりたいのだ。だから個人で使うには大きすぎるプールを庭に作り、夏季が眠ねむっている間に何度も自分を慰なぐさめるためにプールに潜っていたのだろう。

（ごめんね……）

　ずっと我が慢まんをさせてきたのに、こんなことでやきもちを焼いて。

　可愛かわいくないなと自分でも思うが、まだ言葉を交かわしたら意固地になってしまいそうだ。

　気づかれないうちにと玄関から抜け出し、門へ早足で向かった。

　めったに外出もせず友達もいない夏季に行く場所なんてほとんどない。淫花のせいで、夜に人混ごみで過ごすのが危険だということくらいもう夏季にもわかっている。

　だから両親の家に行こうと思った。

　桐生の家に連れてこられてから二年間、数えるほどしか両親の顔を見ていない。向こうが申し訳なさそうに、夏季を腫はれ物に触さわるような扱あつかいをするのが心苦しいからだ。

　でも今は無む性しように両親の顔が見たくなった。夏季を夏季個人として愛してくれる存在に。

　駅まで出て、電車に乗る。

　両親の住む駅で降り、うらぶれた繁はん華か街がいを通り抜け、人通りのない神社の脇わきを通りかかったときだった。

「きみ……」

　黒々とした植え込みの陰かげから弱々しい男の声がしてドキッとした。

　声の方を向くと、スーツに身を包んだ三十代くらいのサラリーマンが腹を押さえてうずくまっている。腹が痛いらしい。

「すまない……、手を貸してもらえないか」

「大だい丈じよう夫ぶですか」

　近づいていき、目線の高さを合わせてしゃがみこむ。暗くて表情はわかりにくいが、はぁはぁと息をしてとても苦しそうだ。

「タクシーとか救急車とか呼びます？」

「いや……、ぼくの家はこの階段を上ったところなんだ。いつものことでね……、横になればすぐによくなる。申し訳ないんだが、肩かたを貸してもらえないだろうか」

　男が指した階段を上ると小さな公園がある。夏季も子どもの頃ころはよくそこで遊んだ。さらに公園の裏の階段を上っていくと何軒けんかアパートが立っている。そこの住人だろう。

「いいですよ。立てますか」

　自分の肩に男の腕を回させ、立ち上がらせる。男はふらついたが、歩調を合わせるとなんとか一いつ緒しよに歩き出した。

「歩くの速かったら言ってくださいね」

「ありがとう。きみは親切だね……」

「いえ」

　これくらい当然だ。自分がもっと体格がよかったら、体調の優すぐれない人をおぶっていけるのに。

　よろよろと歩を進ませ、やっと中間の公園にたどり着いたときだった。

　突とつ然ぜん男に腕を引かれ、真っ暗な植え込みの向こうへ引きずり込まれる。

「え……、わ……っ！」

　あまりに急すぎて、抵てい抗こうもできずに草の上にうつぶせに押し倒たおされた。背後からのしかかった男が夏季の口にハンカチを当て、大きな手のひらで上から覆おおう。

　男は夏季の耳に息がかかるほど近くに顔を寄せ、低い声で凄すごんだ。

「刺さされたくなかったら騒さわがないで」

　頰ほおにぴたぴたと冷たい金属が押し当てられる。

　公園の中ほどにあるたった一つの街灯の灯あかりでも、銀色の刃はが鈍にぶく光って見えた。

　ナイフだ、と思ったらゾッとした。

　男は慣れた手つきで夏季を後ろ手にガムテープで縛しばり、ハンカチを咥くわえさせて、さらに上からガムテープで口を覆った。

　あっという間に身動きも取れず、声も出せない状態になった。

「すごい……、近くで見ると、ほんとにきみ可愛いなぁ。電車の中からぼくが目をつけてたの気づかなかった？　だめだよ、そんな可愛い顔して無防備なのは……。今後こんなふうに迂う闊かつに人に親切にしないように、ぼくがお仕置きしてあげようね」

　べろりと頰を舐なめられ、濡ぬれた感かん触しよくに総毛立った。

　息を荒あららげた男は夏季の体をくるりと仰あお向むけに返すと、馬乗りになる。湿しめった手を性急に夏季のシャツの下に潜もぐり込ませ、うすい腹筋を通って脇腹を撫なで上げた。

「ああ……なんて滑なめらかなんだ。明るいところで見られないのが残念だよ。ほら、可愛い乳ち首くび見つけた」

　両方の乳首を強い力できゅっとつねられ、不自由な上半身をびくんと波打たせた。却かえって胸を突つき出すような仕草になってしまい、男の声が喜色を帯びる。

「なんだぁ、きみこういうの好きなの？　じゃあサービスして口でしてあげちゃおうかな」

　男は体をずらし、夏季のデニムに手をかけた。

　ヂッと音がしてファスナーを開けられ、下着ごと手をかけられて一気にウエストから腿ももまで引き下ろされる。

　男の手が無ぶ遠えん慮りよに夏季の下腹を撫で回し、偶ぐう然ぜんに淫いん花かに触ふれたとき──。

「んぐうっ……！」

　ばちん！

　と二人の間で電気のようなショックが弾はじけ、淫花がボウッと光った気がした。

「ん……、んぅっ……！」

　同時に夏季と男の間に、ざあっと記憶の波が押し寄せる。




　──王を誑たぶらかした淫婦ラジャマニの罪深き子よ。

　──おまえは生まれ変わっても決して恋しい人間と添そい遂とげられぬ。

　──男と不運を呼び寄せる淫花だ。




　目の前の男の呆ぼう然ぜんとした表情に、ロカに呪しゆをかけ淫花を施ほどこした神官の面おも影かげが重なる。

　男の目にも、奔ほん流りゆうのように記憶が溢あふれ返っているのがわかる。

「おまえ……、おまえは……、ロカ…………？」

　男の唇くちびるがうわごとのようにロカの名を口にする。

　間ま違ちがいない。この男は────あの神官の生まれ変わりなのだ！

「う……」

　体が震ふるえた。

　淫花が神官を呼び寄せたのか。燃えるように熱い。

　呆然としていた男は突然目をぎらりと光らせると、いきなり両手でロカの首を絞しめ上げた。

「……っ！　ううっ、ううぅぅぅぅ……っ！」

「くそ……っ、きさま、ロカ……ッ！　呪でぼくを殺す気だったな！　そうはさせるか、先に殺してやる……！」

　勝手に襲おそおうとしたくせに！

　血管が締しめつけられ、耳の中にドッドッと音が鳴る。堰せき止められた血が潮のように鼻の奥と目の裏に上がってくる感覚に気が遠くなった。

（ヴリトラ──！）

　自分はまた死ぬのか、ここで。また恋しい人を泣かせるのか。

　嫌いやだ。ぜったいに嫌だ！

「んぅんんん────……っ！」

　心の中でヴリトラの名を叫さけんだときだった。

　ザッ、と大風が公園の梢こずえを揺ゆらし、雷かみなりが落ちたようにズドンと白い光が男と夏季の間に割って入った。

「ぎゃうっ……！」

　男が後方に弾き飛ばされる。

　まぶしさに一いつ瞬しゆん閉じた目を開いてみれば、光だと思ったのは白い服に身を包んだ竜りゆう神じんだった。

「きさま……、きさまがロカを……！」

　竜神は憤ふん怒ぬの形相で男の顔面を片手で鷲わしづかみにし、男をつり上げる。

「いぎぃぃぃぃぃ……っ！」

　つま先がぎりぎり地面につかない高さまで持ち上げられた男は、潰つぶれた蛙かえるのような声を出した。竜神の力強い指先が、男のこめかみに喰くいこんでいる。

　竜神がもう片方の手を夏季に向かって振ふると、夏季を拘こう束そくしていたガムテープがぱらりと解けた。夏季はハンカチを吐はき出し、激しくむせる。

「答えろ。神封ふうじの呪の解き方と淫花の消し方だ。術者である本人ならわかるはず」

「し、しゅ……はっ、儀ぎ式しきに使った呪具を……、はっ、破は壊かい……、すれば……っ！」

　男はずるずると脂あぶら汗あせを流しながら、引き攣つれた声で答える。

「淫花は」

　男の血走った目が、竜神の指の間から覗のぞいている。男は眼球が零こぼれそうなほど目を大きく見開き、ひくりとのどを鳴らした。

　竜神が心の奥底を覗のぞくように金色の瞳ひとみを光らせる。

　男の唇が機械仕じ掛かけの人形のように、かぱかぱと閉じ開きした。

「……術者の……、魂たましい、を、消しよう滅めつ…………」

　答えさせられている、とわかった。

　男の目は言いたくないと拒きよ否ひをしている。恐きよう怖ふに怯おびえている。竜神に操あやつられ、しゃべりたくないことをしゃべらされているのだ。

「わかった」

　竜神は短く言うなり、片手を男の胸にずぼりと埋うずめた。

「ヴリトラ……ッ!?」

「案ずるな。肉体は死なぬ」

　竜神が手を引くと、尾おを引いた丸い塊かたまりが男の胸からずるっと抜ぬけ出た。竜神が冷たい目でそれを握にぎりつぶすと同時に、男の眼球がぐるりと裏返る。

　刹せつ那な、夏季の淫花がカッと発光した。

「い……、あついっ……！」

　淫花が燃えていく。

「あ……、ああ……」

　熱くて押さえた手のすき間から、淫花の花弁が一枚、また一枚と落ちていった。花弁の光は地面に届く前に闇やみに溶とけるように消え、なにも残らなかった。

「手を離はなしてみろ」

　竜神に言われてこわごわ手を離してみると、淫花はきれいに消え去っていた。

「うそ……」

　あまりのあっけなさに、呆然としてしまう。

　竜神が手を離すと男の体が地面にどさりと落ちた。口から泡あわを吹ふき、白目を剝むいている。

「ヴリトラ……、この人……」

「肉体は死んでいない。だが魂を破壊した。この先、こいつは抜け殻がらとして誰だれかの世話になり、人形のように生きていくだろう」

　ゾッとした。

　決してあっけないわけではなかった。一人の人間の命を奪うばったも同然なのだ。

「そんな……こと……」

「おまえが気に病やむことはない。おまえはこの男のせいで謂いわれなき呪のろいをかけられ、何度も殺されたのだぞ。この男の魂は穢けがれきっている。触れた瞬間になにもかも見えた。いつの生でも私欲のために人を犯おかし、弄もてあそび、今生でも幾いく人にんもの少年少女をその毒どく牙がにかけた」

　確かに夏季の体を縛り上げた様子は手慣れたものだった。おそろしい犯罪者なのだ。

「術者の生まれ変わりが近くにいることはわかっていたが、匂においがうすすぎてなかなか探し出せなかった。さっき術者と淫花が触れ合ったことで強きよう烈れつな音がしたからここに飛んでくることができた」

　竜神は手を差し伸のべて夏季を立たせ、腕うでの中に閉じ込めた。夏季の匂いを吸い込み、ほぅ、とため息をつく。

「無事でよかった……」

　竜神の心からの安あん堵どが夏季を包み込む。

　心配をかけたのだと、おそろしい後こう悔かいが押し寄せた。もし竜神がくるのがほんの少し遅おそかったら、夏季はまた竜神を悲しみの底に突き落とすところだったのだ。

「ご……、ごめんなさい！　勝手に出てきたりして……！」

「おまえから目を離した私が悪かった」

「違う！　ヴリトラは悪くない！　おれが……！」

　やきもちなんか焼くから。よく考えもせずに家を出たりするから。

「ごめんなさい……」

「夏季」

　泣きそうになった夏季の目め尻じりに、竜神が唇を落とす。

「不安にさせて悪かった。決しておまえを身代わりに思っているわけではない。上手うまく言えないが……私にとっては同じ人間にしか感じられない。同じ魂の違う面を見ているようなものだ。……伝わるか？」

　わかったようなわからないような気になった。でも決して夏季を軽かろんじているとか、どちらが好きかというレベルで見ているわけではないのはわかる。

　自分はロカに引きずられて桐生を好きなだけではないかと不安にも思った。けれどきっかけはどうあれ、いま自分が本当に桐生を好きなら、それでいいのではないか。

「おれは何度生まれ変わっても、きっとあんたに恋こいをする。だからそのときそのときの生で、ちゃんとあんたを好きになる個人を見て？」

　竜神は愛いとしげに夏季の頰ほおを撫なでた。

「いつも、生まれ変わったおまえとまた恋をしたいと思ってきたよ」

　こんなに長く生きているのに、きっとこの竜神は恋に不器用なのだ。上手く愛情を伝えられなくて、ときに相手を傷つけてしまう。

　アルラーンのときも神父のときも、決して器用とは言えなかった。

　そう思ったらなんだか可愛かわいくすら思えてきた。

「好きだよヴリトラ」

　そう言って自分からキスをしたときに、突とつ然ぜん理解した気がした。

　これはヴリトラであって、夏季の知っている桐生ではない。なのに自然に同じ存在として好きだと思う。

　なあんだ、と思った。こういうことなんだ。

「夏季……」

「ロカでもいいよ」

　竜神は目を細め、なにもかもわかってくれたように口づけを深くした。

　角度を変え、何度も何度も唇を重ねあわせる。

　思い出した全員の愛情がどんどん膨ふくれ上がってきて泣きそうになった。

「ヴリトラ……、ヴリトラ……！　帰りたい！　あの水の底に帰りたい！　二人だけで暮らそう？　もうずっと離れたくない……」

　竜神の首筋に縋すがりついてきつく抱だきしめた。竜神も夏季を抱き返し、獣けもののように唇を貪むさぼる。

　なんとなく、自分は居場所がない気がしていた。どこにいても周囲から浮ういている気がして落ち着かなかった。

　でも竜神といると足りないピースがぴたりと嵌はまったように安心する。もう彼の傍そばにしかいたくない。

「目を閉じろ、夏季」

　言われた通り、竜神の腕の中でまぶたを閉じる。

　一瞬意識がくらりと渦うずを巻いた。

「もういいぞ」

　目を開ければ、そこはもう竜神の棲すみ処かだった。部屋の隅すみには、やはり赤い目をした蛇へびたちがとぐろを巻いている。

　もちろんロカとして過ごしたときとは別の蛇たちだろう。けれど子孫には違ちがいあるまい。

　彼らは嬉うれしそうにしゅうしゅうと音を立て、久しぶりの竜神の帰き還かんを喜んでいるのが伝わってきた。

　夏季もあまりの懐なつかしさに胸が焦こがれるような思いを味わう。

「……ただいま」

　言ってから、とても自然にロカとしての記き憶おくが自分のものであることに気づいた。

　蛇たちすら愛おしくて、ここが自分の居場所なのだと強く思う。

　隣となりを見れば、竜りゆう神じんの姿が輝かがやき、一段と大きくなったように見える。大地の息吹いぶきを取り込み、力が竜神を満たしていくのがわかった。

「我が地に埋まっているものならば、私が探し出すことは造作もない」

　すでに竜神が手に持っているのは、朽くちかけてはいるが、ロカに神封じの呪しゆ文も字じを焼きつけた呪具に間違いなかった。

　まるで土のように、竜神の手の中で粉々に崩くずれ落ちる。

　刹那、淫いん花かのときと同じように夏季の肉にく洞どうが燃えるように熱くなった。

「ああっ……！」

　思わず膝ひざが折れた夏季の体を、竜神が抱きとめる。

　肉が爛ただれるような痛みが襲おそい、竜神の腕の中で身を捩よじった。

　だが痛みは一いつ瞬しゆんで──。

「……ん、あぁ、あ……、や……、なに……？」

　ぐずぐずと粘ねん膜まくが収縮した。

「あ……、や、だ……、こわい……っ」

「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だ、夏季。呪が溶けていく感覚だ」

　たまらなく内側が疼うずく。

　夏季を宥なだめながら顔中に唇くちびるを押しつける竜神の言葉にひどく安堵した。

「もう……、もうおれ、普ふ通つうなんだ？　呪のろわれてない？」

　竜神は心の底から愛しげな目をして頷うなずいた。夏季の目にも喜びの涙なみだが浮かぶ。

　淫花の呪いでずっと竜神とすれ違ってきた。やっと憂うれいなく愛し合える！

「ヴリトラ……！」

　自分の中で、ロカとリーアムとアンジェロが歓かん喜きしているのがわかる。ロカから始まった想おもいがリーアムとアンジェロを経て膨らみ、夏季の中で溢あふれんばかりになった。

「愛してる、ヴリトラ。全員分愛し合おう？」

　口づけを交かわしながら、竜神は夏季をきつく抱きしめる。

　ベッドの上で二匹ひきの蛇のように竜神と絡からみ合う。

　中に残った呪文字を引っかいてこそげ落としてほしい！

「はやく……」

　性急に服を脱ぬがし合い、生まれたままの姿で抱き合う。

　互たがいの性器を愛あい撫ぶする形を取って、愛しい人の分身を口に含ふくんだ。

「ん……」

　精路から滲にじむ蜜みつは、そのまま竜神の興奮の表れだ。とても甘く感じて、熱心に舐なめしゃぶった。もっともっと愛しい人を味わいたい。

　丹たん念ねんに濡ぬらした、指が回りきらないほど太い茎くきを扱しごきながら、やわらかな種たね袋ぶくろを順番に口中で愛撫する。濡れそぼった双ふたつの袋を今度は手の中で転がし、鈴すず口ぐちに舌先をねじ込んでちろちろと舐めた。

　愛撫に夢中になる夏季の後こう蕾らいを、竜神の指が割り開く。蛇のごとくうねる舌が生きもののように狭きよう道どうの奥まで舐め回し、夏季に切ない吐と息いきを漏もらさせた。触ふれられるところ全部が感じてたまらない。

　欲しがりな襞ひだがひくひくと呼吸し、こらえきれず泣き声で懇こん願がんする。

「ヴリトラ……ッ、も、ほしい……っ」

　体勢を入れ替かえ、両りよう肘ひじと膝をついた状態から、ぐっと後頭部を押されてベッドに頰がつくまで頭を押し下げられる。

　尻だけを高く掲かかげる形になる恥はずかしいポーズは、夏季はあまり経験がない。これは、この形は……。

「んあ……」

　硬かたい切っ先が肉にく環かんを割ってじりじりと侵しん入にゆうしてくる。

　少しずつ押し引きしながら奥へ奥へと進んでくる熱ねつ塊かいに、痺しびれるような官能が背筋を這はいあがった。

「う……、ひ……、ああ、おっきい……」

　自然に背が反り上がるのを、無情にも手のひらで押して留とどめられる。

「くぅ、ん……」

　仔こ犬いぬのように鳴いて、夏季はシーツに頰をすり寄せた。

　ぎっちりと奥まで雄おすを押し込んだ竜神が、夏季の顔の横に手をついて、背に覆おおいかぶさる形で腰こしを使い始める。

「あぅ…ん、あ……、すご……、あつい……っ」

　さらりとした銀ぎん髪ぱつが夏季の肩かたを、頰をくすぐる。そんなわずかな刺し激げきにもやたらと感じた。抽ちゆう挿そうが激しくなるにつれ、獣の息いき遣づかいが耳じ朶だを嬲なぶる。

　興奮してくれている、感じてくれている、大好きな人が──！

「あ、あ、あ、あ、……」

　快感に曇くもる意識の中で、かすかな記憶がシンクロする。

　後ろから貫つらぬかれ、苦しいほど奥まで穿うがたれる感覚。

「ああっ、ああっ、ヴリトラ……、ヴリトラッ……」

　乱れる息に紛まぎれ、竜神が囁ささやく。

「愛しているよ、ロカ……」

「あっ……！」

　びくん！　と夏季の体が揺ゆれる。

　同時に精をまき散らした。

　夏季の中のロカが悦よろこびの声を上げている。そうだ、これはロカが好きだった形──。

　嫉しつ妬とは感じなかった。むしろロカの悦びに引きずられて、夏季もはち切れそうな悦びに満たされる。

　竜神の雄がずるずると夏季の中から抜ぬけ出て行く。

「ふ、あぁ……」

　体位を変えられ、今度は仰あお向むけになった竜神の上に跨またがり、騎き乗じよう位いで雄を吞のみこまされた。

　深々と串くし刺ざしにした雄で粘膜をかき混ぜるように、うすい腰骨をつかんで前後する。そうしながら下から思いきり突つき上げられれば、脳天まで突き抜けるような快感が身の内を走った。

「うぁ、あ……、や、つよいっ、それぇ……っ」

　強すぎる刺激に逃にげようと浮いた腰を押さえつけられ、がくんがくんと揺さぶられた。まぶたの裏に白い火花が散る。

「あっ、ああっ、ああ、あ、ああぁぁぁあああぁ────……っ！」

　頭の中が真っ白になった。

　突き上げられるごとに快感で押し出される涙を、温かい指が拭ぬぐう。頰ほおを撫なでる大きな手に自分の手を重ね、涙で曇る目を見開けば──。

「……アルラーン」

　精せい悍かんな黒い瞳ひとみ、黒い髪かみのアルラーンが自分を見上げていた。

「リーアム」

　懐かしい声。

　いまやリーアムと化した夏季は、ぼろぼろと泣きながら覆いかぶさって唇を塞ふさいだ。

「言いたかった、伝えたかった、アルラーン……。愛してる、愛してる……」

「私も愛してる」

　リーアムの魂たましいは悦びに満ち溢れながらアルラーンを貪むさぼり、美しい陰いん影えいを描えがく腹筋の上に白はく濁だくを放った。

「は……、はぁ……」

　上下するたくましい胸むな板いたにぐったりと沈しずみ込み、夏季は疲つかれから目を閉じた。

　続けて二回吐と精せいしているのだ。しかも恋こいしい相手との久しぶりの邂かい逅こうに歓喜した魂の快感は際限がない。

　でもまだ足りないと、心が竜神を求めている。

　繫つながったままそっとベッドに仰向けに寝ねかされ、今度は見上げる状態になった竜神の顔は、金色の髪に緑の瞳を持つ神父に変わっていた。

「神父さま……」

　夏季の唇から、アンジェロの甘えた口調が零こぼれる。神父は愛しげにほほ笑えみ、顔中いたるところにキスを降らせた。

「ごめんねおれ、帰れなくて。約束したのに」

「いいんだ、もういいんだ、アンジェロ。こうして腕うでの中にいてくれるんだから」

　神父は顔を見つめながら、ゆったりと腰を使う。アンジェロは慣れた仕草で、神父の腰に脚あしを絡みつけて奥まで誘さそい込んだ。

「ああ……、いい……、神父さま、神父さま……、すき、あいしてる……」

「私も愛しているよ、アンジェロ」

　抽挿が激しくなる。それでも二人は見つめ合ったまま目を逸そらさない。まるで片時でも離はなしたら相手がいなくなってしまうと思っているかのように。

　腰をくねらせ、より結合を深くする。

「あん、ああ……、しん、ぷ、さま……、ブルーノ、は……？」

　茶色の仔犬が心配だった。目の見えないあの子は大丈夫だったろうか。

　神父は慈じ愛あいに満ちたほほ笑みを浮うかべ、頰にキスをした。

「私の傍そばで天てん寿じゆを全まつとうしたよ。長く生きた。おまえがいなくなった悲しみが少し紛れたものだ」

　それならよかった。

　ブルーノも生まれ変わったら、またいつか一いつ緒しよに遊びたい。

「ん……、あ……、すき、すき、神父さま……、愛してる、もうずっと一緒だよ……」

　誰だれよりも呪のろいに苦しんで、愛を求めていたのはアンジェロの人生かも知れない。

「神父さま……おれの書いた、字……、みてくれた……？」

「ああ。おまえの気持ちはしっかり受け取った。ありがとう」

　嬉うれしい。

　寂さびしかった魂が今、満たされていく──。

　放つ瞬しゆん間かん、幸福に包まれた。光が弾はじけるように幸せがきらきらと輝かがやいている。

　はぁ、とため息をついた。

　三人の想いが夏季の恋心と相乗して、竜りゆう神じんがたまらなく愛いとおしい。何度生まれ変わっても、自分はぜったいに姿を変えた竜神に恋をする。

　そう、目の前で笑う桐生の顔を見ながら思った。抜かれないままの楔くさびは、まだ二人を繫げて夏季を温めてくれる。

「夏季」

「好きだよ、桐生さん」

　愛はひとつひとつ重なって大きくなっていく。だからこれからもっともっと好きになる。

　気の遠くなる時間、竜神は自分を探してくれた。待っていてくれた。

　大きな感動に包まれる。もうくたくたなのに、また竜神が欲しくなった。

「ね、桐生さんの姿のままでも、体の一部だけ変えられる？」

「できるが」

「じゃあ……」

　きゅ、と自分の中の桐生を締しめつけた。

　桐生はすぐに察してにやりと笑う。

「これか」

　夏季の後こう腔くうにみっちりと嵌はまりこんだ雄が、みるみる表皮を硬くしてごつごつと波のような鱗うろこを纏まとった。

「あ……っ」

　夏季の頰が上気する。

「棲すみ処かに戻もどってきて蛇へびの感かん触しよくが恋しくなったか。呼んでやろうか」

　周囲の蛇たちに見つめられているのだと思うと、いまさらながら恥ずかしくなった。

「やだ……、桐生さんがいいよ」

　甘えるように触ふれ合わせるだけのキスをすれば、桐生は愛しげに目を細めた。

　ああ、この表情が好きだと心から思う。

「では久しぶりに愉たのしませてやろう」

「ひゃっ……！」

　ずるっと中ほどまで抜かれると、それだけでささくれ立った鱗が襞ひだをめくり上げ、腰全体がびりびり痺しびれた。

　初めてなのに、確かに記き憶おくしているこの感触。

「やあっ、あっ、すご……、すごい……っ、あああっああ、あぁぁ──……っ！」

　まさに剛ごう棒ぼうと言っていい硬こう度どの肉が敏びん感かんな肉襞を出入りする。鱗のひとつひとつが白く泡あわ立だつ粘ねん液えきを纏わりつかせ、柔やわらかな粘ねん膜まくをこそげていく。

　泣きながら桐生にしがみついた。

「お……、おれ、が……、また、わすれたら……、これで、思い出させて……っ」　>>>♥

　何十年後かに自分の肉体はまた滅ほろび、いつか転生する。そのときのために、竜神にしか与あたえられない感触と愛を、体に、記憶に刻みつけておくから。

「愛してる……！」

　ぶつかるように口づけた。奪うばい合うようにキスをする。

　最後の追い上げをした桐生が、「くっ……」と呻うめいて夏季の内側に熱を放った。腹の奥に悦びが広がっていく。

　肩で息をする桐生が愛しくて愛しくて、ぎゅっと抱だきしめた。

　いつもは相手がしてくれる額へのキスを、心を込めてする。

「おれがどこに生まれても探し出してね」

「約束する」

　でもそれはもっと先の話。

　自分はまだこれから桐生と長い人生を過ごしていくのだから、来世のことはずっとあとに考えればいい。

　いまはこの幸福に浸ひたりたい。

　何度生まれ変わっても、たったひとり大切な恋人──。







　あとがき




　ルビー文庫さまでははじめまして。かわい恋こと申します。

　このたびは『溺でき愛あい竜りゆう神じんと輪りん廻ねの恋こい』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　ネタバレしますので、「ネタバレは見たくないわ！」という方はあとがきは最後にお読みいただけると有り難がたいです。

　といってもタイトルからすでにネタバレなのですが（笑）

　このお話は輪廻転生ものになります。

　人間不信の竜神が、献けん身しん的な愛情を捧ささげられて恋に落ち、いつか生まれ変わる想おもい人を探して流る浪ろうする……という、若じやつ干かん悲ひ恋れん含ぶくみのお話です。とはいえ、私にしてはかなりスイートな作りではないかと思いますので、ご安心くださいませ。

　受けスキーの私としましては、一冊でいろいろな受けが書けて楽しかったです。

　竜神×神じん供くの少年、親衛隊員×廃はい太たい子し、神父×暗殺者の男だん娼しよう、社長×大学生と、健けな気げ、高こう慢まん、ビッチなどなど詰つめ込みました。

　後半にいくにつれ大好きな年の差要素も加わり、なにやら私得ばかりですみません。

　ですがキャラも攻せめ受け四人ずつデザインしていただけるようですので、読者さまにもお楽しみいただけるのではないかと思います。

　イラストのえとう綺き羅ら先生にはそのぶんお手数をおかけして申し訳ございません！　お忙いそがしい中イラストをご担当くださり、本当にありがとうございました。贅ぜい沢たくな表紙ラフですでに萌もえの塊かたまりなのですが、これに美しいカラーがつくのかと、とても楽しみです。

　担当さま、執しつ筆ぴつが遅おくれまくりの私にも丁てい寧ねいにご指導ご意見をくださり、大変心強かったです。その辛しん抱ぼう強づよさとお心の広さ、本当に頭が上がりません。お気持ちにお応こたえできるよう精しよう進じんいたします。今回は素す敵てきなタイトルもつけていただき、ありがとうございました！

　そして末筆ではございますが、この本をお読みくださいました読者さま。心からお礼申し上げます。またお目にかかれますように。





かわい恋　

Twitter:@kawaiko_love　
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